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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　のんびりとした日差しが照らす、午前中の公園。

「……はぁ」

　そんな中で僕、鹿かの屋や総そう一いちは、ベンチに腰を下ろし、深い溜ため息いきを吐ついていた。すると心配するかのような声が、横から掛けられる。

「どうしたんだ少年、何か悩み事でもあるのか？」

「元凶の張本人に心配されましたよ……」

　溜め息の元凶は、僕の隣となりに座るこの人物だった。

　かつては正義の変身ヒーローとして一世を風ふう靡びし、世界平和の為ために数多あまたの悪の秘密結社と戦った伝説の英雄・仮面戦士プリズナー、左さ文もん字じ真しん太た郎ろう。

　その活かつ躍やくに一切疑いのない、文句なしの英雄。

　しかし、そんな英雄である左文字さんは今朝、いつものように小学生の通学路に出現し、いつものように監視カメラを設置しているところを、いつものように警けい察さつの皆様に見つかり、いつものように最も寄よりの留置場にイン。

　そして僕は、いつものように身元引受人として、彼を引き取りに行く羽は目めになったのである。

「……あの、左文字さん。何でいつも、こうなんですか？」

「どうした少年、児童達の登下校風景をあますことなく見守り、撮影して所蔵するという、崇すう高こうにして清浄な俺の使命に、何か問題があるというのか？」

「いや問題しかありませんよね!?　何度も言っているじゃないですか!!」

「うむ、そうだな。確かに彼らとは、意見のぶつかり合いがしばしばあるな」

「ぶつかっているのは意見じゃなくて法律とか憲法とかなんですけど」

「確かに、俺の使命には敵が多く、理解者は少ないかもしれないが、だからといって挫くじける訳にはいかない！　そう、子供達の未来を守る為に!!　子供達が、自分の力で自分の道を切り開いていけるよう導くのが、俺達大人の使命なのだから！」

　レモン一〇〇〇個分はあろうかという爽さわやかさと共に発言された、子供達の未来を守るという台詞せりふ。確かにそれは、左文字さんの成なし遂とげて来たことだ。

　仮面戦士プリズナーの活躍は、時に書籍に、時に映像にまとめられ、あらゆる世界に住む少年達と、少年の心を持った大人達に愛され続けて来たのである。

　かく言う僕も、その活躍に魅みせられた一人。仮面戦士プリズナーの映像ディスクを何度再生したことか。だから、左文字さんの言葉の意味は分かる。分かるのだけれど。

「本当、言葉だけ聞くと立派なんですけどね……！」

　左文字さんの場合、問題なのは方法だった。小学生の登下校を監視するなんて、完全に事案です。そりゃポリスの皆さんも押し寄せて来るというものですよ。

　おかげで、僕が警察署に左文字さんを迎えに行くのも、もはや日課みたいになってしまっている。ポリスメンに顔を覚えられるくらいの頻ひん度どで警察に通うなんて、神様の使者として大丈夫でしょうか。

「全くもう、次は迎えに行きませんからね。いっそのこと、しばらく臭い飯でも食べてくればいいんですよ」

「…………」

「……あの、左文字さん？」

「ちょっと今、大事なところなんだ、少し黙っていてくれないか」

「……はい？」

　あんまりな言葉に隣を見れば、左文字さんは既にこちらを見ていなかった。

　その瞳ひとみが捉とらえているのは、公園のブランコで遊んでいる、年とし端はもいかない幼女達。その幼女達を、尋常じゃないほどの眼力で観察しているのだった。

　その眼めはまるで猛もう禽きん類るい。幼女達の一挙手一投足を、決して見逃すまいという決意に満みち溢あふれている。今すぐポリスデパートメントにリターンすべき所業です。

「……あの、左文字さん」

「話しかけないでくれ少年。彼女達が邪悪に連れ去られたりしないように、一時も目を離す訳にはいかないんだ」

「今まさに、邪悪に監視されていますよね」

「何だと!?　おのれ邪悪め、卑ひ劣れつな真ま似ねを！　幼いたい気けな子供達を、猛禽類のような目で見張っているに違いないな！　何ど処こに潜ひそんでいる!!」

「左文字さんの中でしょうかね」

「そうか！　感謝する！」

　叫び、自分の腹をぶん殴なぐり始めた左文字さんを止める気は、僕にはない。

　今まで遊んでいた幼女達も、突然自分で自分を殴り始めた不審者に恐れをなして、逃げて行ってしまった。良かった、不審者に監視される幼女はいなくなりました。

　そうして後に残ったのは、左文字さんが自分の腹部を殴り続ける殴おう打だ音おんだけ。

「……はぁ」

　本当、この世界に来てからというもの、溜め息ばかり吐いている気がする。

　その原因は勿もち論ろん、隣で自分を殴り続けている左文字さんをはじめとした英雄達だ。神様によって、世界に訪れる災厄を回かい避ひする為に集められた英雄達。しかし彼らは皆、蓋ふたを開けてみればとんでもないダメ人間達だった。

　そんなダメ人間と化してしまった英雄達を更生させ、元の真っ当な英雄に戻すのが、僕が選んだ新たな使命だったんですけど……。

「そう上う手まくはいかないんですよね、ええ」

　その中の一人、作家である円えん乗じよう先生が起こした災厄を救ってから、数日が経たとうとしている。幸さいわいなことに平和が続いている今のうちに、どうにかしてダメな英雄達の更生を進めようとしているのだけれど、遅ち々ちとして進んでいないのが現状だった。

「あの人達……ダメ人間というかもうそんなレベルではないし。しかも何人かは、人間の形状ですらないですよね」

　しかし、だからといって、諦あきらめることは出来ない。神様から与えられた使命は、僕の全すべてとも言えるのだから。

「邪悪が！　消えるまで！　俺は殴るのを止やめない！」

「あの、左文字さん……そろそろ自分を殴るのを止めてもらっても良いでしょうか。少し真ま面じ目めなことを考えているのに、ＢＧＭが不ふ穏おん過ぎるので……ッ!?」

　いい加か減げんに左文字さんを制止しようとした、その瞬間。

　不意に、肌に刺さるような感覚に襲われる。それは、最近の騒動で何度も経験したもの。

　明確な意思を持った、何者かからの視線だ。

「誰だッ!?」

　ベンチに座ったまま視線を巡らせて公園の中を見渡し、異常の主を見つけ出す。

　幼女達が去り、誰もいなくなった公園の隅、いつの間にか、怪しげな人影が、そこに立っていた。まるで、僕の視界の死角に滑り込んで来たかのように、忽こつ然ぜんと。

「……一体、何者だ？」

　全身をゆったりとした黒尽くめの服装で包んでいる姿は、いつか見た魔王の姿を思い起こさせるけれど。あの時とは、明確に違う点があった。

　それは、視線の強さ。

　ゆったりとした黒尽くめの隙すき間まから漏もれる赤い視線。その力強さが段違い。ただ見つめられているだけで、この場から動けなくなってしまいそうな強さがある。

　その視線が、不意に揺らいだ。

「……え？」

　次の瞬間、視界が埋まる。すぐ目の前に、黒い影が現れていた。

　ただの一瞬で、その黒尽くめは僕までの距きよ離りを詰め、ここまで接近したのだ。

　それは、どう考えても、常人に可能なことではない。

「なっ!?」

　何かを言おうとする暇ひまもない。その黒尽くめは、すれ違いざまに僕の身体からだを軽々と抱え上げると、そのまま一気にベンチを蹴けって加速した。まるで、空を飛んでいるかのようなその速度に、僕は何の抵抗も出来ない。

　振り回される視界の中、僕の意識も遠のいていく。

　最後に捉えたのは、なおも自分を痛めつけている左文字さんの姿と。

　そして、黒尽くめの人物が呟つぶやいた言葉の響きだけ。




「……これで、あいつを殺せる」




　そして、ポケットの中から響く警けい告こく音おん。

　新たなる災厄を伝えるカウントダウンの音は、誰にも聞かれることなく始まりを告げたのだった。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　23時間　59分　59秒】










　薄ぼけた意識の中で思い出すのは、今朝の出来事。

　馴な染じみのポリスメンから連絡を受け、左さ文もん字じさんを引き取りに行こうとした僕は、フダラク荘の玄げん関かんでエリカさんに呼び止められたのだった。

「あれ、ソーイチ、何ど処こに行くの？」

「えっと、ちょっと警けい察さつ署しよに……」

「ああ、またシンタローがお世せ話わになったんだね」

「……はい」

　皆まで言わずとも通じ合う二人です。通じ合っている内容は大分アレですが。本当に通じて欲しいことは、ちっとも通じないのに。

「そうだよね。シンタローが捕まらないと、一日が始まらないもんね」

「そんな始まり方は嫌ですよ……」

「逆に捕まらないと、不安になるからね」

「確かにそうですけど」

　エリカさんは、珍めずらしくも不安そうな顔をして。

「でも、気を付けてね。最近ではこの辺りも、物ぶつ騒そうになっているみたいだから」

「積極的に物騒にしている張本人に言われている気がするんですけど。でも、何が物騒だって言うんですか」

「何でも、近所のレストランが相あい次ついで潰つぶれているらしいよ？」

「……レストラン、ですか？」

「リョーコに聞いただけだから、詳しくは知らないんだけど、何があったんだろうね。フードファイターの群れにでも襲おそわれたのかな」

「あれって、群れを作るものでも、襲って来るものでもないですよね」

　そんなヒャッハーな感じの人達ではないと思うんですけど、フードファイターって。

「ああ、そうそう、レストランって言えばさ、昔、お腹なかペコペコで駆け込んだら、『ラストオーダーが過ぎていますので』って断られたことがあるんだよね。こっちは必死で平和の為ために戦っているのに、ちょっとくらい融ゆう通ずうしてくれてもいいと思わない!?」

「また始まった……えっと、確かにそうですね」

「あんまりにもムカついたから、覚えたばかりの、昼夜を逆転させる魔法を使って朝にして、もう二度とラストオーダーなんて言葉を使えないようにしてあげたんだけど、それも仕方がないことだよね！　勇者を邪じや険けんにした罰ばつだよ！　まあ、今度はモーニングセットしか出て来ない状況になったから、もう参っちゃったんだけど。私はただ、ハンバーグが食べたかっただけなのに!!」

「じゃあ止やめればよかったんじゃ……」

「ハンバーグの恨うらみは恐ろしいんだよ！　ああもう、今日はマヨネーズたっぷりのハンバーグを夕飯に所望するからね！　でないと、暴れるんだからね!!」

「はいはい」

　とまあ、そんな風に。

　今日も逆恨み絶好調なエリカさんに別れを告げて、僕は左文字さんを引き取りに警察署へと向かったのだ。そして、無事に左文字さんの引き取りを済ませ、公園のベンチで盛大な溜ため息いきを吐ついていたところまでは覚えているのだけれど。

「えっと、確か、誰かにさらわれて……それで、こんな風に」

　そう、何者かの手で、公園からさらわれてしまったのだ。

　前にもさらわれた経験があるので、割と冷静です。

　そんな僕の状況は、ロープでグルグル巻きにされ、床に転がされているというもの。自分の力ではとても解ほどけそうにない程の強い力で、縛られてしまっている。

「……そもそも、何処なんでしょうか、ここって」

　ロープを解くのを早々に諦あきらめて、部屋の中を観察する。

　あちこちに放置された荷物。放ほうっておかれたように棚が乱雑に置かれ、床には硝子ガラスが散らばっている。どうも、しばらく使われていない廃はい屋おくのようだ。そんな、打ち捨てられた廃はい墟きよに、僕は縛られて放置されているらしい。

　と、僕の背後で、扉が開く音がした。何者かが、この部屋に入って来たのだ。

「…………」

　ゆっくりと近付いて来る足音に耳を澄ませながら、意識を失っている振りをする。

　その何者かとは恐らく、僕をさらった人物だろう。

　現状、危害を加えられてはいないけれど、誘ゆう拐かいなんて無茶なことをする相手だから、どんな乱暴な手に出て来るか分からない。今は様子を窺うかがうべきだ。

　そのまま、足音が僕のすぐ傍そばにまでやって来る。

　僕の緊張も、一段と高まる中。不意に、部屋に一陣の風が吹いた。

「ッ!?」

　次の瞬間、僕を縛り付けていたロープが不意に解ける。今の風によって切断されたのだ。それは間違いなく、謎なぞの人物が起こしたもので。

「起きて下さい。目は、覚めている筈はずであります」

「……分かりました」

　最初から僕の狸たぬき寝ね入いりは、ばれてしまっていたらしい。素直に起き上がり、僕を誘拐したその張本人の姿を見る。

　僕を見下ろしているのは、年若い女性だった。

　特徴的な赤い瞳ひとみと、燃えるような色の赤い髪かみは、薄暗いこの廃屋内でも一ひと際きわ目立って見える。触れれば火傷やけどすると、無言の内に語り掛けて来るような、苛か烈れつな雰ふん囲い気きを纏まとっているその女性。こちらを見据える瞳は、ひどく鋭い。

　しかし、気になるのは、そんなところではなくて。

「……えっと」

　何な故ぜか、その女性は、盛大にハンバーガーを食べていた。

　右手にハンバーガー、左手に大きめのハンバーガーショップの紙袋を抱えて、モグモグと食べ続けている。完全に食事中だった。

　こっちは捕らわれているのに、どうして食事なんてしているんですか。もうちょっと真ま面じ目めな場面じゃないんですか今は。まさか僕も食べられるんじゃないでしょうね。

「ごちそうさま、でした」

　たっぷり時間を掛けて、袋の中の一〇個程のハンバーガーを食べ尽くした女性は、丁てい寧ねいに食後の礼を済ませた。どうやら僕が食べられる心配はなかったらしい。

　そのまま身を屈かがめ、座っている僕に向けて手を差し出して来る。

「まずは、ご無礼を、許して欲しいのであります」

「え？　は、はぁ」

　されるがまま、差し出された手を取って、立たせてもらう。

「本来ならば、穏便にお連れしたかったのでありますが。人の目があった以上、こういった方法を取らざるを得ませんでした。御ご容よう赦しや下さい。鹿かの屋や総そう一いち殿で、ありますね？」

「えっと……はい、確かに、僕の名前は鹿屋総一ですけど……？」

　僕には不釣り合いな『殿』という敬称と、妙な語尾に、座りの悪さを感じながらも、どうやら話は通じる相手のようなので、普通に受け答えに応じることにする。

「いきなりのことですが。実は、協力して欲しいことがあるのであります」

「……協力？」

「はい、とある相手を殺すことに、協力してもらいたいのでありますよ」

「殺すって……えっ？」

　女性の口から突然飛び出した剣けん呑のんな言葉に、一瞬にして廃屋の空気が固まった。

「ちょっと、いきなり、何をおかしなことを言い出すんですか!?　殺すだなんて、冗談ですよね!?」

「大真面目であります。どうしても、殺さねばならぬ相手がいるのであります」

　女性の赤い瞳には、真剣な色が宿っている。本気で、言っているのだ。

　それでも、どう考えてもおかしい。何故突然誘拐されたと思ったら、殺人の片棒を担がされることにならなければいけないのか。僕も大概巻き込まれ体質だと思いますけど、それにしても理り不ふ尽じん過ぎますよね。

「やっぱり、まるで状況が摑つかめないんですけど」

「そういえば、私の名前をまだ名乗っていませんでしたね」

「え？」

「私の名前は、ノエミ＝ロンバルディア。ノエミと、そう呼んで欲しいであります」

「……え？」

　語られた女性の名前。その姓には聞き覚えがある。

　ロンバルディア。

　その姓は、他でもない、フダラク荘の住人にして英雄の持つものと同じで。

　彼女、ノエミさんは、真剣な瞳のままで告げる。

「ご想像の通り。あの駄竜、クド＝ロンバルディアは私の父親で……」

　そして。

「……この手で殺さねばならないと、そう決めている存在なのでありますよ」





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






　クド＝ロンバルディア。

　それは、神に匹ひつ敵てきする力をその身に持つドラゴンにして、英雄の名前。

　その巨体、その咆ほう哮こう、その戦闘力で、多くの世界をこれまでに救って来た最強のドラゴン。今までに救った世界の数は、英雄達の中でもトップ。天空を雄大に飛び回る、生物の中でも最高位の存在。強大なる肉体と、その身体からだに相応ふさわしい程の偉い業ぎようを持ち合わせた、史上最強にして絶対無敵のドラゴンなのである。

　ただし、今では、単なる酔っ払いのトカゲになっていますけれど。

　もうお酒のことしか考えていない、ただの爬は虫ちゆう類るいですけれど。

　実際にフダラク荘を訪れた僕が出会ったクド＝ロンバルディア様に、かつての伝説を思わせるような様子は一切なかった。

　それどころか、小さなトカゲと化していた上、常に酒を飲みまくっては酔っ払っているという、極めてどうしようもないダメ爬虫類になってしまっているのである。

「えっと、ちょっと待って下さいますか、情報が多くて……『父親』で『殺す』って何が何だか……というかクロさん、娘なんていたんですか？」

　そういえば、諒りよう子こさんから『クロさんったら妻子に捨てられてお酒に逃げて』みたいな話を聞いた気がする。あれって、諒子さんの適当な噓うそ翻ほん訳やくの結果ではなかったのか。本当に、そんな過去があったと。

　俄にわかには信じがたい事実ではあるものの、ノエミさんの、苛烈さを内包しているかのような雰囲気は、ただの人間に発せられるものではない。それが、あの偉大なるドラゴンに由来していると言われれば、頷うなずける話だ。

「でも、殺すだなんて……」

『殺さなければならない』という強い言葉。決して、冗談で言っているのではない。完全に本気だ。それはノエミさんの態度を見ていても分かる。

　親殺し。

　それは、どんな世界においても、間違いなく禁きん忌きだろうに。

「……あの、ノエミさん、少し質問しても宜よろしいですか」

「構わないでありますよ」

「どうして、そんな、父親を殺すなんてことを……」

「ええ、それは確かに、当然の質問でありますね」

　一瞬の逡しゆん巡じゆん。しかしノエミさんは、迷うことなく告げる。

　親殺しという禁忌を犯さねばならぬ、その理由を。

「酒に溺おぼれた挙句、ドラゴンとしての誇ほこりも英雄としての偉業も全部放り投げて、酔いどれトカゲに成り下がるようなダメな駄竜だからでありますよ」

「あー」

　納なつ得とくしました。

　納得してしまいました。

　自らの父親が、種族の名誉を失しつ墜ついさせるような真ま似ねをするんだから、そりゃちょっとばかり『死ね』みたいな気分になるのも仕方がないですよね。まして、かつて英雄として謳うたわれていたのだから、その落差と、そこから来る失望も大きなものだったろう。

　それならいっそ、娘である自分の手で葬ほうむってやるのも慈悲なんじゃないかって、そう思ってしまうかもしれません。

　しかし、だからといって。

「あの、気持ちは分かりますけど、その……」

「気持ちは分かる、ということは、協力してくれるのでありますね!!」

「あ、いえ。そういう訳ではなくて」

「何故でありますか!?　自らの使命や存在意義、誇りすらも完全に忘れ、朝からアルコールに溺れまくっているような奴に価値などありませんとも！　しかも、それが英雄と称たたえられているなんて、絶対に許せないことでありますよ！　あんな腐くされ爬虫類なんて、死んだ方が世界にとっても良いであります!!」

「……う、うう」

　ぐうの音も出ないとはこのことか。ノエミさんの言うことをいちいち納得しそうになってしまうのが恐ろしい。本当にあのトカゲは……。

　確かに、僕なんかよりも、実の娘であるノエミさんの方がクロさんのことをよく知っているだろう。そんな彼女に対して、まだクロさんと出会ってそれほど経たっていない僕が何かを言ってしまうのは、不誠実なのではないかとも思う。

　それでも、英雄とか、ダメ人間とか、そういう話以前に。

　娘が、自分の父親を殺したいなんてことを考えるのが、正しいことである筈がない。どんな理由がそこにあるのだとしても、協力することなんて出来る筈がない。

「そうだ、この時間ならクロさん、フダラク荘にいる筈ですよね……」

　幸さいわい、もう片方の当事者は、今もフダラク荘で酔っ払っていることだろう。僕に出来ることは、今すぐにデバイスで連絡を取り、親おや娘この話し合いの場所を設けることだ。

「あの、ちょっとお待ち頂けますか」

　ノエミさんに了解を取り、ポケットの中からデバイスを取り出す。画面を操作して、フダラク荘への連絡を取ろうとするが。

　しかし、デバイスの画面には、真っ赤な文字が表示されていた。

「……え？」

　血ち塗ぬられたようなその真紅の文字を、見間違える筈もない。見逃すこともない。何故なら、そこに記されているのは、紛まぎれもなく。

「そんな……!?」

　災厄へと至る数字。破滅の未来を告げる数列。

　世界の滅亡を示したカウントダウンが、デバイスに表示されていたのだった。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　21時間　48分　18秒】




　そして。

　カウントダウンと共に書かれているのは、神様から僕に下された指令の文書。




『巨大なる力と力が衝しよう突とつし、その余波を受けて、世界が滅亡しようとしている。急ぎ原因を特定し、滅亡を回かい避ひせよ』




「力と力って、一体……？」

　神様から僕に下された、この先訪れるだろう滅亡を回避せよ、という指令。

　前回の指令の時は、目指すべきものがはっきりしていた。『混こん沌とんたる女王』という名の災厄を探すという目的が、明確になっていた。しかし今回は、その目的となるべきものが明確ではない。

　力と力が衝突する、ということは、二つ以上の存在があり、両方とも滅びに関係しているということか。追うべき相手、この世界に滅びをもたらそうとする存在が、複数あるのだ。止めるべきは、一つだけではない。

　では、世界が滅びるほどの力の衝突。そこまでの力を持っている存在とは。

「まさか、また何か、とんでもないものが現れるのか……？」

　かつてフダラク荘の英雄によって退しりぞけた、世界を滅ぼそうとする存在。

　それは魔王であり、混沌だった。

　僕は、そんな圧倒的な侵略者に対して、英雄の皆さんの力を借りて……借りたというには若じやつ干かん語ご弊へいがありますけど……どうにか退けることが出来たのだった。その後の説教も含めて、鮮烈な思い出である。

　しかし、今回の場合、その対象となる何者かの存在は、はっきりと伝わってはこない。単に、力と力が衝突し、と書かれているだけだ。

　これまでの指令から考えると。力と力、その片方はフダラク荘の英雄の可能性は高い。しかしもう一方の、世界を滅ぼそうとする存在に関しては、情報がない。

「……うーん」

　頭に手を当てて考えても、思い付かない。それらしい存在……完全に世俗に塗まみれたあの魔王辺りが今更反旗を翻ひるがえすとも思えないし。魔王のペット、ポチだって同様だ。新たなる災厄が何処かからやって来る、というのが今のところの結論だろうか。

　と、そんな風に考えながら目の前を見れば。

「鹿屋殿、どうしたでありますか」

「……いえ、別に、何でもないです」

　ノエミさんはまたもハンバーガーを頰ほお張ばっていた。

　割と真面目な場面だっていうのに、どうして食事しているんですか。そもそも、さっき全部食べたんじゃなかったんですか。何処から持ちこんだんだ。

「それでもぐ、鹿屋殿もぐ。もぐ駄竜を殺すことに、協力してくれますか」

「せめて食べ終わってから喋しやべってくれないでしょうか……というかそもそも、どうやって殺すつもりなんですか？」

「むぐ……それはまだ決めていないでありますが、私もドラゴン族の端くれ。あの駄竜ほどではありませんが、それなりの力を持っているであります。大陸くらいなら割れると思います。試したことはありませんが」

「さらっと凄すごいことを言いますね……」

「後は鹿屋殿の助力さえあれば、百人力。必ずや、本ほん懐かいを遂とげられるでありますよ」

「そうですか……」

　ハンバーガーを持ったままでぐっと拳こぶしを握り、決意表明するノエミさん。その姿を見て思い付いたことがあった。

　この人だ。

　この人こそが、今回の災厄に違いない。

　力と力の衝突とは、神竜クド＝ロンバルディアと、その娘ノエミ＝ロンバルディアの親娘の激突。英雄とその娘の、力のぶつかり合いのことに違いない。それは確実に、世界を滅ぼすほどの影響を与えることだろう。

　こうして発生しようとしている、強大な力同士の衝突。それを止めることこそ、今回の僕の役割なのだ。親娘の諍いさかいを解決するなんて、神様の使者のすることとは思えないけれど、それが世界の行く末に関かかわるとあれば、黙ってはいられない。

　つまり、今僕がすべきなのは、ノエミさんの話をもっと詳しく聞くことで。

「分かりました。ノエミさん、協力しましょう」

「ありがとうもぐございますもぐ」

「また食べてるし……!!」

　だから、どれだけ食べるんですか。胃袋が宇宙にでも繋つながっているのか。

　何というか、こちらに構わずに食事ばかりしている姿は、確かにクロさんの娘だという風にも見えるけれど、そんなことで親娘関係を確信したくない。

　結局、その異常な食事風景は、左手の袋のハンバーガーがなくなるまで続いた。

「ご迷めい惑わくをお掛けしました、鹿屋殿。自分はどうにも燃費が悪いようで、こうして大量に食事をしないと立ち行かないのであります」

「さすがに大量過ぎますよね……」

「それに食事中は、食事の方に集中するようにしているのですよ。食事は自由で救われていなければいけないのであります。食事中に会話をするなど、失礼なのであります」

「食事で会話を中断させるのはオッケーなんだろうか……」

　どうしようもないですよね。

　そういえば、今朝、エリカさんから聞いた話。近所のレストランが続々潰れているというのは、ひょっとしてこの人の仕業だったんだろうか。確かに、コンスタントにこの量を食べるとあれば、レストランの一軒や二軒、潰してしまえるかもしれない。だって明らかにおかしな量だし。

「とにかく鹿屋殿、ご協力感謝致します。共に、あの駄竜めを討ち滅ぼしましょう」

「は、はい」

　この妙な言葉づかいも、ドラゴン的に普通のものなのだろうか。父親の方は、もう言語体系からしておかしかったけれど、娘の方もなかなかにおかしい気がしますね。言動も、何もかもが。

「鹿屋殿が手伝って下さるのであれば千人力。もう駄竜の抹まつ殺さつは決まったようなものでありますな」

「いや、そんなことは……そもそも、僕は何の力もない、ただの神様の使者で」

「いえいえ、ご謙けん遜そんを」

「確かに英雄の皆さんについては詳しいと思いますけど、討ち滅ぼすなんて無理です。そもそも、どうして僕なんですか？　僕の力なんて、何の役にも立たないのでは」

「しかし、確かに書いてあったのでありますよ？」

「へ？」

　書いてあったって、何に？

「『英雄殺し』『最悪の雇こ用よう者しや』『悪逆勇者の末まつ裔えい』『魔王よりも魔王らしき悪』などなど、鹿屋殿の異名は、今や全世界中に鳴り響いているのでありますよ？」

「…………はい？」

　えっと、何のことでしょうか。




「自分はあの駄竜を討ち滅ぼす為に、この世界にやって来たのでありますが。その際に、参考にしたウェブサイトがあるのですよ」

「ウェブサイト、ですか」

「はい。英雄達を抹殺する方法や、過去に英雄を打倒した記録などがまとめられたウェブサイトがありまして。そこを見て、私は英雄の殺し方を学んだのであります」

「ちょ、ちょっと待って下さい。何ですかその、英雄達を抹殺する方法が書かれたウェブサイトっていうのは!!」

　確かに、英雄とはその立場上、様々な敵から恨みを買うこともあるだろう。英雄を物理的にどうにかしたがっている輩やからも多数いるかもしれない。

　しかし、ネット上に、そんな当たり前のように、英雄を抹殺する方法が書かれているなんて、そんなおかしな話はない。

「ノ、ノエミさん、そのウェブサイトのアドレスを教えてもらえませんか!?」

「良いでありますよ」

「ありがとうございます！」

　ノエミさんから教わったアドレスを、手持ちのデバイスに打ち込んでいく。

　数瞬置いて現れた、ウェブサイトのタイトルは。

「え、『英雄抹殺　英雄のぶち殺し方、お教えします』ですって!?」

　黒い背景に赤い太文字という、何だか古くささを感じるウェブサイトだった。突然鳴り始めるおどろおどろしいＢＧＭもまた、妙に懐なつかしい感じだ。

　とにかく、デバイスを操作して、ウェブサイトを見ていくが。

「この英雄って……フダラク荘に住んでいる皆さんのことじゃないですか！」

　ウェブサイト内に存在していた『抹殺対象英雄』という項目、そこには写真付きで英雄達の情報が書かれているが、それは、どう見ても僕がよく知る英雄達の姿だった。

　勇者……エリカさんをはじめとして、魔法少女である諒子さん、変身ヒーローである左文字さん、ドラゴンであるクロさん、作家である円えん乗じよう先生と、僕も良く知っている英雄達についての情報が、事細かに記されている。

　更には、それぞれの英雄の弱点らしき情報までも掲けい載さいされている。諒子さんは饅まん頭じゆう、左文字さんは女子児童、クロさんは酒類、円乗先生は編集者。まるでＴＶゲームの攻略本か何かのように、『この英雄にはこれがオススメ！』なんて書かれている。

「そして、この情報正しいですよね。完全に正解していますよね」

　もう完全に悪ふざけのようにしか見えないが、書かれている情報は確かに間違っていない。こんなに詳細な情報を書ける人物なんて、そうそういない筈。というか、内部の誰かの仕業としか思えない。

　そもそも、英雄の皆さんの写真を撮とられているという時点で、犯人がフダラク荘内部にいることは確実なのだ。更に、英雄を殺そうなどという恨みを持っていると考えると、犯人候補は一人しかいない。

「ああ、次です。次のページでありますよ」

「次？」

　後ろからデバイスを覗のぞいてきたノエミさんの指示に従い、次のページを見る。目に飛び込んで来たのは、『最も危険！　要注意！』と大おお仰ぎように書かれている文字。

　その名前は、鹿屋総一。

「ぶっ!?」

　思わず吹き出してしまう。

　画面に表示された顔写真は、間違いなく僕のもので、照れ臭そうに笑顔を浮かべている。僕がひたすら混乱しているというのに、こいつは何をへらへらしているんですか全く。

　そんな写真に追記するように書かれているのは、先程ノエミさんが言ったような僕の情報で、しかも『英雄殺しの経験あり』なんて大きく書かれているのである。

「…………はぁ」

　今日何度目かの溜め息。

　あいつ、最近は部屋に引ひき籠こもって何かをやっていると思ったら、こんなものを作っていたんですか。もう思い浮かぶのはお仕置きの方法しかないですけど、怒りを押し殺しながら次のページに進み、『管理人の日記』なんていうものを見る。

　どうやら、このウェブサイトの管理人の日々の生活が綴つづられているらしいけれど。


・『今日は庭の掃そう除じを一人でさせられた。許せない』

・『今日は練りに練っていた計画を横取りされた。許せない』

・『今日はテレビを見ていたら怒られた。許せない』

・『今日は意味も無く攻撃された。許せない』



「恨み言ばかりじゃないですか」

　これじゃあ日記というよりも、恨み手帳って感じですけど。

「全くもう……ん？」

　と、恨み言ばかりが続いている日記の中で、一つだけ様子の違うものが存在している。それは、つい数十分前に更新されたと思おぼしき日記で。


・『無事に協力者を得ることが出来そうだ。大空を駆けて、英雄を滅ぼしに行く』



「これは……何だろう」

　文章と共に表示されているのは、まるで空を飛びながら撮影しているかのような写真だった。まさか飛んでいるの？　それに、協力者という言葉も気になる。協力者はノエミさんのことだとして、大空を駆けるっていうのは一体。

「まあ、本人に聞いてみるのが一番早いかな……」

「どうですか鹿屋殿。このサイトの管理人さんは凄いでありますね！」

　僕があのヤロウの顔を思い浮かべていると、背後から、瞳をキラキラ輝かせて話し掛けてくるノエミさんだった。その顔を見ると、妙な罪悪感を覚えてしまう。

「ええ、確かに、よく調べていますね」

「そうでしょう、そうでしょう。私は、このサイトを見て鹿屋殿の協力を仰あおごうと思ったのです。伝説の『英雄殺し』の力を、是非ともお借りしたいのですよ」

「ソウデスネー」

「そう、このウェブサイトの管理人である『グレイト☆ルシファー』さんの力さえ借りれば、もう完かん璧ぺきであります。鹿屋殿の力もお借り出来たことだし、次は『グレイト☆ルシファー』さんにも協力を頼もうと思っております」

「何だその名前……協力を頼むって、何か連絡手段があるんですか？」

「はい。ここに『グレイト☆ルシファー』さんの電話番号が書いてありますし」

「ネットリテラシーの欠片かけらもない!!」

　確かに管理人プロフィールの欄に、個人の電話番号まで書いてあった。もう個人情報はガバガバだ。というかあのヤロウは携けい帯たいを持っていないので、これフダラク荘の電話番号そのままですよね。勝手に使うなよ請せい求きゆうするぞ。

「はあ……分かりました、僕が電話をしてみます」

「そんな、鹿屋殿にそこまでやって頂く訳には」

「いえ、させて下さい。というか、もう掛けました」

　デバイスを通話モードにして、ウェブサイトに書かれていた電話番号を打ち込む。数コールした後、向こうから反応が返って来た。

『はい、こちら魔……じゃなくて、グレイト☆ルシファーよ！』

「…………」

　デバイスから聞こえて来る、大変聞き覚えのある明るい声。

　少しくらいは、自分の正体を隠そうという気はないんでしょうか。瞬間で分かりましたし、もう完全に地声ですけど。

『あら、どうしたの？』

　僕が黙っていることをどう取ったのか、なおもまくしたてて来る声。

『そうね、ワタシに話し掛けるのが畏おそれ多おおくて恥ずかしいのね。まあ、それもしようがないけど、でも安心しなさい。ワタシは、英雄を殺したがっているアナタの味方よ！』

「…………」

『それでアナタは、どの英雄を抹殺したいの？　ワタシがお勧めするのはあのジャージおっぱい勇者だけど。あいつったら、今日も朝から理由もなく襲い掛かって来るし。本当、さっさと殺さないと、こっちの身が持たないっていうか……』

「おいミリアム」

『え？』

　一瞬の沈黙。

『あれ、何だか通話が混線しているみたいだけど、どうしたんだろう。今、すっごく聞き覚えのある、トラウマを掘り起こすような声が混ざったみたいだったんだけど』

「ミリアム、僕ですよ」

『んー、やっぱり混線しているみたい。だって、ワタシが今絶対に聞きたくない奴の声がするもの。あいつにだけは絶対にバレないようにしていたのに』

「混線じゃなくて、僕です。鹿屋総一です。知っているでしょう？」

『…………』

　声が黙った。

　ようやく、自分が置かれている状況を理解したらしい。

　もはや分かり切っていたことではあるけれど、やはり『英雄抹殺』サイトの管理人は、ポンコツ魔王ミリアムだったようです。意外性も何もないですね。

　そうして、長い沈黙の後に聞こえて来るのは、震えた声で。

『……げんざいこのでんわばんごうはつかわれて』

「そのモノマネ、中々上う手まいと思いますけど、もうバレバレですからね。例のウェブサイトもしっかり見ました。僕が言うことは一つだけです……やりやがったな？」

『ひいッ!?』

　そこで、電話は切れた。




「お話は、終わったのでありますか？」

「終わったと言いますか、最初から終わっていたと言いますか……」

「管理人の『グレイト☆ルシファー』殿とは、ウェブ上でやり取りをしたのですが、名前の偉大さもさることながら、自信に溢あふれた、まさに英雄に敵対するものというオーラに満ち溢れた方でありました。あれこそ、私が手本とするべき存在なのであります」

「あんなの、目指さない方が良いと思いますけどね……」

　いや本当に。

「では鹿屋殿、そろそろ行きましょうか！」

「え、何処へ行くんですか」

「それは勿もち論ろん。あの駄竜を殺しに行くのですよ！」

「殺しに行くって……何処にいるのか、分かっているんですか？」

「駄竜が住んでいるアパートの住所なら、前に『グレイト☆ルシファー』さんに教えてもらったでありますよ」

「あの魔王、本当にろくなことをしないな……」

　自分の父親であるクロさんを殺そうとしているノエミさんを、このままフダラク荘に行かせることはとてもまずい。顔を合わせるなり闘いが始まってしまうかもしれない。神様の指令にある、力と力の衝突が発生してしまうかもしれないのだ。

「でも、だからといって……」

　止めようにも、彼女の力は間違いなく英雄に匹敵していて、僕がどうにか出来る相手ではない。そうなると、僕に何とか出来そうなことは。

「……分かりました。アパートへと向かいましょう。僕も一緒に行きますから」

「おお鹿屋殿、ありがとうございます」

　せめて、僕が一緒について行って、ノエミさんの行動を上手いこと逸そらした方が良さそうだ。幸いなことに、フダラク荘とは英雄の休息地。今日もヒマを持て余した英雄達が呑のん気きに過ごしている筈。いざとなったら、流石さすがに誰かが止めてくれるだろう。

「伝説の『英雄殺し』が共に来て下さるのであれば、竜退治もラクショーですな」

「えっと、そんなに期待しないで欲しいんですけど……」

「それでは共に、あの駄竜を打ち破るとしましょう!!」

「あ、はい……」

　不安しかないけれど。それでも、どうにかしないといけない。

　娘に殺されそうになるなんて、きっとそこには深い理由があるのだろう。しかし、どんな理由があろうとも二人の激突は止めなければならない。

　歪ゆがんだ親子関係。

　英雄殺しという、その蛮行。

　急に巻き起こってしまった、おかしな事態を前にして、気持ちが沈みながらも、僕達は廃屋を出て、フダラク荘へと向かったのだった。




　そうして。

「あの、鹿屋殿。これは一体、どういうことでありますか」

「えっと……」

　廃屋を出て、フダラク荘へと向かった僕達。

　途中にあった屋台の類たぐいを全すべて食い尽くす勢いでノエミさんが買い食いをするなど、少し寄り道してしまったけれど。僕達は無事に、フダラク荘へと到着してしまった。

　その、筈だった。

　目的地を前に、ただ茫ぼう然ぜんと立ち尽くす僕とノエミさん。

　それも、無理もないことだ。

　だって、そこには、何もなかったのだから。

　文字通り何もない。むき出しになった土が、ただ一面に広がっているばかり。今朝までそこにあった筈の建物が、ごっそりとなくなっている。

「一体、何が起きたんですか!?」

　単純な話だ。

　フダラク荘が、消えていたのだ。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　20時間　57分　43秒】




【ご主人様、救世ナビゲーション用人工知能アプリ、シーガル・イクサドーラをお呼びでしょうか。ええ、何だか改めて名乗りたかったものでして。ご主人様からお問い合わせ頂いた件ですが、今現在神様の方がちょっと立て込んでいるようで、メッセージだけお預かりしております。『とにかくがんばれ』とのことです。全く困った神様ですよね。ともあれ、世界を救うという使命、どうぞ出来るところまで全うして下さいませ】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






　何度見ても、変わらない光景。消失した、フダラク荘。

　道中、フダラク荘に着かなければいいのに、とか考えていたのは確かですけど、まさか消えているとは思いませんでしたよ。もう十分に驚おどろきましたから、ひょっこり出て来ても良いんですよ？

　出て来ませんでした。

「住所は、確かにここで合っているのでありますが」

「合っていますよ。というか、僕はここで生活しているので、場所を間違える訳がありませんし。確かに、朝出た時には、ここにあった筈なのに！」

「こういうことは良くあるのでありますか？」

「良くあったら困りますよね？　初めてですよ、こんなの!!」

　確かにフダラク荘は、神様謹きん製せいのとんでもない建物だ。

　急にロボットに変形してしまうとか、そんなとんでもない機能が隠されていた可能性も捨て切れない。僕の知らないことばかりだ。だからといって、僕を置いて急に消えなくても良いじゃないですか。僕もロボットに乗せて行って下さいよ！　ああもう、変なことを考えてないで、落ち着かないと!!

　改めて見れば、フダラク荘の敷しき地ちを囲む生いけ垣がきはそのまま残っている。庭木の類も、ちゃんと生えている。しかし、そこから先に建っていた建物部分だけが、ごそっとなくなっているのだ。まるで、そこだけ何者かが持って行ってしまったかのように。

　本当に、途と方ほうに暮れるしかない。

　急にフダラク荘が消えてなくなるなんて、僕の理解を遙はるかに超えている。

「おや、鹿屋殿。あそこに何か残っているようですが」

「え？」

　ノエミさんが指差した先、確かにフダラク荘の跡地に一つだけ、何かが置かれていた。地面にぴったりと張り付くような形なので、すぐには気付かなかったのだ。

　建物の消えてしまった敷地に、取り残されてしまったかのようなそれは、地面と同じような色をした、ダンボールだった。

「……ああ、これは」

「これは、何でありますか？　見たところ、家のない人が仮宿とするような、簡易住居の素材、いわゆるダンボールのように見えますが」

「まあ、そんなものですけどね……」

　正直、あまり外の人にお見せしたくはないものだ。フダラク荘に関わる人間で、こんなダンボールハウスを使う人物は一人しかいない。

　フダラク荘の住人にして、僕がかつて、殺してしまった英雄。僕が『英雄殺し』の異名を拝領する原因となってしまった、その人物。

　伝説の作家にして英雄、円乗綴つづり。

　黒衣に身を包んだその作家は、倒れたダンボールに押し潰されるようにして。

　死んでいた。




「ってやっぱり死んでいるんですね!?」

　半ば予想通りとはいえ、死んでいる姿を見るのは辛つらい。だって死体ですもんね、これって。どうせ生き返るっていうことは分かっているけれど、だからといって慣れたらいけない奴だ。もう結構慣れちゃいましたけど。

「な、これは、まさか……!?」

　円乗先生が死んでいることに、ノエミさんは驚きの表情を浮かべていたけれど。しかし、すぐにこちらに、畏い敬けいの視線を向けて来る。

「ま、まさか『英雄殺し』の偉業を実際に見られるとは、感激であります!!」

「ええ!?　違いますよ、誤解です!!」

「動体視力には自信があったのですが、英雄殺しの瞬間、全く捉とらえられませんでした。流石は鹿屋殿ですな!!」

「いやいやいやいや何もしていませんからね!?」

「これで、自分のやるべきことにも自信が持てました。そう、いくら英雄といえども、死ぬ時は死ぬということが分かったのであります!!」

「そんな自信は持って欲しくないな……それにほら、こうすれば復活しますし！」

　ダンボールハウスの残ざん骸がいを持ち上げ、元の形に戻すと、それを死体と化した円乗先生にかぶせる。そして待つこと一〇秒ほど。

　ごそごそとダンボールが動き始め、そして中から黒髪の女性の声が聞こえる。

「はッ!?　私は一体!?」

「おはようございます、円乗先生」

「おやすみなさい、永遠に」

「死なないで下さい」

　慌あわてて引き留める。極度の引き籠もりで、部屋の外へ出るぐらいなら死んだ方がマシという円乗先生。最近は、ダンボールハウスを駆く使しして移動することで、地下にある自室から外へ出たりするようになった。そこまでするならもうダンボールから出て欲しいんですけど、そうはいかないらしい。

「死にます」

「生きて!!」

「デス」

「アライブ！」

　きっと、ダンボールハウスが何らかの原因で崩ほう壊かいし、そのショックで死んでしまったのだろう。一応生き返ったけれど、かなり精神的にはギリギリな感じです。また死んでしまう前に、聞くべきことは聞いておかないと。

「ちょっと円乗先生、死んでいないで教えてくれますか!?」

「私に、何かを教える資格などありません！　いえ、そもそも、誰とも話したくありません。私は貝になりたい」

「聞いてくれなくても続けますからね。一体、何があったんですか？　フダラク荘は何処に消えたんですか!?」

「何処に消えた？　えっと、一体何を言って……」

　円乗先生は、僕の言葉を聞くと、ダンボールハウスの僅わずかな隙すき間まから外を見て。

「……あれ？」

　そして、自分の周囲には、何もないことを確認してしまった。

　極度の引き籠もりである円乗先生は、自分が引き籠もっている建物がなくなってしまった時、どうなってしまうのか。自分を守る殻から……というか、むしろ自分の世界が根こそぎなくなってしまった時、果たしてどのような反応を見せるのか!!

「死にます。ご愛読ありがとうございました」

　やっぱり死にました。




「落ち着きましたか？」

「落ち着きません。死にます」

「死なないで下さい。お願いですから」

　その後も、何度か円乗先生は死んだ。冗談ではなく死んだ。ようやく話が出来るほどに落ち着いたのはしばらく経ってからだった。一〇〇回は死にましたよ。

「これ以上死んでいないで、いい加減何があったのか教えてくれませんか。僕が帰って来た時には既にこうなっていたので、頼りになるのは円乗先生だけなんですよ」

「何があったのか、と言われましても……」

　円乗先生は、朗々と語り始める。

「そう、あれは我が、鬱うつ々うつたる日々の糧かてとすべく、獰どう猛もうなる邪紋を書き記していた時の事であった……」

「また分かりにくい文語調の話し方を……要するに、小説を書いていたんですね」

「我が力を最大限に高める、我が神殿にて」

「自分の部屋で、ですね」

「だが、不意に神殿が上に引かれるように揺れたかと思うと、世界が一変した。神殿を出た我が目に飛び込んだのは、無が存在する世界だった。其そ処こに在る筈だった我が安あん寧ねいの地は、雲くも霞かすみの如ごとく消え果てていたのだ。そのような光景を目の当たりにした我は……」

「死んだんですね」

「唐突なる死を迎えたのだ……良く分かりましたね」

「分かりますよ、そりゃ。それで結局、死んでいたから分からないってことですか」

　死んでいた人間に、証言を求めるなんて、そりゃ無意味なことでしょうけど。いつも地下に引き籠もっている円乗先生が、珍しく地上に出て来ているのだから、走そう馬ま燈とうか何かででも、手がかりを摑んでいてくれれば良かったのに。

「そもそも、上に引っ張られるように揺れたっていうのは、一体……」

　呟つぶやき、上を見上げる。

　頭上の空は何処までも青く、高く広がっていて。自分の抱えている悩みなんか、このまま忘れてしまいそうになります。忘れたらいけないことだけど。

　しかし、不意に気が付いた。

「……ん？」

　そんな、澄んだ空の一点に、何かがあることに。

「あれは、何でありますか？」

　僕の隣となりにいるノエミさんもまた、同じように空を見上げている。その存在に気が付いたようだ。そのうちに、空に浮かんでいる赤い色の何かは、大きさを増していく。

　いや、違う。大きくなっているのではない。

　こちらに、段々近付いているのだ。

「え？」

　気が付いた時には、既に遅かった。

「ノエミさん!?　避よけて!!」

「はい!?」

「どいてぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ！！！！！」

　空から落ちて来た赤い色の何かは、大きな叫び声を上げながら、勢いを殺すことなく、僕のすぐ隣へ。丁度そこにいた、ノエミさんの直上に着弾したのだった。

　轟ごう音おんが、辺りに鳴り響く。

「うわぁ!?」

　落下の衝撃で、吹き飛ばされた僕だったけれど。すぐ傍にあったダンボールハウスがクッションになってくれたおかげで大事には至らなかった。まあ、その代わりにハウスは崩れてしまったので、中の人の生命は絶望的だと思います。後で必ず生き返らせるので、ちょっと待っていて下さい。

　とにかく、落下して来た物の方が先決だ。ついさっきまでノエミさんが立っていた場所、今はもうもうと噴ふん煙えんが上がっている場所を見る。

「ノ、ノエミさん!?　大丈夫ですか!?」

「全く、もう!!」

　しかし噴煙の中から出て来たのは、赤い瞳に赤い髪のノエミさんではなく。

　赤いジャージを着た、金髪の人物だった。

「ああもう、死にはしないけど、死ぬほど痛かったよ！　どうして私がこんな風に落ちないといけないのかな！　これも全部、この世界に重力って奴があるからいけないんだよ！　まあ重力がない世界とかあんまりないと思うけど！　とにかく、こんな重力に縛られた世界なんて、滅んでしまえばいいんだ！　魂たましいまでも重力に引かれる前に！　むしろ私が粛しゆく清せいしてあげるよ!!」

　たった今、空の上から落ちて来たにもかかわらず、全くの無傷で。

「そもそも、高さという概がい念ねんがあるのもいけないよね！　古いにしえの勇者は、高さなんてない世界で、何というか２Ｄって感じの世界観で頑がん張ばって来たっていうもん！　テレビに映るような平面だったって！　この世界だって、そういう平らな風になればいいのに！　その為にも、この今ある世界は滅ぼしてしまわないと!!」

　姿を見せるなり、大声で逆恨みをまくしたてて来るのは、良く見知った人物だった。

　頭痛を堪こらえながら、聞く。

「……エリカさん？」

「あれ、おかえり、ソーイチ。いつ帰って来たの？」

　多くの世界を救い、多くの世界を渡り歩いて、そして今、この世界にいる、数々の伝説に彩られた英雄の一角。

　かつて憧あこがれた人で。

　そして今、最も、僕を悩ませている人。

　伝説に謳われる偉大なる勇者、エリカ・アシュローズ。今は灰はい咲ざきエリカとも名乗っている、その人である。




　何故空から落ちて来たのか。何故無傷なのか。聞きたいことも聞かなければならないことも山ほどあるけれど、まずは。

「え、エリカさん、エリカさん!!」

「どうしたのソーイチ、そんなに焦あせった顔をして。駄目だよ、いつだって落ち着いていないと。そうじゃなきゃ、世界を粛しゆく々しゆくと滅ぼすことが出来ないんだから。マシーンのように正確に世界を滅ぼさないとね。常識だよ？」

「エリカさん基準の常識はどうでも良いんですよ！　通用しないんですから！　とにかく、そこをどいて下さい!!」

「どけ？　そうやって、私のパーソナルスペースを脅おびやかそうというのかな、ソーイチは。せっかく手に入れた私だけの場所なのに」

「いや、本気で今そういうのは良いですから、だって今エリカさんの下敷きに!!」

「下敷きって、静電気が溜まる奴？」

「そんな小学生男子の遊びみたいなことじゃなくって！　落ちて来たエリカさんの下敷きになっている人がいるんですよ!!　助けないと!!」

　急いでエリカさんを押おし退のけて、落下跡に駆け寄る。

　その地面は、エリカさんが落下して来た衝撃で、クレーター状に抉えぐれていた。一体どんな速度で落ちたら、こんなことになるんですか。隕いん石せきじゃないですか。

　そんな、どうしようもない惨劇の跡から、立ち上がる人影と声。

「ううう、一体何が起こったのでありますか」

「ノエミさん!!」

　良かった、無事だったんだ。

　いや、この状況で無事とか、それはもうエリカさんと並んで双方ともにどうかしていると思いますけど、今は二人とも無事だったことを喜びましょう。

「鹿屋殿、どちらにいるでありますか？　見えないでありますよ」

「……あれ？」

　何か、おかしいような気がする。ノエミさんの声が、先程までと違うような。それに人影も、何だか小さくなっているような。

「はあ、何が起こったのでありますか。急に攻撃されるとは、これも英雄殺しの試練ということ……侮あなどれないでありますなー」

　そう言って、土煙の中から歩み出て来たノエミさんは。

「あの、ノエミ、さん？　どうしたんですか、その、身体は？」

「はい？」

　僕の言葉に反応する声は、僕よりも随ずい分ぶんと低い場所から発せられた。ノエミさんの身長は僕よりも高かったから、その声は常に上から発せられていた筈。

　それなのに、今は違う。その理由は、単純だった。

　威圧するように僕を上から見据えていた、その彼女は、今。

　小さな、子供の姿をしていたのだった。















「……ＷＨＹ？」

　フダラク荘が消えて、空から勇者様が降って来たかと思ったら、大人の女性が子供に変わっていた。もう、立て続けにおかしなことが起こりましたけど、その締めがこれですか。世界って本当に色んなことが起きるんですね。

　小学生低学年ぐらいの姿へと変わってしまったノエミさん。いや、その姿はノエミさんというよりも。

「ノエミ……ちゃん？」

「何でありますか鹿屋殿、その呼び方は」

「だって、どうしても、さん付けで呼ぶには足りないと言いますか、ちゃん付けの方がしっくり来るような気がして」

「足りないとは一体……って、これはぁぁぁぁぁ!?」

　ノエミちゃんは叫んだ。

　自分の身体を、四肢を見下ろして、愕がく然ぜんとした様子で。

「か、身体が、元に戻っているでありますよ!?」

「元に戻っている？　って、元々は子供だったっていうことですか？」

「ち、違うのでありますよ!?　自分は、それはもう大人のレディーでありますし、もう心も身体も大人であります！」

「とてもそうは見えませんけど……」

「そ、それは、鹿屋殿の目がイカレたからであります!!」

　酷ひどいことを言いますねこの子。

「ううううう……」

　ノエミちゃんは、なおも頭を抱えていたけれど。やがて観念したように首を振った。

「こうなってはもう、隠すことは出来ないようでありますね。自分は元々、このような姿なのでありますよ」

「子供、だったんですか？」

「身体は子供、頭脳は子供という奴であります」

「ただの子供じゃないですか」

「こうならないように気を張っていたつもりなのに、不意な攻撃を受けて、元の姿に戻ってしまったのであります。自分もまだまだ未熟。次こそは上空からの攻撃にも対応出来るよう、訓練しておくであります」

「こういうことは中々ないと思いますけど……」

「で、ですが鹿屋殿、こ、子供だと思って、侮らないで欲しいであります!!」

「侮ってはいませんけど……でも、可か愛わいらしいと思いますよ」

「え、そうでありますか？　えへへ照れます……いや違うでありますよ！　嬉うれしくなんてないでありますよ！」

　えっと、本当に、子供なんですね。

　地面にぺたんと腰を下ろし、ノエミちゃんは訥とつ々とつと語り始める。

「こちらの世界に、あの駄竜を殺すという目的でやって来ることを決めて、だけど、子供の肉体のままでは、とても奴に対抗するのは無理であると考えたのであります。相手はあの、天を衝つくほどに巨大なドラゴンなのですから!!」

「いや、まあ……」

「今は小さなトカゲの姿に堕だしてしまっていますが、それでも本来の身体は、途と轍てつもなく大きな存在。真正面からぶつかって勝てる相手ではないのであります」

「常に酔っ払っていますけどね」

「ですから、自分は必死で特訓しました。自分の身体を鍛きたえ上あげて、そうして会え得とくしたのであります。この、自らの身体に宿るドラゴンの血を覚かく醒せいさせて、肉体を一時的に成長させ、力を得るという方法を！」

「そんな力が……」

「その名も竜血覚醒ドラゴニツク・エフエクト。自分の中に流れる忌いまわしい竜の血を、どうにか制御する力。これさえあれば、必ず、あの父親にも届く筈。そうやって得た力をもって、こちらの世界に来た訳でありますが……」

「フダラク荘が、ないんですね」

「予想外であります」

「そりゃそうですよね……」

　こんなの、予想出来る筈もない。

　ノエミちゃんが……もうノエミちゃんって自然に言ってしまいますけど……必死に父親を殺しに来たというのに。父親の住んでいる建物がなくなっているとか、それはしょんぼりしますよね。いや父親を殺すという目的を達成したら駄だ目めですけど。

「ねえねえ、ソーイチ」

　と、背後から、エリカさんの声が掛けられる。

「その女の子は、誰なのかな？」

「ああ、この女の子はですね……」

「ソーイチも、シンタローと同じ世界へ行ってしまったって認識で良いのかな？」

「良くありません！　良くありませんよ！」

　何だか、とんでもない誤解を生みかねないので、早急にエリカさんに説明を行う。ノエミちゃんに出会った経けい緯いと、その目的。そして、新たに発生した災厄について。

　果たして、話を聞いたエリカさんの反応は。

「あっはっは」

　めっちゃ笑ってますよ。

「いや笑わないで下さいよ。というか、何処に笑う要素があったんですか」

「トカゲなのに、家庭が大変なんだなって思って。その辺は人間でもトカゲでも変わらないんだね。だけど、それで一つ合点がいったよ」

「え？　何がですか？」

「クロさんが、今朝からちょっとおかしかった、その理由だよ」

「おかしかった……？」

「だってクロさん、今朝から酒を一滴も飲んでいなかったんだよ？」

「おかしいどころじゃない……!!」

　とんでもないことじゃないですか！

　酸素の代わりにアルコールを摂取して生きているようなクロさんが、全く飲酒をしないだなんて、天変地異の一つや二つ起きてもおかしくない事態ですよ。

「割と酷いことを言うよね」

「だっておかしいじゃないですか。ヤバいですよ」

「まあ、そうだよね。私もそう思ったんだけど、クロさん、頑かたくなにお酒を飲もうとしないんだよ。何だかぶるぶると震えているし、あれって明らかに禁断症状だと思うんだよね。リョーコも気になったみたいで、無理矢理にでも飲ませた方が良いんじゃないかって、そう二人で話していたんだけど」

「イマイチ判断に困る状況ですね……」

「それでもクロさんは、お酒を飲むのを絶対に拒んでいたんだよ。でも、やっぱり、身体に無理が生じていたみたいで、凄く苦しそうにしていたの。それでいよいよ、耐え切れなくなったみたいでさ。顔を青くして、這はうようにしてフダラク荘の外に出たかと思ったら、そのまま巨大化して」

「はい……はい？」

「そして、フダラク荘を飲み込んで」

「ん？」

「大空へと、飛び立っていっちゃったんだよね」

「んんん？」

　ちょっと待って下さい。話が急展開過ぎますよね。何をそんなにさくさく話しているんですか。そんなに簡単に出して良い情報じゃなかったですよね？

「エリカさん!!　もっと詳しく、そして正確に話して下さい!!」

「えー、やだよ。面めん倒どうくさい」

「そこを何とか！」

「それに、話を聞くよりも、実際に見た方が良いんじゃないかな」

　そう言って、エリカさんは天を指差す。

「ほら」

「……はい？」

　訳も分からないまま、僕も上を見る。

　そして、気付いてしまった。

　大空の彼方かなた。この、何でもない平和な世界の、その青空の中に。

　悠々と泳ぐかのように、翼を広げて、舞う影が存在しているのを。

　それこそは、いつか見た巨きよ軀く。

　この広い大空を、まるで我が庭であるかのように、その身体を躍おどらせているのは。

　最強のドラゴン、生きた伝説そのもの、神の如き力を持つ存在。

　英雄、神竜クド＝ロンバルディアの姿だった。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　20時間　39分　55秒】




【ご主人様、順調に進んでおりますか？　申し訳ありませんが、未いまだ神様との連絡は不通となっております。一体何が起こっているのか、シーちゃんにも良く分からないんですけど、こういう時こそ落ち着いて行動すべきですよね。という訳で『上司の目を出し抜く方法』という本をご用意しましたので、お暇な時にお読み下さいませ】










　頭上で展開される、とんでもない光景。

「……どうして」

　ああやって大空を駆けるクロさんの姿を、前にも見たことがある。

　僕が、魔王によって異世界に連れていかれた時。クロさんは元の姿、つまり巨大なドラゴンの姿となって、魔王の軍勢をたちまち蹴け散ちらしていったのである。

　まあ、それも全すべて、個人的な目的を果たす為ためであって、別に僕を助けに来てくれた訳ではなかったんですけどね。あの頃はまだ、英雄の皆さんのやることを、心から信じていましたよね。夢見る少年だった頃ですよ。今じゃすっかりスレてしまった僕です。

「そうそう、あれだよ。フダラク荘を口にして、ああやって空を飛び始めたから、私もいよいよまずいと思って、一足先に脱出したの。そうしたら、思ったよりも高い所まで昇っていたみたいで、えらい勢いで落ちちゃって、本当に大変だったよ。頑がん張ばれば飛べるかと思ったけど、無理だったね」

「また無茶なことを……」

「その気になれば空でも飛べるよ！」

「でも飛べなかったんですよね」

「うん」

　エリカさんがしたのは、飛行ではなくて、ただの墜つい落らくですし。

　さて、当のドラゴン。相当に天高い位置にいるのに、ある程度の大きさをもって地上から視認出来る、という時点で、とんでもないサイズだということが分かる。

　というか、あんなものが空に浮かんでいたら、この世界の人々だってきっと驚おどろくでしょうに。そこのところちゃんと考えているんでしょうか、あのトカゲは。また僕の始末書が増えることになるんですけれど。

「あの駄竜！」

　空を飛んでいるクロさんを見つけて、ノエミちゃんが立ち上がった。赤い視線を大空に向け、手を空へと伸ばす。

「ついに、見つけた……絶対に、殺さないといけない相手!!」

　その叫びには、怒りが籠こもっている。触れれば切れるような、抜身の感情に満みち溢あふれていて、その目め尻じりには涙すら浮かんでいる。

　しかし、相手は遙はるか遠い。地上から触れることなんて、不可能なことだ。

「ふーん、でも、この子がクロさんの娘なんだねー」

「な、何でありますか!?」

　空を見上げる視界を遮さえぎるように、エリカさんはノエミちゃんを見下ろす。

「うん、確かにクロさんに似ている気がするよ。ほら、鼻のところなんてそっくり。ソーイチもそう思うでしょう？」

「トカゲの鼻をじっくり見たことがないので、良く分からないですけど……」

「トカゲの娘なんて、リザードマンだとばかり思っていたから、こんな可か愛わいい女の子だとは思わなかったよ。まあ、リザードマンなら、私は何匹もバラバラにしてきたけど」

「台無しだ……」

「でも、ソーイチ。ちょっとこれ、まずいんじゃないのかな」

「はい？」

　振り返って見たエリカさんの顔は、真剣なものだった。リザードマンがどうとかいう話をするような顔ではない。むしろ、何かを恐れているようにも見える。

「うん、まずいよ、これは」

「な、何がまずいって言うんですか？」

　エリカさんは、声を潜ひそめるようにして、そっと囁ささやく。

「だってさぁ、こんなところで、こんなに小さい女の子が、涙を浮かべて空を見上げているんだよ？　そんなの、見逃すわけがないよね」

「見逃すわけがないって……まさか」

「うん、来るよ」

　エリカさんの声と共に、フダラク荘の跡地に一陣の風が巻き起こる。

　風が止やんだ瞬間、そこには新たなる人影が出現していた。

「なっ!?」

　その人は、世に響く嘆なげきの声を、決して聞き逃すことはなく。邪悪の気配を嗅かぎつけて、必ずそこに現れる。そして、悪を砕かんと、果か敢かんに挑いどんでいく、そんな英雄。

　風に赤いマフラーを靡なびかせながら、ポーズを取っている。

　そうして、ただ一点を、確かに見据えながら。

　彼は、そこに現れた。彼自身の目的を、その運命を、果たす為に。

　流された涙に、応こたえる為に。

　そして彼は、少女に近寄ると、そっと身を屈かがめ、目線を合わせる。伸ばした指で、ゆっくりと、少女の涙を拭ぬぐって。

　太陽のような、朗ほがらかな笑みを浮かべて。

「頼む！　俺の娘になってくれないか!!」

　そんな心底気持ち悪いことを言いながら、土ど下げ座ざしたのだった。




「……ハッ!?」

　しまった、あまりの気持ち悪さに、意識が飛んでいましたよ！

　もう自分の脳のキャパシティを明らかに超えた気持ち悪さだったので、つい!!

　胸の奥に拡ひろがっていく気持ち悪さを堪こらえながら、目の前で起こっている気持ち悪い光景を見つめる。見たくないのに、見るしかない。

　今、僕の目の前でノエミちゃんに向かって土下座をしているのは、確かに僕の知っている英雄。

　左さ文もん字じ真しん太た郎ろう。

　正義の変身ヒーロー、仮面戦士プリズナーとして戦い続けて来た、英雄だ。

　悪の怪人とか、悪の帝国とかを倒し続けてここまで来た彼の功績に関しては、何も疑うべくもない。その、英雄としての偉い業ぎように、一点の曇くもりもない。

　ただ、今現在やっていることが、どうにも変質者めいているというだけで。幼女を追い回すという、大変気持ち悪いことになっているだけで。

　本人の言い分からすれば、『俺は子供達の、特に小学校低学年の女児の未来を守ろうとしているだけだ!!』という感じで、実際そこには一切の邪念がないんでしょうけど、ただやっていることが致命的です。現に、そのことが原因で、今朝も僕は警けい察さつ署しよに呼ばれたんですよ。英雄が警察に捕まるとか、完全にアウトじゃないですか。

「ほら、出て来たでしょう？」

「そんな虫みたいな言い方をしないで下さいよ、エリカさん」

「でも、出て来るって、ソーイチも分かっていたよね？　あんな年齢の女の子が泣いているんだから、そりゃ出るに決まっているよ。世界の何ど処こにいたとしても、きっとすぐに嗅ぎつけて出て来るよ。一匹見たら三〇匹って言うもんね」

「ですから、そんな虫みたいな言い方は止めて下さいって」

　とにかく、現れたのは極上の変質者である左文字さんだった。僕がノエミさんにさらわれて以降、何をしていたのかは分からなかったけれど、ここにこうして現れて。

「頼む！　君に俺の娘になって欲しいんだ！」

　そんな、気持ちの悪いことを言っているのだ。

「何も難しいことはない！　ただ、俺の娘になってくれればそれだけで良いんだ！　戸こ籍せきがどうとか言うつもりはない、精神的に俺の娘であってくれれば構わないから!!」

「…………」

「いきなりこんなことを言われて戸惑うのは分かる。だが、俺にとっても、これは千せん載ざい一いち遇ぐうの出会いなんだ！　この機を決して逃したくはない！　だから頼む！　お願いだから、俺の娘になってくれ!!」

　目の前で、謎なぞの変質者が土下座しているという、世紀末めいた光景に巻き込まれたノエミちゃん。混乱を通り越して、完全に茫ぼう然ぜん自失といった感じだった。

　先程までは父親に対する戦意に満ち溢れていた赤い瞳ひとみは、ガラス玉のようになっている。その目は最早、光を映していなかった。まあ当然の結果です。こんな変質者が急に現れたら、そんな目をする以外にありませんよね。

　まだ左文字さんの変質者っぷりに耐性の出来ている……いや決して慣れたくないですけど……僕達ならばともかく、初見の人間にこれはきついだろう。完全に毒物ですよこれ。精神的に有害です。

　だから、助け舟を出すことにする。

「……あ、あの、左文字さん？」

「やあ少年、元気にしているかい？」

「はい、おかげさまで」

　左文字さんは顔を上げ、レモン一〇〇個分の笑顔を返してくれる。こんな状況でもいつものように反応している時点で、危険度が跳ね上がりましたよ。つまり自分の言動に何も疑問を抱いていないっていうことなので。

「どうしたんだ、そんな顔をして。まるで、悪の怪人にでも出会ってしまったかのような、そんな顔をしているぞ」

「まるでというか……」

　目の前にいますよ、怪人。

　この人、怪人を退たい治じする側だった筈はずなのに、どんな怪人よりもヤバいですよね？

「あの、左文字さん、ちょっと落ち着いて深呼吸でもして下さい。なんだったら、このまま北の方に旅に出てくれても構いません。休きゆう暇かの申しん請せいは僕の方でしておきますから」

「はっはっは、少年は冗談が上う手まいな」

「冗談じゃないし……あの、左文字さん。率直に言いますけど、ちょっと言動が怪しいので、ノエミちゃんから離れて下さい。悪影響を及ぼしています」

「ほう、ノエミちゃんというのか。良い名前だ」

「名前も知らずに、娘になれなんて言ったんですか？　正気ですか？」

「いや、少年、誤解して欲しくはないのだが」

「誤解っていうか、限りなく正確に事態を把は握あくしているつもりですけど」

「少年、君は、俺を疑っているな？　初めて出会った少女に、いきなり娘になってくれと言い出すなんて、明らかな危険人物だと、そう考えているな？」

「はい」

　大きく頷うなずいた。

　一片の疑いもなく、頷いた。

「ふむ、やはり誤解しているようだから、ちゃんと言っておこう。俺は何も、生なま半はん可かな気持ちで、娘になってくれと言っているのではない！」

「むしろ生半可な気持ちで言って欲しかったですよ。そんなこと、本気で言う方がどうかしてますもん」

「俺は本気なんだよ」

「頼むから冗談で言って下さいよ」

「冗談じゃないさ。そうだな、俺は、常日頃から子供達を見守っている。そのことは、少年も知っているな？」

「そうですね、そのせいで警察の人と知り合いになったり、警察署への道順に詳しくなったりと、余計な知識ばかりが増えていますけど」

「その使命に、一切の手抜きはなかったさ。本気で、子供達を見守っていたんだ。しかし今日、ついに、彼女と出会うことが出来た。一目見た瞬間に分かったんだ。まさに電撃が走ったかのようだった。俺は、はっきりと理解し、認識したんだよ。そう、彼女こそが、俺の娘にしたいと心から思える女の子だと!!」

「死ねばいいのに」

　しかし左文字さんは、つい飛び出してしまった僕の言葉など聞こえていないようで、話を続ける。その口ぶりは、次第に熱を帯びて来て。

「そう、俺は決してやましい気持ちで言っているのではないんだ。子供という存在は必ず守らないといけないものだ。俺は、子供達の笑顔を守る為に、ここまで戦って来た。決して楽な道のりではなかったが、それでも俺の戦っている背後に、子供達がいるのなら、自分の命など惜しくはなかった。何処までも、戦い続けることが出来たさ。そうやって、俺は沢山の子供達の笑顔に包まれて戦って来たんだが、ある日気付いたんだ。俺を慕したってくれるのは、少年達ばかり。まあ、俺も少年の頃は、そんなヒーローに憧あこがれたものだからな、その気持ちは良く分かる。だが、そうやって少年の笑顔を向けられている時に、ふと思ったんだ。こうして少年の笑顔を守ったのなら、今度は、少女達の笑顔も、守るべきではないかと。そう気付いた瞬間、俺の新しい人生は始まった。そう、ここからの人生は、少女達の未来を守ることに費ついやそうと覚悟を決めた。そうと決まれば、後は駆け抜けるだけだ。ここまで、そうやって来たように、今度は少女を守るんだ。だから、少女達の笑顔が見られれば、それで俺は満足なんだ。少女は、等しく貴いもので、そこに何の違いもありはしない。だが、今の俺は、ついに出会ってしまった。運命に、出会ってしまったんだ。この俺が、その存在、その未来の全てを守りたいと、そう確信出来る少女に！　それこそが、彼女だ。俺を見つめる赤い瞳は、まるでルビーのよう。その整った顔立ちは、ミロのビーナスすらも凌りよう駕がする。存在自体が、あらゆる生命体の中でも抜きん出ているんだよ。俺が、自分の娘にしたいと、そう思える彼女こそが、俺にとっての光なんだ!!」

「長々と仰おつしやっていましたけど、それが娑しや婆ばでの最後の言葉でいいんですね？」

　何だか、とんでもなく気持ちの悪い文言が聞こえていたような気はしたんですけど、脳の方で勝手に理解を拒んだようで、意味が分かりませんでした。

　しかし、左文字さんは一人で盛り上がり続けている。

「そうと決まれば、後は駆け抜けるのみ!!」

「崖がけにでも向かって駆けて欲しい」

「だから今は、奴らに捕まる訳にはいかない！　そう、俺はついにこの運命の娘と出会ったんだ！　俺の理想を解しない奴に構っている場合ではない、この少女が俺の娘になってくれるまで、決して止まる訳にはいかないんだ!!」

「心しん臓ぞうが止まればいいのに」

「そうとも!!」

　そこで、左文字さん……もうさん付けするのもちょっと抵抗を感じるんですけど、左文字さんは大きく手を広げた。

「俺は、命を燃やしてみせる！　俺の、偉い大だいなる計画の為に!!」

「計画？」

「そうさ、俺の遠大な計画！　俺の娘になって欲しいと思える、一二人の少女達を集めて、最強のファミリーをつくることさ！　最高の娘達の父親になることで、神の座へと至る、それこそが俺の『恐るべき娘達計画マジエステイツクドーターズ』!!　その為ならば、俺はこの身を捧ささげよう！　計画の為ならば、この身体からだ、燃え尽きたって構わない！　たとえ火の中水の中、土の中雲の中にでも、辿たどり着ついてやるとも!!」

「分かりました。通報します」












　僕の中で、いよいよ限界が来ました。

　自然に、手がデバイスへと伸びる。

　もう、この人はダメですよ。ポリスメンの皆さんに連れて行ってもらい、少し長い休暇に入ってもらうべき案件です。ひょっとしたらポリスじゃなくてジェイルになるかもしれないけれど。それが、世界にとって正しい選択なのだろう。

　デバイスの通話機能を呼び出し、三つの数字をテンポ良く押そうとして。

「待つであります！」

　しかし直前で、空気を断ち割るような鋭さと共に。新たな声が、割って入った。




「ノエミちゃん？」

　デバイスの操作を止め、声のした方を見ると、ノエミちゃんが立ち上がり、左文字さんを、熱の籠もった視線で見つめていた。さっきまでフリーズしていたとは思えない、真剣な表情で。

　変質者の出現で活動を停止していた筈なのに、どうしてここで復帰したのか。

　だって、まだ変質者は目の前にいて、気持ち悪い宣言を続けているんですよ？　もうちょっとの間、意識を失っていた方が精神的に良いんじゃないですか？

　しかし、ノエミちゃんは、確実に正気に戻っていた。

　それどころか、何かを成なし遂とげようとする、意思に満ちている目で。

「あなたは、本当に、何でも、してくれるでありますか？」

「無論だ!!」

「本当に何でも、ですか？」

「当然だ！　大事な娘の言うことならば、何でも聞くとも!!」

「そうでありますか」

　一切躊躇ためらうことをしない左文字さんの返答に、ノエミちゃんは顔を伏せ、しばらく何かを思案していたかと思うと。

「……え？」

　一瞬、妙な反応が見えた。

　ノエミちゃんは、おかしな笑みを浮かべている。

　まるで、獲え物ものが罠わなに掛かったことを確認したかのような、そんな笑み。今の彼女の身体には似つかわしくない、そんな異様な笑みで。

「それでは、お願いがあるであります」

「何でも言いなさい、我が娘よ！　この俺が、どんな願いであろうとも、必ず叶かなえてみせるからな！　娘の言うことを守らないようでは、父親失格だからな!!」

「はいであります！」

　左文字さんの言葉に、ノエミちゃんは僅わずかに顔を歪ゆがめて、天を指差した。

　僕が、止める間もなく。彼女は簡かん潔けつに、自分の願いを告げる。

　決して叶えてはならない、そんな歪んだ願いを。

「あの、空にいる、憎きドラゴンを……殺して下さい」




【災厄が訪れるまで　あと　６日　20時間　01分　29秒】




「任せろ我が娘よ!!」

「ちょっとは躊躇ったりしろよ、この変質者!!」

　ノエミちゃんが言い出した、とんでもない願いに対して、まさかの即答ですよ。全力で頷いている左文字の野郎に、敬語も忘れて全力でツッコミを入れる。

「正気に戻れ!!」

「俺は正気だ！」

「だったらもうちょっと、何かこう、あるでしょう!?　よりにもよって、同じフダラク荘に住むクロさんを殺せって言われたんですよ!?」

「それはそうだが、娘の頼みだから仕方がないじゃないか」

「愛は盲目!!」

「ああ、確かに、少年の懸け念ねんも分かるさ」

「分かってないですよね。分かってないですよね!?」

「彼は確かに俺の盟友で、ずっと一緒に暮らして来た仲間だ。戦友と言ってもいい。だがそれも、娘からのお願いとあれば、聞かざるを得ないじゃないか。むしろ、娘のお願いを前にしては、あんなのただの爬は虫ちゆう類るいにしか見えないな。だから、俺は涙を呑のんで、あのドラゴンを討とう!!」

「このダメ人間!!」

「それでは、早速向かうとしようじゃないか。あの憎きドラゴンを討つ為に!!」

「聞けよ!!」

　ああもう、このダメ人間、本気でどうかしていますよ！

　眩め暈まいで倒れそうになっている僕の前で、クロさん抹まつ殺さつ計画は着々と進んで行く。ノエミちゃんもこの機を逃のがす気はないのだろう、にっこり笑顔で左文字さんの手に摑つかまっている。ああもう、小さな子供のくせに、とんだ悪女ですよ。親の顔が見てみたい。

「それじゃあ……早速ですけど、あの父……じゃなくて駄竜の元に、向かって欲しいのでありますが」

「では行こう。お父さんにしっかり摑まっていなさい、我が娘よ！」

「分かったであります、お父さん!!」

「はっはっは、任せろ我が娘よ!!」

　娘にお願いをされて、しかもお父さんと呼ばれたことで、左文字さんのテンションはかつてない程に高まっているらしい。テンションが上がり過ぎて爆発すればいいのに。

　左文字さんは、レモン一億個相当の笑顔のままで腰に手を当てると、そこにベルトが出現した。そこから手を大きく掲かかげて、変身のポーズを取り。

　高らかに、叫ぶ。

「変ッ身!!　仮面戦士プリズナー!!」

　次の瞬間、その全身は青い装そう甲こうに包まれていた。

　まるで青い甲かつ冑ちゆうを着込んだかのようなその姿こそ、左文字さんの変身形態。仮面戦士プリズナーの姿である。

　多くの敵を倒し、悪の跋ばつ扈こを防ぎ、採石場で大暴れして、数多あまたの英雄の伝説を打ち立てて来た、まさに戦闘の為のフォーム。こんな状況でなければ、僕ももうちょっと喜んでいられたかもしれません。

　僅かに籠もった声が、仮面の奥から響く。

「では、我が娘よ、行くぞ！」

「はい！　お父さん！」

　ノエミちゃんを抱きかかえると、左文字さん……仮面戦士プリズナーは、大きく腰を落とした。何だか分からないけど、とんでもなく嫌な予感がします。

「ちょ、ちょっと待って下さい!!」

　だから、慌あわてて僕も、左文字さんの背中に飛びつく。

「あ、ソーイチが行くなら私も!!」

　エリカさんも大きく手を広げて、僕の背中に抱き付く。そうして、四人分の体重が掛かっているにもかかわらず、仮面戦士プリズナーの動きは一切鈍にぶることはなく。

「俺の活かつ躍やく、しかと見届けるがいい。とぉッ!!」

　僕とエリカさんと、ノエミちゃんを乗せたままで。

　仮面戦士プリズナーは気合一いつ閃せん、大地を蹴って、大きく跳ちよう躍やくした。

　ただ、それだけで。

　次の瞬間、僕達は、遙か大空にいた。




「……へ？」

　一気に、身体を持って行かれるような感覚の後で。

　僕達は、天空にまで到達していた。

　びゅんびゅんと耳元を通り過ぎていく風の音。

　視界に映るのは、ひたすらに広がる青色。恐る恐る眼下を見れば、白い雲の合間から、ジオラマのように広がる、元もと紘ひろ町ちようの風景……いや、もう元紘町という段階ではなく、もっと広範囲、元紘町の周辺や、近隣の都市までもが見える。

「そん、な……」

　これが仮面戦士プリズナーの、類たぐい稀まれなる跳躍力。

　ただ一飛びで、僕達を遙か高空へと運ぶ程の力。もう本当に、こんな状況でなければ、心から感動出来たんでしょうに!!

「我が娘よ、怖くないか？」

「あ、はい、自分は大丈夫であります！　さすがはお父さんでありますな!!」

「そうだろうそうだろう!!」

「さすがは私のお父さんであります！」

「そうだろうそうだろう!!」

　変質者ったら、こんな調子なんですよ。

「ねえ、ソーイチ。さっきクロさんから落ちた時に考えた、この高度から落ちながら地面にパンチを繰くり出だして世界を滅ぼすという計画が、今なら実行出来そうだよ」

「エリカさん、今だけはちょっと控ひかえてもらえますか!?」

「今しかない気がするんだよ」

「これ以上問題を増やさないで欲しいので!!」

　僕の背中で不ふ穏おんなことを呟つぶやくエリカさん。エリカさんの力を制御する首輪『デモンズシール』の力は効いている筈だから、下手なことは出来ないとは思うけれど、気を付けておかないといけない。

「今は本当に、大変な時なので、ちょっと落ち着いていて頂けますか」

「そう？　ソーイチがそこまで言うなら、然しかるべき時が訪れるまで待つことにするよ」

「そんな時は絶対に来ないで欲しいな……」

「案外、すぐ来るかもしれないよ？」

「不穏なことを言うのも止めて下さい」

　というか。

「そろそろ、腕が痺しびれて……」

　腕の力だけで左文字さんにしがみ付いている今の状況、手を放せば、そのまま地面に向けて真っ逆さまだ。正直、この状態から、左文字さんが次に何をするのかが全く分からない。勢いで飛びついてしまった僕が悪いんですけど、本当にどうなるんですか!?

　助けを求めるように、左文字さんに視線を向ければ、仮面に包まれた左文字さんの赤い目は、あらぬ方向を見つめていた。先程までのふざけた様子はない、真剣なもの。

「ふん、来たな」

「え？」

　僕達の上に、影が差した。

　ここは空の果て。あらゆる生物が生存を許されないだろう極地、遙か空の彼方かなただ。こんな場所において、影になるようなものなんて、そうそうある筈もない。

　だから、それは、そもそも僕達が目指していた相手に決まっている。

「うわー」

　エリカさんが、絶句していた。

　そちらを向いて、しかし視界には、何も映らなかった。

　否、視界全てがそれで埋まっていたからこそ、見えなかったのだ。

　何もかもを食い尽くそうとする、巨大な口。

　世界ごと飲み込んでしまいそうなその口が、僕達に向けて、威い嚇かくをするかのように広げられている。

　クド＝ロンバルディア。

　伝説の英雄、最大のドラゴンが、現れたのだ。




「……ひ」

　思わず、息を呑んでしまう。

　クロさんのことを、ただのトカゲではないと、本当は巨大なドラゴンだと、そう知っていた筈だ。それなのに、こうしていざ目の前に現れると、その大きさがあまりにも並外れていることが、改めて分かる。これは、人間が挑んで良い存在じゃない。あらゆる生物の中でも最大にして最強、そんな桁けた外はずれの存在なのだから。

　僕達はただのエサでしかないと、そう思ってしまう。

「甘いな!!」

　そんな致命的な光景に対して、しかし一切怯ひるむことのない叫びが、空に轟とどろく。

　それこそは仮面戦士プリズナー、左文字真太郎。大切な娘を求めて荒野を彷徨さまよう、仮面の変質者。

「来たな、我が娘の敵！　確かにお前は戦友、ここまで共にフダラク荘で暮らして来た仲だ！　しかし、こうして俺と娘の前に立たち塞ふさがるなら容よう赦しやはしない！　この蹴りで、必ずお前を倒してみせよう！　何な故ぜなら、それこそが、我が娘の願いなのだから!!」

　いや、そのでかいのが、娘の父親ですよね？

　お前は単なる通りすがりの変質者ですよね？

　しかし左文字さんの勢いは止まることがない。

　迫り来るドラゴンをキッと睨にらんだかと思うと、何やらポーズを取る。

「ま、まさか!!　それは!!」

　あれこそは、仮面戦士プリズナーの必殺技！　映像ディスクで見た奴と同じだ！

　敵を原子レベルにまで分解するという、ここまで数々の戦闘員やら怪人やら総そう統とうやらを葬ほうむって来た、必殺のキック!!

　左文字さんは、本気でクロさんを滅ぼそうとしているのだ！　仮面戦士プリズナーが一旦技の体勢を取った以上、敵に許されるのはしめやかに爆発四散することのみ!!

　ただし。

　ここは遙かな空中。踏ん張れるような足場など、何処にもなくて。ついでに、三人分の体重を負っているので。

　その状態で、キックなんて、放てる筈もなく。

「あ」

　左文字さんは、がくんと姿勢を崩くずしてしまい。

　言葉を発する暇いとまも与えられないままに。

　最後に見るのは、あまりにも巨大な口。

　左文字さんと、そして僕達は為す術すべもなく、そのまま巨大なドラゴンの口に、飲み込まれたのだった。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　19時間　45分　43秒】




【ご主人様、ちょっとここで残念なお知らせがあります。シーちゃん、実は家庭の事情で、ちょっとお暇を戴いただきたく存じます。ええ、アプリに家族がいるのかよ！　というご主人様のツッコミが聞こえて来るようですが、アプリといえどもシーちゃんはシーちゃん、女心は複雑なのですよ。という訳で何なに卒とぞご理解下さいませ】





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「……うーん」

　目を醒さます。どうやら、またもや気を失っていたらしい。

　ただ、僕もいよいよ気絶することに慣れ始めているので、自分が気絶する前の状況はよく覚えている。

　僕達は、フダラク荘がなくなった後で、左文字さんに摑まって空中に飛び上がり、そこでクロさんによって飲み込まれてしまったのだ。

「うわぁ……」

　改めて思い出すと、酷ひどい結果ですよね。ダメ人間の相乗効果でとんでもないことになってしまっている。

　というか、ドラゴンに飲み込まれたって、それはもう普通に死ぬ案件じゃないんでしょうか。そうなると、僕がいるのは天国なのかもしれない。ほら、何だか、心地よい柔らかさに包まれているような気がしますし。

「んっ」

「うぇ!?」

　天国だったらまずいと、急いで立ち上がる為に手に力を入れたところ、返って来たのは艶つややかな声と、そしてやけに弾力のある柔らかさだった。この声、この温度、この感触には、覚えがある……って、何でこの感触を鮮明に覚えているんですか僕は!!

　慌てて跳ね起き、恐る恐る後ろを見ると。

「むー」

「ああ、やっぱり……」

　案の定、そこではエリカさんが、倒れ込んだ体勢のままで僕を睨みつけていた。

　僕はどうやら、エリカさんの上に倒れていたらしいです。そして、お約束のように、その胸を鷲わし摑づかみしてしまったということです。

「スケベ」

「ごめんなさい!!」

「エッチスケベトーヘンボク」

「申し訳ありません!!」

「だからソーイチは信用ならないんだよ。隙すきあらば、私の豊満な胸を揉もみしだこうとするんだもん。もう、そういう星の下に生まれているんじゃないかってくらいに」

「お許し下さい!!」

「こんなこと続けていたら、その内シンタローみたいに警察のお世せ話わになるんだから」

「すいませんでした!!」

　その場で土下座する。何だか妙な温かさのある地面だけど、そんなことには構っていられない。額ひたいをこすりつけて、謝罪の意を表明します。とにかく謝っておけば後は何とかなるって、デバイスに勧められて読んだ『闇やみ虎とら奮ぶる』という本で勉強しましたよ。それは男として間違った方法だとも思いますけど。

「全くもう、困っちゃうよ。そろそろソーイチは、私に誠意ってものを見せる必要があると思うんだよね。私の胸だって、いつまでもあると思ってもらったら困るんだよ。減るものなんだから」

「減るんですか……？」

「あの魔王なんて、もう減り過ぎて、壁かべみたいになっているよね」

「アレは別に減ったんじゃないと思いますけど……」

　元々あんなもんだったんじゃないでしょうか。知りませんけど。

「ついこの間も、廊ろう下かでぶつかっちゃった時に『何でこんな所に壁があるの？』とかいうベタなボケをしたら、魔王がまあ本気で怒り出してね。そのまま襲おそい掛かかって来るかと思ったけど、泣きながら逃げ出しちゃって」

「かわいそうに……」

「まあ勇者からは逃げられないし、追いかけてバックアタックを仕掛けてやったけど。ついでに倒れた魔王に『何でこんな所に床があるの？』ってかましてやったよ」

「本気でかわいそうに……」

　とにかく、エリカさんの怒りは去ったようなので、起き上がって周囲を確認する。

　僕達のいるここは、洞どう窟くつのような場所だった。

　デバイスで照らさなければ遠くが見えない程に暗い。空気が蒸むしているというか、気温がやけに高いような気もする。あまり長い時間居続けたくないような、そんな場所。

　少なくとも天国ではないようだけど。じゃあ、ひょっとして、地じ獄ごくなんでしょうか。僕ってそんなに悪いことしましたっけ。

「エリカさん、ここは一体……？」

「クロさんの中だよ」

「クロさんの中!?」

「早めに気付いて良かったよ。このままのんびりしていたら、胃の方に流されていたかもしれないから」

「胃の方って……危なくないですか」

「ドラゴンの胃液とか、とびっきり酸性が強そうだもんね。クロさんのことだから、胃液までアルコールになっているかもだけど」

「想像したくもないですね、そんなの……」

「まあ、正確な場所は分からないよ。だから、もうとっくに私達は流されちゃった後で、胃とか腸とかを通過済みなのかもしれないけどね」

「それは何というか、あんまり考えたくないことですね……」

　このままここでじっとしていたら、どんな目に遭あうか分からない。だから、とりあえず安心出来る場所に……そんな場所が体内にあるのなら……移動したいところだけど。

「何処か安全な場所があると良いんですけど」

「それなら、私について来てよ」

　エリカさんがさっと手を振ると、その手の中に一本の杖つえが出現した。その先端に付いている宝石に、魔法の力によるものと思おぼしき火が灯ともる。

「ほうら、明るくなったでしょう？」

「……あの、それって、伝説の武器の一つですよね？　勇者の振るった伝説の杖、万軍を焼き尽くすと言われた一品なのでは？　多分ですけど、こうやって灯りに使うようなものじゃないですよね？」

「確かに伝説の杖だけど、たまにはこうやって虫干ししてやらないと、腐くさっちゃうかもしれないからね」

「腐るんですか!?」

「世の中に腐らないものなんてあんまりないよ」

「いや、結構あると思いますけどね……」

「この杖は、周囲のエネルギーを吸い込む機能があるんだよ。まあ、そんな機能はあんまり使わないけど、でも灯りとして役立てば杖も本望だよね」

「絶対に不満を持っていると思いますけど……」

　まあ、それでも、杖の灯りのおかげで、周囲の様子をよりはっきりと確認することが出来るようになった。といっても、クロさんの身体の中とか、あんまりまじまじと見たいものじゃないですけど。

　エリカさんが、歩きながらゆっくりと灯りを動かしていくと。

「あ、あった、あった」

「え？」

「これを探していたんだよね、ソーイチは」

「探していたって……まさか」

　エリカさんの方に駆け寄って、灯りに照らされたものを見る。

　洞窟めいた体内の一角に、堂々と鎮ちん座ざしているそれは、確かに僕が探していた、木造二階建ての見慣れた建物。

「……フダラク荘だ」

　クロさんの身体の中にもかかわらず、当たり前のように建っている、お馴な染じみの建物の姿だった。




「お、お邪じや魔ましまーす」

「どうしたの？　そんな他人行ぎよう儀ぎに」

「いや、だって、こんな所にあるんですよ？」

　おっかなびっくり、玄げん関かんの戸に手を掛けて、フダラク荘の内部にそっと入る。

　普段、日常的に出入りしているフダラク荘だけど、こんな場所に建っているとあっては、どうにも不ぶ気き味みなものとしか映らない。だから、慎しん重ちように、忍び足で中に歩を進める。

「ば、化け物とかゾンビとか、出てきませんよね？　大丈夫ですよね？」

「そんなに不安にならなくても良いと思うんだけど」

「エリカさんはちょっと適当過ぎると思います……」

　そもそもクロさんの体内なんて、全くもって未知の場所だ。独自の生態系が構築されていたっておかしくないですよ。

　とはいえ、勝手知ったるフダラク荘。幸さいわいなことに、内部の様子は特に変わっていないようだ。だから、いつものように、壁にある電気のスイッチを入れて。

「あら、お帰りなさい、遅かったわね」

　目の前で、何食わぬ顔でいる饅まん頭じゆうの存在に、ずっこけそうになった。

「な、何をしているんですか、諒りよう子こさん」

「見て分からないの？　お饅頭を食べているのよ」

「そりゃ分かっていますよ！　毎日のように見続けて来た光景だから、もう嫌という程分かっていますよ!!　僕が言いたいのは、クロさんに飲み込まれたフダラク荘で呑のん気きに饅頭を食べているなんて、あんたは正気ですかってことですよ!!」

「当たり前じゃない。私はいつだって正気よ」

「ああ、そうでしたね。どんな時でも饅頭のことばかり考えて、それ以外はどうでも良い感じなのが、諒子さんですもんね」

「良く分かっているじゃない」

「分かりますよ、いい加か減げん……」

　追及を諦あきらめて、リビングのソファに腰を下ろす。

　テーブルの上で、饅頭を一心不乱に食べている、饅頭。

　その正体は、このフダラク荘に住まう英雄の一角。その、卓越した魔法の才能をもって、悪を葬って来た魔法少女アクセル☆ダウナー。何の因いん果がか、今では饅頭の姿になって、毎日饅頭を食べまくっている、調しらべ諒子さんだった。

　この人……人じゃないけど……のことだから、フダラク荘がクロさんに呑まれるという異常な状況下でも、特に気にすることなく、饅頭を頂いていたのだろう。実に太い神経をしていると思います。饅頭に神経とかないですけど。

「っていうか、諒子さんは今の状況について分かっているんですか？」

「分かっているわよ。クロさんが急に暴れ出して、巨大化して、フダラク荘を飲み込んだのよね？」

「ついでに空を飛びましたよ。そこまで分かって、どうして平然としているんですか」

「別に私は、饅頭があればそれで良いもの」

「ですよね……」

　この饅頭に聞いたのが間違いだった。

　もう半ば諦めに近い気持ちで、ソファに体重を預ける。

　こうして見ると、いつも通りのフダラク荘だ。普通に電気も通っているし水道も問題なしということらしい。このまま何の不自由もなく生活出来そうだ。

　リビングの隅では、この間からフダラク荘で飼い始めたペットのポチが、すぴすぴと眠っている。良く分からない形をしているけれど、ちゃんとしたペットだ。その様子も特に普段とは変わらない。

　ここは本当に、いつも通りのフダラク荘で。

　ただ、場所はドラゴンの体内なんですよね。

「まあ確かに、新しい饅頭を買いに行くのは、ちょっと手間が掛かりそうなのよね。瞬間移動の魔法とか使わないといけないから」

「そんな便利な魔法があるなら、今すぐにフダラク荘を外に出して下さいよ」

「大き過ぎて無理よ。饅頭くらいの大きさのものしか運べないもの」

「役に立ちませんね！」

「頑張って、人間一人ってところね。しかも、饅頭一〇〇個分のカロリーを消費するから、一人運んだだけで魔力が赤字になるのよ。という訳で、魔法では無理」

「そうですか……」

　饅頭を貪むさぼっている諒子さんの姿を見ていると、こちらも落ち着いて来た。饅頭がこうしてのんびりしているんだから、僕もいい加減落ち着くべきだろう。そろそろ話を進めなくては。

「って、そういえば、あの二人はここに来てないんですか」

「あら、二人って誰のこと？」

「ああ、それは……」

　ここにいない二人、左文字さんとノエミちゃんのことについて説明する。

　特にノエミちゃんは、自分の父親であるクロさんを殺そうとしているので、放ほうってはおけない。いや、その殺そうとしているドラゴンの体内にいるっていうのは、本人的にはどんな気持ちなんでしょうかね。

　僕の話を聞くと、諒子さんは何事か考え込むような様子を見せた。

「クロさんの娘が来ているとはね。成なる程ほど、そういうことだったの」

「あの、何かご存じなら教えて下さい。クロさんが狙ねらわれているんですよ。まあ、狙われているっていうか、当のクロさんに飲み込まれた恐れがあるんですけど」

「でも、真太郎が一緒にいるのよね？　その子のことを自分の娘にしようって言うのなら、それこそ命に代えても守ろうとするでしょう？　それならまあ、大丈夫だと思うわよ」

「いや、あれは変質者ですよ？　しかも今回は特に気持ち悪い奴で」

「命までは取られないわよ」

「結構死にそうになるレベルの気持ち悪さなんですけど……」

　あの気持ち悪さを直接体験していないから、気楽なことが言えるんだと思う。

　とにかく、このままフダラク荘でのんびりしている訳にもいかない。いつまでもクロさんの中にいるのも、あまり良くないだろう。木造二階建てアパートが体内に残っているとか、絶対健康に悪いですよね。結石とかいうレベルの存在感じゃないし。

「どうにかして、ここから脱出することは出来ないんでしょうか」

　溜ため息いき交じりの、僕の言葉に。

「え、ソーイチってば脱出したいの？　出来るよ？」

　エリカさんは、あっさりと答える。




　しばらく、エリカさんの言葉を自分の脳内で反はん芻すうして。

「だ、脱出出来るんですか!?」

「出来るよ、うん」

　そういうことは早く言ってくれないだろうか。

「そ、それで、どうすればいいんですか!?」

「だって、ここは、クロさんの身体の中なんだよね？　いくら最強のドラゴンと言っても、身体の中は鍛きたえられないものだよ。ドラゴンの皮ひ膚ふは鋼はがねのような硬度だけど、内側は違うもん。だから、普通にここから攻撃を加えれば、普通にクロさんにダメージは通るし、普通に殺せると思うよ」

「殺したら駄目ですからね!?」

　ナチュラルに酷いことを言うなこの人!!

　しかし、エリカさんは、何を言われたのか分からないというように首を傾かしげる。

「え、でも、外に出たいんだよね？」

「勿もち論ろん、出たいですけど。でも、それでクロさんを傷付けたら、本末転倒というか。どうにか、クロさんに被害の出ない方向で、外に出ることは出来ませんか」

「無理だね」

「無理なんだ」

「ここがクロさんの体内である以上、クロさんを傷付けずに脱出することは無理なんじゃないかな。だから、残る選択肢としては、体内の何処を攻撃するか、ってことくらいだと思うよ？　そうだね、例えば、胃を執しつ拗ように攻撃して、クロさんを嘔おう吐とさせて、その勢いに乗って胃液と共に脱出するとか」

「あんまり綺き麗れいな脱出方法じゃないですね……」

「クロさん、吐くことには慣れていそうだよね」

「そうかもしれませんけど、吐と瀉しや物ぶつ扱いなんて嫌ですよ僕は」

「もしくは、クロさんの柔らかな喉のど元もとを内側から切きり裂さいて、そこから出るっていう手もあるかな。大丈夫、私の聖剣だったら、クロさんの喉なんてスパッと行けるよ。多分大事な血管も一緒に斬きれて、ぶしゃーって感じに鮮血が飛び散る事態になると思うけど、まあ仕方がないよね」

「仕方なくないです!!　それ致命傷じゃないですか!!」

「後は……お腹なかを斬るとか？　完全に切腹だよね、それ。内側から斬るのを切腹って呼ぶのかどうかは知らないけど」

「お腹も駄目!!」

「後は、そうだね、下の方？」

「それ以上言わないで下さい」

「裂けるよね」

「言わないで!!」

　それは全員が嫌な気持ちになる奴なので、出来ることならやりたくないです。

「まあ、そもそも私達が何処にいるのか、フダラク荘が何処にあるのかも良く分からないから、攻撃しようにもどうにもならないよね」

「良く分からない割には、具体的な案ばかり出ていましたけども……」

「手当たり次第に行ってみようかな」

「だからやめて下さい!!」

「まあ、どうせこのまま時間が経たてば、自然と下の方から出られるよ、きっと」

「それまでに絶対何とかしましょう」

　断言する。下だけは絶対に阻そ止ししないといけません。

　しかし、だからといって、どうすれば良いのだろう。ここから出る手段もそうだけど、僕はまだ、災厄へのカウントダウンについて答えを出せていない。クロさんを狙うノエミちゃんの姿も見当たらない。どちらの問題に対しても、有効打を見み出いだせていないのだ。

　そうやって、真剣に考えているところに。

「ねーねー、テレビのリモコンが見つからないんだけど、いつもみたいに魔法で探してくれないー？」

　こちらのことを全く考えていない、大変呑気な声が飛び込んで来た。




「……ミリアム？」

「ひぃッ!?」

　ぶらぶらとリビングへ入って来たミリアムは、僕の姿を見るなり悲鳴を上げた。そして視線を外さないまま、ゆっくりと後ずさって行く。

「ご、ごゆっくりー……」

「逃がす訳ないでしょうが。さっさとこっちに来て下さい。全部のチャンネルを教育テレビにしますよ」

「きょ、教育テレビは確かに為になるし面白いから大好きだけど、でもコマーシャルが見られなくなるじゃない!!」

「面おも白しろコマーシャルが見たいんだったら、素直にこっちに来て下さい」

「良く考えると、そんなにコマーシャルは見たい気もしないんだけど……」

　ミリアムは、しばらく躊躇っていたようだったけど、やがて観念したかのように肩を落としながら僕の方へとやって来た。諒子さんと同じように、フダラク荘の危機的状況を全く理解していない様子です。

　というか、そもそもの発端はこの魔王が、ノエミちゃんに余計なことを吹き込んだんでしたよね。

「お仕置きです」

「まだ何もやってないのに!?」

「やったじゃないですか。何ですか、あのウェブサイトは。たとえどんなにダメ人間だったとしても、大事な個人情報なんですよ。それをあんな風に無む造ぞう作さに開示するなんて、これはもう、一週間テレビ抜きの刑に相当しますね」

「な、何ですって!?　そんな横暴が通ると思っているの!?　いいわ、総そう一いちがその気なら、ワタシにだって考えがあるわ！　とんでもない災いを振りまいてあげるんだから!!」

「あんなウェブサイト、今すぐ消して下さい。分かりましたか？　分かったのなら返事をして下さい」

「もう最近じゃ総一が話さえ聞いてくれないのよ……」

　すっかり反論をスルーしてしまうと、ミリアムが目に見えて凹へこんだ。

「だって、仕方がないじゃない。ワタシはこうして首輪を付けられて、すっかり弱体化しているし。いくら相手がダメ人間でも、まるで敵かなわないし。というか勇者にはもう日常的にやられているっていうか、こっちが逃げても追っかけて来るし。それなら、ネットの上だけでも反抗したっていいじゃない」

「だからって、ネット上に変なことばかり載のせるなんて、やり方が陰いん湿しつ過ぎるんですよ。というか、どうして僕の情報も載っていたんですか。僕は英雄じゃないですよ？」

「だって他の英雄よりも怖いし」

「何てこと言うんだこの魔王」

「やっぱり怖いのよ！　あんまり怖いものだから、もう最近じゃ総一の夢ばっかり見るようになっているのよ、ワタシ！　夜も安心出来ないだなんて、冗談じゃないの！　責任を取るべきなのよ!!」

「無茶苦茶言いますね……」

　それ、僕のせいじゃないですよね。ミリアムの心の問題ですよね。

　僕達のやり取りを横で見ていたエリカさんが『夢の中でも魔王と会っているなんて許せないよ。これは夢の世界ごと滅ぼし尽くすしかないよね。その為にも早速昼寝をするよ、夢の中でも会いたいよ』などと呟いて、そのまま寝てしまったのは、素直に放っておきます。寝ていてくれた方が平和ですし。

「とにかく、夢のことまで責任を負わせないで下さい」

「夢の中くらい安心させてくれたっていいじゃない。起きている時は、基本的に酷い目に遭うんだから」

「そんなに夢で大変な目に遭うのが嫌なら、起きている間にもっと酷い目に遭えば、慣れて平気になるんじゃないでしょうか」

「超怖いこと言うわね。まるで魔王みたい」

　黙れ魔王。

「分かったのよ、とにかくウェブサイトは消すから、それで良いんでしょう？」

「さっさとやって下さいね」

「で、でも、あの日記だけは許して欲しいのよ！　あそこに日々の愚ぐ痴ちを書き込むことだけが、ワタシの唯一の楽しみなんだから！　ツイッターとかだとワタシの性格上、絶対に大炎上するのは目に見えてるし!!　お手軽なテクノロジーは身を滅ぼすと決まっているの!!　だから日記だけは許して!!」

「妙なところで自己分ぶん析せきが出来ているな……」

　その慎重さを、他の所でも活いかせたら、もうちょっと魔王として大成していたんじゃないでしょうか。魔王としての大成って、そりゃ世界にとっての不ふ都つ合ごうなので、絶対に阻止しますけどね。

「まあ、それくらいなら構いませんけど」

「やった！　これで大人気連れん載さい、『今日の鬼の寝顔』のコーナーも終了しないで済むのよ！　あれがあるとないとでは、閲えつ覧らん数すうが段違いなんだから!!」

　何ですか、鬼の寝顔って。一体誰の寝顔を掲けい載さいしているんですか。嫌な予感だけはひしひしと伝わって来ますけど。

「そういえばミリアム。あの日記に、空の写真が載っていましたね。今考えると、あれは飛んでいるクロさんから撮とったんですよね……あれ、でも、飲み込まれたフダラク荘からじゃ、あんな写真は撮れないんじゃないですか？　まさか、クロさんが協力してくれたんですか？」

「え？　普通にコックピットから撮っただけなのよ」

「コックピット？　何の？」

「フダラク荘の」

「フダラク荘の？」

　ミリアムが急に正気を失ったかと思ったけれど、その目は確かだった。

「何を言っているんですか。コックピットなんてあるわけないじゃないですか」

「でも、そうとしか言えないんだから、仕方がないじゃない。建物がドラゴンに呑まれたとかで、ここからじゃ外は見えないけど。でも、コックピットのモニターからなら、空も見えるのよ。ほら、案内するから、こっちに来なさいよ」

「はぁ……」

　ミリアムに案内されるがままリビングを出て、フダラク荘の中を歩く。

　しばらく廊下を歩いた先に、その部屋はあった。このフダラク荘では、前触れもなく部屋が増えたりすることがあるので、気付かなかった。けれど確かに、以前には何もなかった場所に、扉があった。

　扉の表面には、ご丁てい寧ねいに『操そう縦じゆう室しつ』と書かれている。

「……ここが、コックピット、ですか？」

「そうなの、掃そう除じをしている時に、たまたま見つけたのよ」

　手慣れた様子のミリアムに続き、僕も部屋に入る。

　そこは、他の部屋よりも幾分か狭せまい部屋だった。その原因は恐らく、部屋の半分以上を占しめる機械にある。

　部屋の三方向に並んだコンソールと、正面にある巨大なモニター。そこにはミリアムの言った通りに、青空が映し出されている。って、外は暗くなって来ていた筈ですよね。一体どこを飛んでいるんですか、このドラゴン。

　見回してみれば、部屋のあちこちに良く分からない機器が取り付けられていて、ピカピカとランプが光っている。部屋中に満ちている重低音は、機械の動作する音だろうか。

「確かに、操縦室ですね」

「そうなのよ。色々といじっているうちに使い方も分かってきたんだから。操縦室っていうことは、何か操縦するものがあるっていうことじゃない」

「まあ、そうですよね」

「そこで、こうよ」

　ミリアムはコンソールの前にある椅い子すに座り、一つのボタンを押した。

　その瞬間、咆ほう哮こうが辺りに響き渡る。

　とても大きな、空に響く程の音量。ビックリして、つい耳を塞いでしまう。

「な、何ですか、今のは!!」

「ドラゴンが鳴いたのよ」

「そうですか、クロさんってば、随ずい分ぶんと大きな声で鳴くんですね。よし、ちょっと訳が分からないので、一回整理しましょう」

　操縦席で、ミリアムがボタンを押したら、クロさんが鳴いた。ボタンの指示通りに、クロさんが行動した。まるで、ＴＶゲームでキャラクターを操作しているかのようだ。

　それは、要するに。

「ここってまさか、クロさんの、操縦室なんですか？」

　自分が何を言っているのか分からない件です。

「そう言ったじゃない。ほら、これが足で、こっちが尻尾しつぽね。それで、これが炎」

「炎!?」

「こうやって目をレバーで動かすと、ほら、三六〇度見渡せるっていう訳よ」

「いや、普通の生物は、目だけで三六〇度動きませんよね？」

「操縦しているんだから、自由に動くに決まっているじゃない」

「理由になってない……！」

　だけど、ミリアムがいくつかのボタンを押して、その度たびにクロさんがリアクションを起こすことを目まの当あたりにしては、信じざるを得なかった。確かに、この操縦室からの命令によって、クロさんが動いているのだ。

　まがりなりにも英雄でしょうに、こうして軽く操作出来るって、それは本当に、どうかと思うんですけど。

「そもそも、どうしてクロさんが、操縦出来るんですか」

「それはほら、このアパートを飲み込んだからじゃないの？　アパートが動けなくなることを防ぐ為に、アパート内にドラゴンを操作する機能を追加したとか、そういうことくらい出来るのよね？　体内にアパートを取り込んでしまったことで、逆に操あやつられる結果になるなんて、皮肉じゃない」

「全く意味が不明なんですけど……」

　不明だけど、それでもこうして実際にクロさんが動いている以上、そういうことになってしまう。全く納なつ得とく行かないけど、その辺はフダラク荘の不ふ思し議ぎパワーが作用したとしか言いようがない。神様の力って、もう何でもありなんですね。

　諦めて、モニターを見る。

　リビングのテレビよりも余程大きな画面、そこに拡がっているのは、変わり映えのしない青空だった。これも、空を飛んでいるクロさんが見ている光景なのだろう。

「って、クロさんを操縦出来るんだったら、いつまでも飛んでいないで、地面に下ろしましょうよ」

「それは分かっているのよ。でも、この巨体を下ろすことが出来る場所って、中々見つからないのよね。下手な場所に下ろして、それで甚大な被害が出ちゃったりしたら、ワタシがお仕置きされるのよね？」

「はい」

「もう一切否定とかしない辺り、総一が心から怖いのよ。魔王以上に怖いの。魔王のお墨すみ付つきをあげようじゃない……魔王よりも恐ろしい存在として」

「失礼な」

　ただ、ミリアムの言っていることは正しい。クロさんの巨体を、安全に下ろすことが出来る場所なんて、まず存在しない。何処に下ろしたとしても、絶対に問題になる。

　かといって、海か何かに下ろそうものなら、クロさんが海水を飲んじゃってそれで僕達も沈没、みたいなことになりかねない。確かにミリアムの言葉通り、空を飛んでいるのが一番安全なのかもしれません。

　それでも、いつまでもこうしてはいられないだろう。別にガソリンで動いている訳ではないですけど、いつ体力がなくなるか分からない。

「それじゃあ、どうにかして小さくするとか……」

「今のままでドラゴンを小さくした場合、中にいるワタシ達はどうなるのよ」

「…………」

　恐ろしいことになりそうですね。

　さて、どうするべきなのか。クロさんの体内にいるからなのか、デバイスで神様に連絡も取れなくなっている。フダラク荘そのものがなくなっているという、とんでもない異常事態なんだから、神様の方で気付いてくれるといいんですけど……。

　そう、思った瞬間。

　ガクンと、凄すさまじい揺れが足元から襲って来た。

「なっ!?」

「何よコレ!!」

　部屋が丸ごとシェイクされるかのような凄まじい揺れの中で、僕とミリアムの悲鳴が唱和する。

「ちょっと、変な操作をしたんじゃないんですか!?」

「してないわよ!!」

「じゃあこの揺れは何だって言うんですか!!」

「ま、まさか、領りよう空くう侵しん犯ぱんとかしちゃって、それで某国から攻撃されているとかじゃないの!?　だってドラゴン、国境とか知らないし、パスポートとかも持ってないし！　ワタシのせいじゃないのよね!?」

「ドラゴン飛んできたらまた別の騒ぎになりますよ！　本当に何なんですか、全く！」

　空を飛んでいるドラゴンの巨体を、ここまで揺らすなんて。

　そんなの、普通では絶対に無理なことで……。

「……普通、は？」

「ちょ、ちょっと総一、モニターを見なさいよ!!」

「え」

　ミリアムの焦あせったような声に、モニターを見れば。

　そこには、人影が映っていた。

　モニターに僅かに表示されている、小さな影。空に人がいるというその時点で、明らかにおかしいこと。ミリアムがいくつかのボタンを押すと、画面がズームして、その正体が明らかになった。

　当たり前のように、空に浮いて。

　当たり前のように、ドラゴンに相対している、その人物は。

「……左文字、さん？」

　紛まぎれもなく、フダラク荘の英雄の一人。

　左文字真太郎さんだった。




　そう、彼はまさに、普通ではない者だ。何故なら、英雄だから。

　数多の世界を救い続けて来た、英雄という規格外の存在なら、こうして空を舞い、ドラゴンの巨体を揺らすことも、きっと容易たやすいことだろう。そんな仮面を纏まとった英雄が、鋭い目でこちらを……クロさんの方を、睨みつけている。

「飲み込まれていなかったんですか!?」

　僕も、そしてミリアムも、モニターに釘くぎ付づけになっていた。

　英雄と英雄の相対。モニター越しでも、その真剣さ、戦意が伝わって来るかのようだ。

　漂ただよう緊きん張ちよう感かんを破ったのは、ミリアムの言葉で。

「……何であいつ、幼女を背負っているのよ」

「言わないようにしていたのに……！」

　英雄と英雄が真正面から睨み合っているという今の状況ですが、あいにく正面にいる英雄は、変質者なのだった。

　仮面戦士プリズナーの背中には、ノエミちゃんが乗っかっていて、険のある表情で、こちらを、クロさんを睨みつけている。

「幼女を背負っている時点で、そいつは父親か、もしくは変質者じゃない。で、あれは父親じゃないから変質者よね。簡単な理屈ね」

「そこまではっきり分けられるものじゃないですよね……いや、あれは間違いなく、変質者サイドの存在ですけど」

「でも、いくら変質者に背負われているとはいえ、こんな所にいる時点で、あの幼女もまた、只ただ者ものじゃないってことなのね……！」

「あれ、メールでやり取りしていたんじゃないんですか、ノエミちゃんと」

「メール？　何でワタシが幼女とそんなことするのよ」

「だって、彼女が言っていましたよ。グレイト☆ルシファーさんには、いつも色々教えてもらっている、って」

「あ、あの子が『駄だ竜りゆう殺ころ助すけ』さんだったの!?」

「……これまた酷い名前ですね」

「えっと、確かにワタシ、駄竜殺助さんとは英雄の殺し方について良く連絡を取っていたけど。でも、何か聞いていた姿とは、大分違っているような」

「大人だと聞いていたんですよね、きっと」

　そんなノエミちゃんが、左文字さんと共にいる。それはつまり、彼女の父親、クロさんを殺すことを、諦めてはいないということで。

　僕の懸念に応えるように、左文字さんが拳を突き上げるような構えを取った。

　すると彼の全身を覆っている装甲、その四肢に当たる部分から、光のラインが徐々に上昇して行く。光の流れは、左文字さんの右手を覆う装甲部分へと次第に集まって行く。












「ね、ねえ、何かしようとしているんだけど、あの変質者仮面!!」

「そ、そうですね、嫌な予感がしますね!!」

「こうなったら攻撃しちゃう!?　先制攻撃っちゃう!?　丁度操縦席にいるんだし、先手必勝って感じじゃないの!?」

「いや、攻撃って、どうするんですか」

「バルカン砲とかあるけど」

「何で!?」

　普通、ドラゴンに、バルカン砲とか付いていませんよね!?

「この操縦席でクロさんを操っているのはともかく、それだと、まるでクロさんが改造されているみたいじゃないですか。一応そこは普通のドラゴンで通すべきなんじゃないですか。そもそも、何でそんなことを知っているんですか」

「説明書を読んだのよ」

「説明書があるんですか!?」

　いよいよフダラク荘が謎めいて来ましたね。

　こうなると、住人達全員の説明書とかも用意されている可能性がありますよね。それはとんでもないホラー展開ですよ。

「いえ、どっちにしろ、向こうにはノエミちゃんがいるんですよ？　変質者はともかく、ノエミちゃんを攻撃するのは止めましょうよ!!」

「でもあの子、父親を殺そうとしているのよね？　メールで聞いたし。だからあっちは、やる気だと思うけど。このまま黙っていたら、やられるのはこっちなのよ？」

「それはそうですけど……!!」

「大丈夫、空にいるんだから、他に余計な被害は出ない筈なのよ！　だからここは一つ、一撃必殺の攻撃で、さくっと仕留めてしまうべきじゃないの!?　丁度良く、咆哮絶技『ドラゴニックガンブラスター』なんて必殺技もあるし！　ボタン一つで、相手は原子レベルでこの世から消滅するのよ!!」

「そんな危険な奴をボタン一つで撃たないでくれます!?」

「ほら、ちょいと押すだけで行けるし、撃つしかないじゃない!!」

「撃てません!!」

「可能性に殺されるぞ!!」

　何で僕に押させたがるんですかこの魔王!!

　しかし、そうこうしているうちに左文字さんの準備は終わってしまったらしい。

　仮面戦士プリズナーの右腕は、今や真っ赤に輝いていた。全身から集められたエネルギーが、その一点に集中しているのだろう。周囲の空間が歪んで見える程の力が、そこにあると分かる。

　そして、その赤熱した拳を、大きく振りかぶり、叫ぶ。

「受けてみろ、俺の、娘の為に!!」

　溢れんばかりの力が、クロさんに……そして、その内部にいる僕達に向けて解き放たれようとしている。

「何あれ超ヤバい奴じゃないの!?」

「絶対にヤバい奴ですよ!!　何とかして避けて下さい!!」

「急に言われても操作が追いつかないのよ!!」

「何でも良いから早く!!」

　そんな僕の言葉が、届く前に。

　光る拳が、撃ち込まれる。




「必殺奥義!!　プリズン・ブレイカァァァァァァァー！！！！！！」




　その一撃は。

　仮面戦士プリズナーが放つ、英雄の一撃は。

　空を光で染め上げ、何もかもを吹き飛ばして、僕の意識を暗転させたのであった。




【災厄が訪れるまで　あと　６日　14時間　13分　51秒】




【ご主人様、お暇を頂く前に最後のご挨拶に参りました。私が言うのもなんですが、どうぞお体に気を付けて、笑顔を忘れずお過ごし下さい。シーちゃんがお勧めして来た本も、しっかり読んで下さいませ。ご主人様は英雄ではなく、ごくごく普通の人間なのですから。無理をせず、ご自分の実力をきちんと考えて行動して下さい。それではお別れです。さようなら、ご主人様】










「……ううん」

　意識を取り戻して最初に見たのは、激しく火花を散らしているコンソールだった。

　部屋の灯あかりも消え、モニターも壊れたようで砂すな嵐あらしを表示している。っていうか意識を失うのって、今日何回目なんだろう。慣れたと言ってもやり過ぎです。そんな頻ひん繁ぱんに電源落としたら、普通壊れますよね。

「あいたたた、何なのよ、もう！」

「無事ですか、ミリアム」

「何が起こったって言うのよ！　こんなの、聞いてないんだけど!?」

「僕も聞いてないです……それより、どうなったのか、分かりますか」

「まあ、良いけど。すぐに復旧するから、待っていなさいよね」

「随ずい分ぶん手慣れてらっしゃいますね……」

　あんた、クロさんの何なのさ。

　しかしミリアムの手腕は確かなようで、あちこち機械をいじっていたかと思うと、すぐに操そう縦じゆう席せきの灯りが点つく。少し遅れて、正面のモニターも復旧する。

　そこに映し出されたのは、これまでのような空の青色ではなく。

「緑色？」

　さっきまでとは、全く違う光景だった。

　クロさんの巨体は、今や空の上にはなく、何ど処こかに落下したようだった。視界を埋める程の緑色に包まれた、森林のような場所に倒れているらしい。

「いつの間に、こんな……」

「ああ、墜つい落らくしたみたいなのよ」

「何でそんなに軽く言うんですか!?」

　一大事じゃないですか!!

「だって、そうとしか言えないんだもの。あの変質者が放った攻撃を受けて、こうなっちゃったみたい。全く、せっかくワタシが必殺の何とかで、塵ちり一つ残らないように粉砕してやろうと思ったのに!!」

「だから止やめて下さいって……」

「何なら今からでも撃ってやるのよ」

「止めろ!!」

　物ぶつ騒そうなことを言うミリアムを制止しつつ、モニターを観察する。まずは、自分達が何処にいるのかを知らなくては。

　モニターから得られる光景を見る限り、ここは、何処かの森林の中のように見えるのだけれど……ただ、一つ妙な点がある。

「何だか、やけに大きくないですか？」

　モニターに映っている森林、木々や植物のサイズが、どうにも並外れている。何というか、普通の木々の、数十倍はあるだろう。そもそも、今のクロさんよりも大きいという時点で、まず普通ではないのだ。

「ここって、まさか……」

「ああ、さっきとは別の世界に来たみたいなのよ」

「だから何でそんな軽く言うんですか!?」

　異世界転移しているし!!

　そんな軽く言えることじゃないですよね!?

　どっかの魔王だって、割と苦労してフダラク荘を異世界に転移させた過去があるでしょうに、もうちょっと感かん慨がいに耽ふけってもいいんじゃないでしょうか。コンビニ感覚で行く所じゃないんですよ。

「どうしてそんなことに!?」

「変質者の撃った攻撃をどうにか回かい避ひしようとしたんだけど、出来たのは精々、次元の穴を抜けて異世界に逃げるくらいだったのよ。このドラゴンには、そういう機能が付いているし。ただ、それが変質者の攻撃によって妙な具合にねじれて、次元に予期せぬ穴が開いて、次元内重力波でマルチセル型ストームが起きダウンバーストが発生して、結果的に異世界に転移しちゃったと、そういうこと」

「何言ってんの……？」

　魔王の言葉は良く分からないけど、それでも色々大変なことがあった挙あげ句く、こういうことになったのだということは良く分かりました。そういうことにしておきましょう。ツッコミもしていられないです。

「とにかく、ドラゴンがダメージを受けたのは確かで、しばらくの間は飛べない筈はずよ。当然、元の世界に戻るなんてことも無理よね」

「そんな……」

「別に、無理して動かすって言うんなら、やってもいいわよ？　このドラゴンの脳がやられるかもしれないけど」

「休ませましょう」

「まあ脳を無理矢理に操あやつっているようなものだから、普通に負担なのよね。さっきから鼻血をドバドバ出しているような気もするし」

「休ませましょう!!」

　休ませてあげるべきです。

　今朝から酒を断っているという情報もありましたし。急に巨大化している辺り、深刻な問題が発生していると思います。そもそも脳をこれ以上いじくらない方が良い。

　僕達の方でも、少し事態を把は握あくする時間が必要でしょう。僕にとっては二度目の異世界転移ですけど、もう割と手慣れた感がありますね。




　ミリアムを伴ともなって、操縦室の外に出ると。

「光が……」

　フダラク荘の中庭から、光が差し込んで来ていた。

　先程まではクロさんの体内にいたこともあって、外はすっかり暗くなっていたというのに、今では日の光が燦さん々さんと辺りを照らしている。

　その向こうに見えるのは、森の色。巨大な木々が、フダラク荘を取り囲むようにして生おい茂しげっている。本当に、異世界に来てしまったようだ。

　と、饅まん頭じゆうが廊ろう下かを跳ねて、こちらに近寄って来た。

「どうやら、さっきの衝しよう撃げきで、クロさんがフダラク荘を吐き出したみたいね」

「あ、諒りよう子こさん、無事でしたか」

「ええ、饅頭がクッションになってくれたのよ」

「ご自分がクッションみたいなものでしょうに……」

「元々、クロさんが暴れた拍子に飲み込んでしまったようなものだから、吐き出す時も一瞬ということね。まあ、外に出ることが出来て良かったわ」

「というか、そもそもフダラク荘って、クロさんが飲み込めるサイズでしたっけ」

「クロさんは強制的に成長したのよ……フダラク荘を飲めるサイズまで……!!」

「その辺はまあ、深く追及しませんけど」

　世の中には不ふ思し議ぎなことが沢山ある。総そう一いち覚えた。

「でも、フダラク荘を飲み込んで、また吐いたりするなんて、クロさんの身体からだはもうボロボロじゃないんですか？」

「大丈夫よ、クロさんったら、吐くことには慣れているんだから。君が来る前なんかは、もう一日に飲んだお酒を全部吐いていたようなものだったし。あんまり吐くものだから、その吐いたお酒を再利用出来ないかって計画が立ったくらいにね。だから、フダラク荘を吐いたとしても、大丈夫な筈よ」

「一切大丈夫な気がしないんですけど、まあ外に出られたんなら良しとします。それで諒子さん、ここって、どうやら異世界みたいなんですけど」

「そうみたいね。嗅かぎ慣なれた饅頭の匂においがしないから」

「饅頭の匂いで世界を判断しているんですか？」

　というか、異世界にいることに気付いているのなら、もうちょっとアピールしてくれても構わないんですよ？　異世界でも変わることなく和わ菓が子し屋やを探していた諒子さんに言っても無駄でしょうけど。

「ああ、でも、安心しなさい。魔王の時と違って、ここは、あのヒゲも知っている世界みたいだから、フダラク荘の結界や首輪も問題なく作用しているでしょう？　それに、君のデバイスで通信も可能な筈よ」

「あ、本当ですね」

　デバイスを見ると、確かに通信状況を示すアンテナが二本立っている。三本とはいかないまでも、これなら十分に通信出来ます。

「そして、カウントダウンも止まっていないんですね……」

　そう、クロさんが殺されるかもしれない、という問題をどうにかしようと考え続けていたけれど、世界滅亡の危機はこうしている間にも迫って来ている。

　立て続けに世界が滅びそうになっているので、もう若じやつ干かん慣れ始めて来ているところもあるんですけど、本来ならばこれが最優先すべき事柄です。

　画面に表示されている指令の内容を、改めて見る。

　巨大な力と力の衝突。

　それが、クロさんとノエミちゃんの、親子同士のものではないかと、推測していたのだけど。しかし、こうなってしまえば、その正体は明らかだった。

　クド＝ロンバルディアと、仮面戦士プリズナー。

　英雄と英雄。

　その衝突こそが、神様からの指令にあったものの真相、世界を滅ぼすものなのだ。

「世界が、滅ぶ……！」

　英雄同士の戦いによって、世界が滅ぶ。ついさっきまでは今一つ実感出来なかったことだけど、まさに英雄同士の争いを見た今となっては話が違う。

　目の前で起こった戦いの結果、僕達は異世界に吹き飛ばされた。

　それこそ、魔王が必死に計画して実行したことを、ただの小こ競ぜり合い程度で、あっさりと引き起こされてしまったのだ。それがもし、本気でぶつかり合うことになれば、一体どんな被害が出るのか。

　そして、こうして異世界に転移して来た以上、この世界こそが、まさに滅びの危機に瀕ひんしているということになる。普段の世界じゃないから安心、なんてことは、とても思えない。この世界にも、きっと生きている誰かがいるのだから。

「そ、そうだ、肝心の左さ文もん字じさんとクロさんはどこに!?」

「そうね、私の饅頭レーダーによれば」

「饅頭レーダーって……」

「真しん太た郎ろうの方は、何処かに消えてしまったようね。『娘にご飯を用意しなくては!!』って叫んでたから、食料でも調達しに行ったんじゃないかしら」

「そういえばノエミちゃんって、随分と大食漢でしたもんね。とにかく、今すぐに何かをしでかすという感じではないみたいですね、良かった」

　左文字さんの方は、ひとまず置いておこう。

「それじゃあ、クロさんは？」

「ここにいるよー!!」

「へ？」

　背後からかけられた言葉に、振り返って見れば。

　玄げん関かん先さきに、エリカさんが立っていた。僕達よりも早く目覚めて、外の世界に行って来たのだろうか。エリカさんが率そつ先せんして何かをやった場合、それは間違いなく厄やつ介かい事ごとの前触れだと思うんですけど、今はそれどころではなかった。

　その手の中には、すっかり力を失った状態で。

「クロさん!?」

　元通りのサイズに戻った、トカゲ。

　先程まではフダラク荘を飲み込む程に巨大化していたクロさんが、今はいつもと同じサイズで、エリカさんの手の中でぐったりと倒れていたのだった。

「な、何があったんですか、エリカさん」

「あー、何だかフダラク荘が急に揺れた時に、その衝撃で私、外に吹き飛ばされちゃったんだよね」

「それはまた、大変でしたね……」

「気が付いたら、変な森の中にいたんだよ。こんなに大きくて、破壊し甲が斐いがある森なんて最高！　って思いながら伝説の斧おのを取り出そうとしたんだけど、力が全く入らないんだよ！　そう、首輪の力が働いているんだよね！　これはもう、ソーイチに、全面的に責任を取って欲しいね」

「いや、それは」

「それで、すっかりやる気もなくなって、それならもう火でもつけてやろうかって、適当な燃料を探していたら」

「ナチュラルに恐ろしいことを計画しないでくれますか」

「偶然にも、クロさんを見つけたんだよね。何だか、とんでもなく巨大なものが落ちて来たみたいな跡の中に、この小さなクロさんが落ちていたんだよ」

　そう言って、エリカさんが手の中でぐったりしているクロさんを、僕に押し付けて来る。そうして受け取ったクロさんの身体は。

「何だか……衰弱しているみたいだ」

「どれ、見せてみなさい」

　諒子さんに言われるがままクロさんを差し出すと、饅頭はクロさんの身体にぴょんと飛び乗って、跳ね始めた。魔法の力で診しん療りようしているんだと思うけど、このシュールな光景は、本当にいつまで経たっても慣れません。

「……うん、大体分かったわ」

「今ので、何が分かったって言うんですか？」

「分かったんだから仕方がないじゃない。そうね、クロさんはやっぱり、禁酒のせいで衰弱しているみたい。いつもは嫌という程漂ただよっている酒の匂いも、今はしないわ。こんなに弱ったクロさん、見たことないわね」

「それじゃあ、お酒を飲ませてあげましょうよ。確かに普段から酒ばっかり飲んでいるクロさんは駄だ目めトカゲですけど、でもこんな風になってまで、禁酒を続ける必要はないじゃないですか」

「まあ、それもそうよね……」

「僕、今すぐに持って来ます」

　急に大きくなって、急に縮ちぢんで。

　そんなことを繰くり返かえしていたら、きっと、クロさんの身体が持たない。

　だから、もうこちらとしても形なり振ふり構ってはいられない。こんな時くらい、酒を飲ませても許されるでしょう。皆でリビングに戻り、冷蔵庫から缶ビールを一本取り出すと、それをクロさんの口元へと近付けて。

　しかし。

「……No」

　そこで、クロさんが初めて反応を見せた。

　僅わずかに開いた口元から出て来たのは、拒絶の言葉。久し振りに聞いたような気がするクロさんの肉声だった。

　相変わらず、言葉は少ないけれど。

　必死に絞り出したそれが、僕の差し出した缶ビールを拒絶しているんだっていうことくらいは、僕にも分かる。

「で、でも、このままじゃ……」

「No」

「こんな姿になってまで、禁酒を続けるんですか!?」

「No」

　僕の訴えに、しかしクロさんは頑かたくなに首を振るばかりだった。普段は浴びる程飲んでいるお酒だっていうのに、今は全く口を付けようとはしないのだ。

「ど、どうしてそこまで!?」

　そもそも、酒を飲まなくなっている時点で、何かがおかしかったのだ。普段のクロさんとはまるで違っている。そこにはきっと、深い理由がある筈。自分の欲望を、生き方を捻ねじ曲まげてまで、そうしなければいけなかった理由が。

「教えて下さい、クロさん!!」

「安心しなさい。私にはちゃんと分かっているわ。クロさんが必死に訴え続けていることが、心で理解出来たのよ」

「あの、クロさん、No しか言っていませんけども」

「確かに今のクロさんは、いつにもまして寡か黙もくで、言葉少なめだけど。それでも、言わんとしたことは、ちゃんと私に伝わったわ。この饅頭イヤーにね！　それはもう、いつもより雄弁に聞こえるくらい！」

「もう一切信用が出来ない感じなんですけど。それで、クロさんは、何と？」

「クロさんは、『娘は、私を、許さないだろう』って、言っているわ」

「娘って、まさか……」

「そうね、あの娘のことね」

　クロさんの口から語られる、娘という言葉。

　その娘……ノエミちゃんの取った行動からして、クロさんに対して憎しみがあるということは明らかだった。何しろ、父親の命を奪うばおうとしているのだ。そこには恐らく、外部からは分からないような理由が横たわっているのだろう。

　ならば、それを知っているクロさんの行動の意味とは、一体何なのか。酒を飲まずに衰弱して、娘が自分を殺しに来ることを分かっていて。それでもしようとしていることは、何なのか。

　それだけは、どうにか聞いておかないといけない。

　だから、クロさんに更なる負担を強しいるようで悪いけれど。それでも話を聞かせて欲しいと、そう諒子さんに頼もうとした、その時。

「出て来なさい!!」

　そんな、聞き覚えのある叫び声と共に。

　フダラク荘が、再び揺れた。




「今の声は!?」

　クロさんをテーブルの上に寝かせて、慌あわててフダラク荘の外に出る。エリカさんとそして魔王も一緒に、玄関を飛び出した。

　フダラク荘の外、そこに拡ひろがる緑色の異世界。そんな世界に、フダラク荘は次元を超えて、森の木々を薙なぎ倒たおしながら墜落して来たらしい。木々の中で、フダラク荘の屋根の色が妙に目立っている。

　そして、こちらを見つめる人影。

　巨大な森林を背に、赤く鋭い視線を向けているのは。

「ノエミ、さん」

「…………」

　声の主は、クロさんの娘、ノエミさんのものだった。

　その姿は、最初に出会った時と同じ、大人のものへと戻っていた。

　彼女の足元を中心にして、地面が割り砕かれている。その衝撃が、フダラク荘を揺らしたのだろう。踏み込みだけでそこまでの威力を出せる辺り、間違いなく、自分の中のドラゴンの力を使いこなしているということらしい。

　彼女は、僕達に向けていた視線を逸そらすと、フダラク荘の方に目をやる。

　いや、恐らくは、中にいるだろう自分の父親……クロさんを、見ているのだろう。何を考えているのか、しばらくの沈黙の後、再び視線を僕達に戻す。

「お伝えしたいことがあるであります」

「え」

「世界を滅ぼす準備が、整ったでありますよ」

「……え？」

　ノエミさんが、簡かん潔けつに告げた言葉。

　それは、あまりにも鮮烈な言葉だった。

　世界を滅ぼすという、とんでもない宣告。それをまるで、ついでか何かのように言われてしまったからこそ、理解が遅れた。

　それでも、世界の滅亡に関しては、僕が絶対に回避しなければいけないことだ。

　だから、ノエミさんに問い掛ける。

「な、何で」

「もう、決めたことでありますから」

「そんな……どうして、世界を滅ぼそうとしているんですか!!」

　たまらず、叫ぶ。

　だって、理屈が合わない。

「ノエミさんが、世界を滅ぼそうとする理由なんか、ないじゃないですか！　そんなことをしても、何の意味もないんですから!!　そもそも、世界を滅ぼすなんてこと、今まで一言も言っていなかったのに。それなのに、どうして!!」

「そうするのが一番、私の目的に、近いからでありますよ」

「え？」

　茫ぼう然ぜんとする僕に説明するように。ノエミさんは、淡々と告げる。

「フダラク荘の英雄とは、世界の危機に対応する為ために集められたと聞きました。災厄が訪れ、世界が滅びに瀕したその時こそ、英雄達は休息から目覚めて、危機を克服する為に立ち上がるのだと。故に、世界の滅亡が迫り来るその時こそ、英雄達の真価は発はつ揮きされると、そう聞き及んでいるのであります」

「ど、何処で、そんなことを！」

「英雄抹まつ殺さつのウェブサイトでありますが」

「…………」

　無言でミリアムの方を見ると、当の本人は思いっきり目を逸らしていた。

　明後日あさつての方向を向いて口笛なんぞ吹いているけれど、やっぱり全部こいつのせいじゃないですか。こいつが色々と余計なことをノエミさんに吹き込んだ結果が、今のこれなんじゃないですか。後で物もの凄すごい目に遭あってもらいますからね。

「世界を滅ぼそうとすることで、英雄がその本ほん領りようを発揮するというのならば、構いません。その本気を打ち破ってこそ、自分のこの想おもいは完かん遂すいされるのであります。私は何処までも本気であります」

　その言葉に、一切の迷いはない。

　本気で言っているのだと、そう分かってしまう。

「そう、自分はこの手で世界を滅ぼします。因いん縁ねんある英雄と、向き合う為に」

　ノエミさんは、そのまま背を向けて。

　最終宣告となる言葉を、残して行く。

「私を止めると言うのならば、明日、ここから見えるあの岩山の頂上まで、一匹だけで来て下さい。そして神竜、クド＝ロンバルディアの手で、私を止めてみせるであります。出来るものなら」




【災厄が訪れるまで　あと　６日　09時間　45分　29秒】




　そして残された僕達、ただ黙り込むしかない沈黙を破ったのは。

「ああもう！　私を差し置いて勝手に世界を滅ぼそうだなんて、一体どういうつもりなのかな、あの泥棒猫!!」

　そんな、エリカさんのどうしようもない言葉だった。

　そうですよね、こうなりますよね。

　世界を滅ぼす、なんていう衝撃的な一言も、エリカさんにとっては単なる商しよう売ばい敵がたきみたいなものですもんね。決して商売とかじゃないけど。単にダメ過ぎる発言だけど。

「いや、あの、世界滅ぼさないで下さいって、何度も言っていますよね？」

「だって、よりにもよって目の前で言われたんだよ!?　普段私が、どれだけ世界を滅ぼすのを我が慢まんしていると思っているの!?　それはもう、夢に見るくらいに滅ぼしたいと思っているんだよ？　それなのに、皆の前であんな風に宣言するなんて……!!」

　エリカさんは、そこで溜ため息いき一つ。

「超羨うらやましいよ……」

「いや羨まないで下さいよ」

「私もあんな風に、きちんと宣言し、きちんと滅ぼす、そういう理路整然とした滅ぼし方がしたいよ。有言実行っていう感じで、凄くクールだと思うし。普通に滅ぼすなんて、ちょっと古いんだよね。ただ滅ぼすだけなら、何にも苦労は要らないから」

「ちょっとくらい苦労出来ないんですか……いやそういう問題じゃない!!」

　駄目だ、エリカさん基準で話をしてはいけない。

「とにかく、滅ぼす関連の連想は禁止です!!」

「それを禁止されると、私は考えることが一切なくなるけど、いいのかな？」

「良くはないですけど」

「でも、これからどうするの？　世界を滅ぼすって言っているんだから、そりゃソーイチはあの子を止めると思うんだけど」

「当たり前です！」

「でも、あの子、別に世界を滅ぼそうっていう気は、そんなにないと思うんだよね。あくまでも、クロさんを殺すことが目的であって、滅ぼすのはついでだよ。滅亡のプロの言うことだから、間違いないよ」

「何ですか滅亡のプロって」

「勿もち論ろん私のことだよ？」

　分かっています。

「プロの目を舐なめたらいけないよ。そう、あれは、ファッション滅ぼしだね!!」

「ファッションって……まあ、確かに、そんな感じかもしれません」

　世界を率先して滅ぼそうとする動機は、ノエミさんにはない。

　彼女の目的は、あくまでも父親、クロさんを殺すことにあるのだから。あくまでも、世界を滅ぼすのはクロさんを引っ張り出す手段に過ぎない。

　だから、クロさんと直接会うことになれば、結果がどうあれ、危機を回避出来るのだと思う。それはある意味で、クロさんを差し出せば、世界を救えるということだ。英雄の身柄と引ひき換かえに、何もかも解決する話。

「それで、どうするの、ソーイチ。クロさん、差し出す？」

「何言ってるんですか。そんなの駄目に決まっているでしょう」

「そうだよね、焼きトカゲとかにされちゃうかもしれないし」

「食べられちゃうんですか!?」

　確かにノエミちゃん、食いしん坊だったけども。父親殺しの上に父親食いって、それはさすがに業が深過ぎですね!?

「まあ、今の弱ったクロさんだったら、多分近所のカラスにも負ける程度だと思うし、それをあの子に差し出したら、まあ普通にアウトだよね。もうスライムの手を捻ひねるようにやられちゃうね」

「スライムに手はありませんけど……とにかく、ここは僕が何とか説得して、クロさんが行かなくても何とかなるような方法を」

「……Stay」

「え？」

　話を中断させるかのように、僕達の間に割って入って来たのは、他でもないクロさんだった。すっかり衰弱しているようだったので、リビングに寝かせておいた筈なのに、いつの間に出て来ていたのか。声にも元気がなく、身体を引きずるような様子からしても、明らかに本調子ではない。それなのに、必死にこちらへと寄って来ていて、何かを訴えかけるような視線を向けて来る。

　恐らく、クロさんの言いたいことは。

「まさか、ノエミさんの言う通りに、一人で行くつもりですか？」

「Yes」

「そんな身体では、無理ですよ!!」

「No」

　しかしクロさんは、どこまでも頑なで。僕の言葉が、届かない。こんなに弱っているクロさんは、ただのトカゲだというのに、妙な迫力をもって僕の言葉を拒絶する。

「……」

　もう何も言うことはないというように、沈黙を守り。

　そして、そのまま力尽きたかのように、眠り込んでしまう。

　いつでも酔っ払っているクロさんが、今では何な故ぜか酒を断たって、必死に何かをしようとしている。その、普段見せることのない頑なな態度を前にして。

　僕はただ、黙ってクロさんを見つめることしか出来なかったのだ。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






　翌朝。

「ねえ、もうちょっと詰めてよ、ソーイチ」

「って、こっちに寄って来ないでよ!!」

「ああもう、静かにして下さい、ばれるじゃないですか……！」

　僕達は、フダラク荘を出て岩山へと向かうクロさんを、こっそり尾行していた。

　クロさんの決意は固く、何を言っても聞いてくれそうになかった。だから、こうして尾行することで、どうにか対処することにしたのだ。

　クロさんは、一晩眠ったとはいえ、未いまだに本調子ではない様子。いつもなら早朝から牛乳の代わりにワンカップ、といった感じだったのに、やっぱり酒を飲むことなく。それでも、その短い脚を必死に動かして、尾を振りながら、深い森の中を進んでいる。

　というか、結構素早い。小さなトカゲの姿と相まって、すぐ見失ってしまいそう。

「それにしても、頑張って歩いているよね、クロさんってば」

「そうですね……あんなに機き敏びんに動けるものなんですね、トカゲでも。さすがは英雄っていうことでしょうか」

「毎日酒屋まで歩いているうちに鍛きたえられたんだろうね」

「微妙に喜べないやつだ……」

「継続は力なりっていうことだね。私も、ずっとずっと世界を滅ぼそうとしているうちに、段々手慣れて来たしね」

「手慣れて欲しくないですよ!!」

　とにかく、クロさんの歩みは止まることがなかった。娘であるノエミさんの待つ岩山へ向けて、鬱うつ蒼そうと茂る森の中をずんずんと進んで行く。僕達は、置いて行かれないようにするだけで精一杯だった。

「って、変な虫がいるわよ、変な虫!!」

「ミリアム、静かにして下さい！」

「だって虫が!!」

「虫なんか気になるなら、森ごと焼き払えばいいのに」

「エリカさんも危険な発言は止めて下さい」

　改めて、危険なパーティですよね、我々って。

　そうこうしているうちに森林を抜け、ノエミさんの指定していた岩山に辿たどり着つく。

　巨大な樹木によって構成されている森林からも、頭一つ抜けた高さを持つ急きゆう峻しゆんな山。ただ、その山頂は不自然に平らになっており、十分な広さを持っていることを予感させる。まるで、何者かによってそうされたかのよう。それは、ノエミさんが、自分の父親との戦いを想定しているということを示している。

　そんな事実に、気付いているのかいないのか。クロさんは目の前にそびえ立っている岩山を、すいすいと登って行く。

「それじゃあ、私達も行こっか」

「はい、そうですね……でも、どうやって登りましょうか」

「え？　壊して崩くずすんじゃないの？」

「違いますよ!?」

　拳こぶしを振りかぶっていたエリカさんを慌てて制止する。

　僕が止めなかったら、その拳が岩山に突き刺さり、根元から崩壊させていただろう。エリカさんはそれくらいやる。

「たった今、クロさんが登って行ったのを見ましたよね!?　そして上にはきっとノエミさんもいるんですよ!?」

「だって、こんな岩山、壊してくれって言っているようなものじゃん。ほら、早く壊してくれ、今にも壊れそうだ、っていう声が聞こえてくるよ」

「幻聴ですからね、それ」

「はいはい、ここはワタシに任せてもらおうじゃない！　こんなこともあろうかと、教育テレビで鍛えたロッククライミングの腕、見せてやるんだから!!」

　エリカさんと話している僕の横をすり抜けて、ミリアムが気合を入れながら山肌に張り付き、そのまますいすいと上がって行く。やけに手慣れた動きだった。いや、それで、残された僕達はどうするんでしょうか。

「あ、あっちに階段があるみたいだよ」

「じゃあそっちから行きましょうか」

　階段があるなら、最初から言って欲しかったですね。




　そのまま、岩山の頂上らしき所まで階段で上がるのと、ミリアムがロッククライミングで頂上に到着するのは同時だった。

　ミリアムは普通に階段から来た僕達を発見すると、ボロボロな姿で叫び声を上げる。

「何でワタシを置いて行くのよ!!」

「ふう、結構時間がかかりましたね」

「っていうか階段があるんだったら教えなさいよ！　ワタシの努力が完全に無意味じゃない!!」

「静かに。気付かれてしまいます」

「いつか覚えていなさいよ!?」

　ミリアムはさておき、岩陰にそっと隠れて、頂上の様子を窺うかがってみると。

「……いました」

　クド＝ロンバルディアと、ノエミ＝ロンバルディア。

　その二人は、岩山の頂上の空間で、既に戦いを繰くり広ひろげていた。

「間に合わなかった……!?」

　ノエミさんは、随分とその姿を変えていた。

　頭には一対の、角のようなものが生えている。スカートを突き破るようにして伸びた尻尾しつぽと、人間の限界を超えて鋭く尖とがった爪つめを振るっている。

　その表情には、怒りが満みち溢あふれていた。これまで見たことのない苛か烈れつな表情で、自分の父親であるクロさんを睨にらみつけ、攻め立てている。

　その目は、輝く金色。人型ではなく、ドラゴンのものに近い形をした瞳ひとみだ。

　感情が高ぶったことで、身体に流れるドラゴンの力が目覚めたのか。最早それは、人間とはとても呼べない形態に変化している。

　対するクロさんは、いつも通りのトカゲの姿のままだった。

　その顔は陰になっていて見えないものの、それでも必死に、娘に向けて何かを訴えかけているように見える。小さな身体を必死に動かして、次々と迫る攻撃を回避しながら、娘を止めようとしているのだろうか。

「食らえ!!」

　ノエミさんの爪が伸びる。

　鋭く伸ばされた一撃が、クロさん目掛けて放たれる。

　クロさんは、尾を大きく振って、反対方向へと跳ちよう躍やく。すんでのところで回避した爪が地面を抉えぐり、そのまま土煙と共に空を斬きる。

「ちょこまかとッ!!」

　二撃、三撃と、連続して放たれるノエミさんの攻撃。その全すべてを、クロさんは小さな身体を巧たくみに利用して躱かわしていく。現在の、小さなトカゲの姿のクロさんだからこそ可能なその動きに、ノエミさんは付いて行けない。

「……くっ!!」

　ノエミさんは、埒らちが明かないと考えたのか、距きよ離りを取って向かい合う。クロさんも、娘を正面から見据える。

　互いに譲ゆずれない思いを秘めているだろう二人。

　親子として、敵として。

　この、見知らぬ世界で、向かい合ってしまったことを、呪のろうように。

　やがて、その感情が溢れ出すように、話を始める。

　熱の入った、口調で。親子の間に横たわっていた、ここまでに至る様々な思いを、ぶつけるようにして。

「My dear」

「Come on」

「Yes」

「Great」

「No」

「Let's start!」

「No, stop!」

「Father!」

「Daughter!」

「何を言っているのか分からない!?」

　大変、話が盛り上がっているところ悪いんですけど……というか、そもそも話が盛り上がっているかどうかも、僕としては正直ハッキリしていないんですけど。

　クロさんは普段から、訳の分からない英単語でしか喋しやべらない。それでもある程度の意味は汲くみ取とれたし、諒子さんが通訳してくれることもあって、何とか理解出来ていた。

　しかし、今。クロさんとノエミさんの双方共に、そんな話し方をされるとなると。

「話が全く分かりませんよ!?」

　盛り上がっているのか、沈んでいるのか、険悪なのか、仲良しなのか。

　というかまさか、これこそがドラゴン族同士の会話だとでもいうのか。

「ど、どうしましょう」

「安心してソーイチ。私が、通訳してみるよ!!」

　そこでエリカさんが、自信ありげに言った。

「分かるんですかエリカさん」

「うん！　何となくね！」

「いや、何となくじゃ駄目なんですけど……」

「そうだね、えっと『世界を滅ぼしてもいいですか』『いいです』『それじゃあ皆で頑張って滅ぼしましょう』『いいですね』みたいなことを言っているよ」

「絶対噓うそだ!?」

　そんな都つ合ごうのいい通訳がありますか!?　っていうかそれは、ただのエリカさんの願望ですよね!?

「そうよ、適当なことを言ってんじゃないわよ!!」

「ミリアム？」

「ここは一つ、ワタシに任せてもらおうじゃない！　何しろ、教育テレビの『ドラゴン語講座』は欠かさず視聴しているんだから、もう基本から応用までばっちりなのよ！　そんなワタシに任せりゃいいじゃない!!」

「どうして地上波でそんな番組やっているんですか」

　需じゆ要ようがまるでないですよね。別の世界の電波でも受信しているんじゃないですか。

　しかし、ミリアムにはかなりの自信があるようだった。この魔王、どうでも良いことに関しては、やけに役立つんですよね。

「竜検五級のワタシに敵はないのよ!!」

「何なんですか、竜検って。竜語検定なんですか。だから、そういうのって一体、何処の世界でやっているんですか。需要が著いちじるしく偏かたよっていますよね。というか五級って、割と簡単な方なのでは」

「黙ってなさい！　聞こえないでしょ!?」

「はい」

　ミリアムが真剣なので、黙ります。

　少なくともエリカさんよりは頼りになりそうなので、任せることにした。

　そのままミリアムは、二人の会話に耳を澄ませていたけれど。しかし、その表情が、何だか愉ゆ快かいなことになって来ている。最初のうちは自信に溢れていた顔が、段々と曇くもって行くのが分かった。冷や汗なんかも流していますけど、何を聞き取ったんだろうか。

「え、ええっと……」

「どうしたんですか、そんな、気まずそうな顔をして」

「ちゃんと訳せている自信がなくなって来たっていうか。やっぱり、竜検五級じゃ所しよ詮せんこんなものかっていうか」

「構いませんから、何を話しているのか、言ってみて下さいよ」

「で、でも、これ言ったら、絶対に総一は怒る奴なのよ!?　そういうことをあの二人して言っているんだから!!」

「別に、話している内容をそのまま通訳するだけですよね？　そんなことで、怒ることなんてありませんから、言って下さい」

「ほ、本当でしょうね……」

　ミリアムは渋い顔をしながらも、呟つぶやく。

「あの子が、父親に対して怒っている理由、それはね？」

「それは？」

「隠していたプリンを食べちゃったから、だって」




【災厄が訪れるまで　あと　５日　23時間　17分　57秒】




「それじゃあエリカさん、一緒にミリアムへのお仕置きを考えましょうか」

「うん任せて。そうだね、まずは腕を両側から引っ張って」

「ちょいちょいちょーい!!」

　どんなお仕置きをしてやろうか、エリカさんと話し合っていると、当のミリアムが必死になって乱入して来た。

「ほらやっぱり怒ったじゃない！　どうせ怒られるって分かっていたんだから！　怒ったりしないって言うから信じたのに、やっぱり怒るんじゃない総一は!!　じゃあワタシはどうすれば良かったって言うのよ!!」

「ふざけるからです」

「ふざけてないわよ!!　本当にそう言っているんだもの!!」

　涙さえ浮かべながら、ミリアムは熱弁を振るう。

「ほ、他にも、『一緒に下着を洗せん濯たくしたから』とか、『最近加齢臭が酷い』とか、本気で怒っているのよ！　それに対してトカゲの方も『水道代がもったいない』『年を取るのは普通のことだ』って必死で反論しているの！　本当に、ドラゴン語で二人がそう喋っているんだってば！」

「それで、どんなお仕置きにしましょうか」

「じゃあ、全身に蜂はち蜜みつを塗ぬった上で森に置いておくっていうのは？」

「聞いただけで身体が痒かゆくなりそうですね……採用」

「だから聞きなさいよ!!」

　本気で泣きそうになっているところからして、噓を吐ついている訳ではないのだろう。

　ここで噓を吐けるような図太さがミリアムにあるのなら、多分ただの魔王では終わっていなかったでしょうから。

　ただ、そうなると、もう一つの問題が自動的に浮かび上がって来る。

　そう、ミリアムの通訳が本当ならば。

　あの二人の、争いは。

「……何て、どうでもいいことで争っているっていうんですか!?」

　そう、単なる茶番になってしまうのだ。

　衝撃を受けている僕をよそに、なおも二人は、言葉を激しく交わし合っている。僕達が大騒ぎしているのに、一切気付かない程に熱中している。それは、父親を殺そうとする娘と、それを食い止めようとする父親という、まさに修しゆ羅ら場ばだった……筈なのだ。

　それが今では、もう茶番ですよ。

　だって、加齢臭について話をしているんでしょう？　あとプリン。

　ここまでノエミさんに付き合って色々とやって来たことが、もうすっかり無駄になってしまったので、信じたくないんですけど。

「本当に本当なんでしょうね、ミリアム」

「だーかーらー、本当だってば！　そういう、どうでも良いことであの二人はやり合っているの！　だって元々ダメ人間なんだから、精々その程度で争うのがお似合いじゃないの!?　あのトカゲは酔っ払いのアルコール地じ獄ごくだし、あの子……ノエミにしたって、食いしん坊で変質者の知り合いで、それで父親を殺そうとするくらいのダメ人間だっていうじゃない！　ダメ人間同士の争いなんて、あんなもんでしょうよ!!」

「魔王のくせに説得力があるな……!!」

　確かに、ダメ人間という観点から見れば、そんなものかもしれないけれど、でも親を殺すなんて話をされたら、多少はこっちも真剣になるじゃないですか。その結果がこんな、プリン争いだなんて思いませんよ。

「じゃあもう、止めて来ましょうよ。っていうか、すぐ止めて下さい」

「でも、くだらない話をしている割に本気なのよ、あの二人。下手に割って入ったら、それこそ両方から攻撃されて、死ぬのよ」

「プリンの話に割って入ったら死ぬと!?」

「もういっそ、放ほうっておけばいいじゃない。どうしようもない話をしているんだから、そのうち勝手に納なつ得とくして、終わるんじゃないの？」

「でも、世界が滅ぶかもしれないんですよ!?」

　いくら、理由がどうしようもなくても。

　いくら、ダメ人間同士のくだらない茶番でも。

　その結果として、大いなる力同士が衝突し、世界が滅びると神様からの指令に出ている以上、放っておくなんてことは出来ないのだ。

　ええ、僕もまさか原因がプリンだとは思わなかったけれど、でも世界の危機に貴き賤せんとかありませんし、滅びてしまうんだったらどちらにしろアウトですよ!!

　そんな危機を、本気でどうしようか、頭を抱えていると。

「全くもう!!」

「エリカさん!?」

　おもむろにエリカさんが立ち上がった。

　そのまま、隠れている岩陰からずんずんと出て行くと、言い争っているノエミさんとクロさんの間に割って入る。その場所って、今世界で最も入りづらい場所だと思うんですけど、エリカさんには関係がなかったらしい。

　ノエミさんもクロさんも、いきなりの乱入者に注意を引かれ、言葉を止めた。

「ちょっと、そこの二人!!」

「What's?」

「No!」

「もうそれ、止めてくれないかな！　そのドラゴンっぽい言葉でばっかり話をしていると、本気で分かりにくいんだから、普通に喋ってよね！」

「Oh!」

「Oops!」

「分かった!?　分かったよね!?　じゃあ再開!!」

　相手の返事も聞かず、言うだけ言って、再び岩陰に戻って来るエリカさん。その顔には、満足気な笑みが浮かんでいる。

「これで、分かりやすくなるよ!!」

「って、ワタシの仕事を取るんじゃないわよ!!」

「いや、あの、二人とも、そういう話をしている場合なんでしょうか……ね……？」

　こっちの存在が完全にばれたじゃないですか。

　その上で茶番を続けさせるつもりなんですか。

　案あんの定じよう、クロさん達の視線は、完全に隠れているこちらの方を捉とらえていて。

「…………」

「…………」

「ほら、こっちを超見ていますよ!!」

「無視していれば、そのうち忘れちゃうんじゃない？」

「そんな鳥頭ではないと思いますけど、ドラゴンだし……」

「後は若いお二人に任せて」

「お見合いじゃないし、若くもないし、ドラゴンだし……」

　ノエミさんはどうしても気になるようで、僕達が隠れている岩陰の方をちらちらと見ているようだったけど、やがてどうしようもないと悟ったのか、改めてクロさんの方へと向き直った。

　どうあれ、僕達が手を出してくることはないと、そう判断したのでしょう。気まずそうに、話を再開する。僕達にも分かる言葉で。

「と、とにかく!!」

「Yes」

「次の授業参観、絶対に来ないで欲しいでありますよ!!」

「No」

「絶対に駄目であります！　常に酔っ払っていて、あまつさえトカゲに成り果てているような父親なんて、クラスメイトに顔向け出来ないであります！　『ノエちゃんのお父さんは何の仕事をしているの？』なんて聞かれて、それで何も答えられないような目には、二度と遭いたくないのですよ!!」

「But……」

「分かって欲しいでありますよ！　自分もいよいよ困って、『お父さんは酒の瓶びんを空からにする仕事をしているであります!!』とか何とか口走った黒歴史は、もう捨てたいのでありますから！　あの後、どれだけ笑われたことか！　笑われはしましたけど、でもあれってどう考えても真実だったでありますよね!?　本当のことを言っても笑われるようでは、もう自分の居場所とかないでありますよ!!」

「Umm……」

「いえ、あの、えーと……」

　ノエミさんが普通に話してくれているおかげで随分と分かりやすくなったけれど、それでも内容が変わる訳ではないですよね。結局、茶番のままですよね。

「しかも、授業参観に来て欲しくないから、って……」

　ノエミさんが、一番訴えたかったこと。それが、よりにもよって、父親が授業参観に来るか来ないかということで揉もめているなんて。

　クロさんが禁酒をしていたのは、まさかその為だったんでしょうか。あんなに衰弱していたら、授業参観に行くどころの話じゃない気もしますけど。

　とにかく、そんなことで、世界がヤバいだなんて。

　もう、心からガッカリして、膝ひざから崩れ落ちそうになるも。

　そんな僕は、後ろからミリアムによって支えられた。どうしてなのか、その顔は、悲哀に満ちていて。

「でもね、総一。あんまりドラゴンのことを誤解して欲しくないのよ」

「急にどうしたんですか、変な顔をして。しかも何で魔王が、ドラゴンのサイドに立って擁よう護ごするんですか」

「だって、それがドラゴン的には普通の感覚なのよ。どんな些細な問題でも命を賭かけてぶつかり合う文化なの。教育テレビでやっていた『どらごんぐらし！』って番組で知ったのよ、ドラゴンの生せい態たいについて」

「だからそれ、絶対に電波が混線していますよね？　地上波でやっていい番組じゃないですもんね？」

　誰が見るんだ、その番組。視聴率も取れなそうだし。

　とにかく、僕の知らない文化で、ドラゴンの親子は盛り上がっていると、そういうことになるのか。いや、親子で盛り上がるのはそりゃ勝手にしてくれとしか言えませんけど、問題はそれで、世界が滅びるかもしれないということなので。

　デバイスを取り出してみれば、カウントダウンは順調に進み続けている。いくら理由がくだらなくても、世界が滅びるという未来は、まだ変わっていないのだ。

　二人を、止めないと。

　世界の滅びを、防がないと。

　しかし、どんなに周りから見てくだらないことであっても。きっと、あの親子からしたら、それは大事な問題で。

「何で分かってくれないのでありますか!!」

　そこで、ノエミさんが大きく手を振り上げた。

　爪を生やしたその手が、父親であるクロさんに向けられる。

　しかしクロさんは、抵抗を見せなかった。それどころか、自分の娘の攻撃を甘んじて受けようと、目を閉じる。

「……ッ!!」

　それを見たノエミさんは、唇くちびるを嚙かみ締しめ、僅かに躊躇ためらいの表情を見せたものの、そのまま手を振り下ろそうとして。

「それは、いけないな」

　背後から伸びて来た手によって、腕を摑つかみ取とられた。




「え？」

　ノエミさんも、クロさんも、そして僕達も、その乱入者の方を見た。

　いつの間にか現れて、そしてノエミさんの手を摑んで止めた、その人は。

「……左文字さん」

　今まで、何処に行っていたのか。この世界に転移して以来、その姿を消していた英雄の一人。変身ヒーロー、左文字真太郎さんが、唐突に現れていた。

　彼は、爽さわやかに微笑ほほえんで。

「父親を殴るなんて乱暴なことを、しては駄目じゃないか」

「え、でも」

「きっと、そこには深くて重い、俺の知らない理由があるのだろう。だがそれでも、自分の父を殴ってはいけない。どんな理由があったとしても、家族を傷付けるなんてことは、絶対に駄目だ」

　レモン三〇〇〇個分の爽やかな笑顔で微笑みながら、諭さとすように告げる左文字さん。その姿は何というか、とても分別のある大人のようだった。

　どうしたんですか、急に真ま面じ目めになりましたけど！　今回の騒動においては、最初っからおかしかったので、もう一切この人のことは信用出来ませんけど！　そもそも、何でいきなり出て来たのか分かりませんし!!

　でもとにかく、ノエミさんを止めてくれて助かりました。左文字さんの言う通り、たとえそれがドラゴン的にもオールＯＫな文化だとしても、親を殺そうとすることが許されるとは思わない。左文字さんが、いくら変質者とはいえ、そういう常識を持ってくれていて助かりました。

「それに、だ」

　左文字さんは、なおも爽やかな笑顔のまま、ノエミさんを、じっと見つめて。

「まさか、外見を成長させる力を持っているとはな」

「はぁ」

「俺の知らないところで成長しているなんて、全く、困ったものだ。成長されてしまっては、俺といえどもつい見失ってしまいそうになる。だが、その純じゆん潔けつなる魂たましいまでは、ごまかせなかったようだな。どんなに外見を成長させたとしても、中身が幼女であるという真実だけは、決してごまかせないのさ。そう、君こそがあの娘だということは、俺にとってはまるっとお見通しだ！　我が魂こん魄ぱく百万回生まれ変わっても、その幼女としての概がい念ねんを、見逃すことはない!!」

「はぁ……」

「だから今、あえてここに宣言しよう!!」

　そこで、何だか意味の分からない、格かつ好こう良さそうなポーズを取り。

　ノエミさんのことを、真正面から見つめて。

「大事な娘を教え導みちびくのも、父親の仕事だからな、我が娘よ!!」

「やっぱりダメでしたね!?」

　一瞬だけ感心しましたけど、やっぱりこんな感じでした！

　もうナチュラルに、ノエミさんを娘呼ばわりしているし!!

　それでも変質者は気にすることなく、手に持っていた袋を掲かかげる。

「俺の愛する娘よ、頼まれていた食料を買って来たぞ。この世界、言葉も通じないし通貨も違うようだが、話し合えば分かり合うことが出来た！　こんな見知らぬ世界であっても、同志はいるものだ！　快く、食料を譲ってくれたとも!!」

「は、はぁ……」

「では早速だが、食事にしようじゃないか。こんな岩山のてっぺんでランチだなんて、中々刺激的で最高だ！　風が気持ち良い！　子供は風の子と言うからな……おっと、君は俺の娘だったな、はっはっは、俺としたことがちょっと間違ってしまった」

「いえ、その、今は自分、忙しいというか」

「はっはっは、気にすることはないとも、我が娘！　きっとお腹なかが空すいているんだろう、そうだろう、父は分かっているんだぞ！　だから、父の目なんて気にすることなく、存分に食べなさい!!」

「………………」

　諦あきらめたような顔で黙り込むノエミさん。

　そう、ノエミさんにとって左文字さんは、父親と会い、戦う為の手段の一つでしかなかったのだ。だからこうして実際に父親と会ってしまった以上、何かを左文字さんに求めることはない。というか、手段でもなければ、こんな変質者にわざわざ近寄る理由がないです。

　それなのに、今もまだ父親面をし続けている変質者。一切話が通用する気がしない、そんな遠い存在。ドラゴン語よりも余程どうかしている左文字さんを前に、もうどうしたら良いのか分からないのだろう。

　その様子を見ながら、横にいる魔王に話し掛ける。

「あの、ミリアム」

「何よ、総一」

「あの変質者の言っていること、分かりますか？」

「分かる訳ないじゃない。どんな資格を持っていても無理よ、アレは。教育テレビで映したらいけない奴だし。っていうか、こうしているだけで鳥肌が収まらないんだけど」

「ですよね……」

　魔王すら震しん撼かんさせる、左文字さんの変態行為。僕も、その気持ち悪さを目の当たりにして震えが止まりません。さすがは英雄、気持ち悪さも天下一品っていうことですね。ちなみに褒ほめていません。

　しかしまさか、このまま何もかも、なし崩し的に変質者の流れに巻き込まれ、どうにかなってしまうのだろうか……そう、覚悟した時。

　そんなことなど、許さないというように。

　割って入る声が、一つ。

「……Stay」

　ノエミさんの、本当の父親。

　そう、自分の娘がピンチに陥おちいっているこの状況で、父親であるクロさんが黙っていられる筈がなかったのだ。




　左文字さんも、自分の変態っぷりにすっかり酔っていながらも、自分に向けられている、一ひと際きわ強い視線に気付いたのだろう。嘲あざけるような笑顔を浮かべて、クロさんの方を見下ろす。

「おや、どうしたんだい、元父親」

「No!」

「はっはっは、そんなことを言っても、二人の父親が並び立つことは不可能だと分かっているだろう？　だから大人しく、俺と、俺の娘との輝かしい未来を、そして契けい約やくの成じよう就じゆを見守っていればいいだろう？」

「No!」

「だが、俺だって、鬼じゃない。元父親のことも尊重したいと思っているし、何よりもここまで共に戦ってきた、戦友とも呼べる存在なのだからな。だからこそ、勝負をしようじゃないか」

「What?」

「そう、どちらがこの子の父親に相応ふさわしいのか、勝負をしようじゃないか！　英雄同士、どちらが強くて、あの娘にふさわしいか！　父たる者の資格をはっきりさせよう！　娘を巡る俺達の因縁に、決着を付けるんだよ!!」

　そう、堂々と宣言する左文字さんだったけど。

「いや、その子の父親、そこにいますよね……？」

　偽父ですよね、左文字さん。

　どうやってもクロさんが父だという事実は変わりませんし。

　だけど、変質者は、大変やる気のようだった。ノエミさんをそっと下がらせると、クロさんの正面に立つ。

　そしてクロさんもまた、目の前にいる変質者のことを、鋭い視線で下から睨みつける。お互いに、言葉だけでは相手が止まらないと、そう理解したのだろう。というか、自分の娘を勝手に盗とられそうになっていることに、もしくは左文字さんの出すあまりの気持ち悪さに、いよいよ限界が来たのだろう。普通の父親だったら、まあそうしますよね。娘に近付く変質者をこの世から消滅させようとしますよね。

　見つめ合う、英雄と英雄。

　空気が軋きしみ、風が騒いでいる。

　岩山の頂上は、今や、戦場めいた雰囲気へと変化していた。

　これまでにも、何度か体験したことがある。一流の戦士と戦士がぶつかり合う、戦いの予兆。これから始まる、戦乱の予感。その空気が、一つの事実を思い起こさせる。

「ちょっと待って下さい。こ、この状況って、まさか……!!」

　英雄と英雄の、激突。

　それはまさに、デバイスに記されていた、世界滅亡の流れだ。

　娘を巡って、いきなり始まってしまった、左文字さんとクロさんの勝負。

　親子の問題が何となく終わって、しかしそこから新たに発生した火種。

　この世界を滅びへと向かわせる、その災厄の綻ほころびが。

　ここで、巻き起ころうとしているのだ。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　22時間　44分　47秒】




「ふ、二人とも、止めて下さい!!」

　慌てて叫び、二人の間に割り込む。

「こんなことしたって、何にもなりませんよ！　だから今すぐに、止めましょう！　それが一番です!!　世界の為にも!!」

「邪じや魔まをしないでくれ、少年」

　しかし左文字さんは、悲しそうな顔で、首を振る。

「父親として、娘の為に出来るのは、これだけなんだ」

「いや娘じゃないですよね。左文字さんにとって、ノエミさんは明確に他人ですよね。そろそろ正気に戻って下さい」

「父の役目として、このトカゲを、潰つぶす!!」

「だからそのトカゲが真の父親！　あなたは偽の父親です！　いい加か減げんに夢から醒さめましょうよ!!」

　ああもう、この変質者、本気でどうかしていますよ!!

　埒が明かないので、もう一方、トカゲのクロさんの方に向き直る。こっちはまだ、正気が残っている筈です！

「クロさんも止めて下さいよ！　もう、娘さんと話し合いでも解決出来ます、僕が何とか仲介しますから!!」

「No」

「どうしてですか!!」

「Kill him」

「とんでもなく危険なことを言いませんでしたか今!?」

　どうしましょう、トカゲの方も、すっかりやる気ですよ!!

「それでは、行くぞ!!」

「Yes」

「聞いてないし……!!」

　僕を押おし退のけて、左文字さんが前に出る。いつの間にか、その身体は装そう甲こうに覆おおわれ、その顔面は仮面に包まれている。赤いマフラーを風に靡なびかせて、仮面戦士プリズナーが戦闘の意思を表していた。

　それに呼応するように、クロさんも一歩を踏み出した。

　いや、相手がこんなのだから、ちょっと潰したくなるのはむしろ自然ですけど。そんなクロさんは、やおら天を見上げると、一声吼ほえる。

「……Go」

「なっ!?」

　瞬間、クロさんの全身が膨ふくれ上あがっていく。

　先程までは小さなトカゲだったその身体は、どんどんとその大きさを増していく。四肢は太く、尾は長く。鋭い牙きばが、相手を嚙み砕こうと並ぶ。空で見たほどの巨体とは言えないまでも、既に数メートルほどの巨体へと変化している。

　それこそは確かに、伝説に謳うたわれるドラゴンの姿だ。

「そ、そうか、そういうことだったのね!!」

「知っているんですかミリアム!!」

「これも教育テレビで見たんだけど!!」

「万能ですね教育テレビ!!」

　僕も、デバイスから勧められる本を読んでばかりではなく、教育テレビから情報を仕入れた方が良いかもしれませんね！

「あのトカゲが普段から酒を飲んでいたのは、自分の力を抑える為だったのよ！　常に酔っ払うことで、自分の過ぎた力が暴走しないように！　酒に酔った状態ならば、全力を出せないから！　つまり、酒を飲むことは、トカゲの本意ではなかったのよ!!」

「いや滅茶苦茶楽しそうに飲んでいましたけど……」

「しかし今、慣れない禁酒を続けて、アルコール分を抜いたことで、トカゲは真の力に目覚めようとしているの！　身体は小さいように見えても、そこに秘められている力はまるで衰えていない！　ドラゴンとしての本領を、酒に酔っていない万全の力を、取り戻そうとしているのよ!!」

「え、本当にそうなんですか……？」

「間違いないわ！　教育テレビで言っていたんだから!!」

「もう教育テレビはいいですよ!!」

　完全に本気で、戦おうとしている二人。

　いくらその理由がどうしようもないものであっても、やる気になった英雄の迫力は本物だ。僕なんかが止められるような段階は、とうに過ぎている。この場に立っているだけで、身体が勝手に震ふるえる程だ。

「そ、そんな……」

　争いの原因となったノエミさんも、その場に立たち竦すくむことしか出来ない。

　誰もが見守るしかない、英雄同士の衝突。

　このままでは、世界が終わってしまう。そう思わせるだけの迫力が、凄味が、目の前の二人から伝わって来る。英雄と英雄、その戦意は途絶えることなく、むしろ互いに呼応しているかのように膨れ上がっていく。

　デバイスのアプリ、『英雄失脚ハイドラヴエノム』を使おうにも、クロさんの方はまず止まらない。左文字さんにしても、娘を守る為だと思い込んでいるこの戦いにおいては、もう誰に電話をされようとも構わないだろう。というかこの世界に警けい察さつとか来ないし!!

　もう、頭を抱えるしかなくて。

　しかし、そんな悩みは何でもないことだと、そう言うように。

「怖いのかな、ソーイチは」

「え？」

　ぎこちない動きで、振り返る。そこで見たのは、鮮烈な金色だった。

　他でもないエリカさんが、慈愛に満ちた視線で、僕のことを見つめていたのだ。

「震えているよ」

「ええ、怖いです。そして、腹が立ちます。こうなってしまうことは予測出来たのに、止めることが出来なかった自分に」

「うん、でも、大丈夫だよ」

「……え？」

　エリカさんの、微笑み。総すべてを包み込んでくれるかのような、そんな柔らかな笑みが、僕に向けられる。

　彼女は、そっと僕の肩に手を置くと。

「私が、あの二人の戦いを止めてあげるから。ソーイチは、そんな顔をしなくても良いんだよ？　だから、安心して」

　心から、そう言っていると、そう思わせる態度と。

　凪なぎのように穏やかな、声音で。

「まだ遅くないよ、あの二人を止めることは出来るよ。私が止めてみせる。だから」

　首に付けられた封印拘束具『デモンズシール』を触りながら。

「ソーイチは、ただ私に命じれば良いんだよ。二人を、止めろって、ね」

「……エリカさん」

　確かに今この状況で、あの二人の英雄の力に対抗するには、封印を解いた状態のエリカさんに頼るほかない。だからエリカさんの提案は、まさに渡りに船で。

　ただ、一応、言っておきますけど。

「あの、エリカさんは、自分以外が世界を滅ぼすのが嫌だから、ちょいと邪魔してやろうと思っているだけですよね？　しかも、その流れで、自分が世界を滅ぼすつもりなんですよね？」

「あれ、何で分かったの？」

「分かりますよ、もう」

　僕だって、学習をしたんですよ。

　こういう場合エリカさんが何を考えているのか、大体分かるようになったんですよ。それも、ここまでの積み重ねがあってのことです。一切積み重ねたくなかった奴だ。

　エリカさんが英雄二人を止めたとしても、その結果として誕生するのは、英雄二人でも止められなかった最強の英雄が世界を滅ぼそうとする地獄絵図です。結果として、何一つ解決しないんですよ。問題を先送りにするだけに終わります。

「そんなこと言って、それ以外に二人を止める手段なんてないくせにー」

「うっ……」

「ほらほら、早く私の封印を解いてよー」

　確かに、他に二人を止められる手立てはない。

　さっきから横の方で『ワタシ！　ワタシに任せなさい!!』みたいなアピールをミリアムが必死でやっているんですけど、無理ですよね？　エリカさん単体にすら勝てないのに、二人相手は絶対に無理ですよね？　嚙ませ犬にしかならない相手を、わざわざ放り込む趣味は僕にはないです。

「……ああ、もう」

　だから、結果がどうなろうとも、任せるしかないのだ。

　それが、どんなに危ない橋を渡ることになったとしても。

「仕方がありません。エリカさんの封印を今から解きます！」

「そうそう、そういうのでいいんだよ」

「でも、制限時間を設けますからね！　時間制限付きですから！　好き勝手に暴れられるとは思わないで下さいね!!」

「あれ、この首輪って、そんな機能が付くようになったの？」

「こんなこともあろうかと、新開発してもらったんです」

「ちなみに、制限時間ってどれくらいなのかな」

「五分くらいでどうでしょうか？」

「うーん、シンタローとクロさんが相手だからね。最強のヒーローと最強のドラゴンなんだし、もうちょっと欲しいかなあ」

「それじゃあ、一〇分くらいで」

「うん、大丈夫だよ。それだけ時間があれば問題ないって」

「それはどっちの……？」

　二人を制圧するまでの時間なのか、世界が終わるまでの時間なのか。いえ、それを聞いても、答えてはくれないでしょうけど。

　どちらにせよ、選択肢はありません。こういう時の為の権限は、既に神様から受け取っている。デバイスを開き、封印拘束具『デモンズシール』を、限定条件・時間制限付きで解除させるアプリを立ち上げる。

「じゃあ、行きますよ。エリカさん」

「うん！　どんと来て良いよ！」

　デバイスの画面に、何桁けたにも及ぶパスワードを打ち込んでいく。慎しん重ちようかつ大胆に、決して間違えないように。

「……対英雄用封印解除アプリ、『英雄復活アンブロシア』起動！」

　最後のパスワードを入力し、『起動』を選択した瞬間、デバイスからファンファーレのような音が鳴り出す。

「来た！　来た来た来たよ!!」

　それに連動するようにエリカさんの首輪が輝いて、その封印機能が停止した。同時にデバイス上に、『英雄復活アンブロシア』の残存秒数が表示される。

　瞬間。

「超、復、かぁーつ！！！！」

　一陣の風が吹き、最強の英雄が、その本気の力を取り戻して、新たにこの場に降り立った。

　勇者、エリカ・アシュローズ。

　最も強く、最も厄やつ介かいな英雄の、出撃である。




「クロさんもシンタローも、ちょっと待って欲しいな！　世界を滅ぼすのは、私の役目なんだよ!?　勝手に滅ぼされたりしたら困るんだから！　という訳で、二人まとめて相手をしてあげるから、覚悟してもらうよ!!」

　そして、力を取り戻したエリカさんは。

　いつの間にか手にしていた聖剣を振りかぶり、叫び、駆け出す。

　もう一切自分の本性を隠すことなく、二人に襲おそい掛かかっていった。全く、思っていた通りの行動をしやがりますね!!

　そして対する、英雄二人も。

「おっと、エリカ君まで俺の娘を狙ねらっているというのか……!?」

「No! My daughter!」

「どちらにしろ、俺と娘の仲を引き裂こうなどという企たくらみは、絶対に許さん！　この俺が、太陽と風と、そしてその他諸もろ々もろに代わって、成敗してやろうじゃないか!!」

「Me too!」

　気合を入れて、エリカさんを迎え討つ為に、突っ込んで行った。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「……とんでもない、闘いだ」

　その後の戦いは、まさに神話の再現だった。

　勇者の振るう聖剣が、地面ごと相手を両断しようと放たれる。それを変身ヒーローはジャンプで、ドラゴンは飛行で避よけ、返す刀で反撃を開始する。矢のように放たれるキックと、大きく開いた口から放たれる火炎が、ぶつかり合って大爆発を起こす。その轟ごう音おんと噴ふん煙えんを突き抜けて、三者の直接攻撃が激しく衝突する。

　竜の爪が全てを薙ぎ払おうと振り回されれば、ヒーローの鋭い蹴けりと、勇者の繰り出した盾によって防がれる。それでも巨大な体たい軀くを活いかして突撃するドラゴンを前に、二人は為なす術すべもなく後退し……しかし次の瞬間、体勢を立て直して、鋭い反撃を繰り出す。

「私の為に消えてよ、二人とも!!」

「娘の為にも負けるものか！　この仮面砕けようとも、決して!!」

「Kill them all!!」

　英雄達の怒号が響く。

　どれか一撃でも受け損なえばたちまち崩れてしまうだろう、奇跡的なバランス。どれもが世界を滅ぼすに値あたいするだけの威力を秘めているからこそ、それぞれに相手の攻撃を本気で受け止め、そして自分の攻撃を打ち込まんとする。

　そんな戦いの余波は、確実に世界を滅亡へと向かわせていた。

　既に岩山の範囲で収まってはいない。戦いは空へ、そして大地へと波及し、周囲に破壊を振りまいている。伐採された木々が宙を舞い、土砂と共に雨となって降り注ぐ。空には雷鳴が鳴り響き、世紀末めいた光景を現出させている。

　その破壊の中を、英雄が駆ける。勇者は杖つえを振ってエネルギー弾を飛ばし、変身ヒーローは加速しながら攻撃を繰り出し、ドラゴンは巨体を振り回す。

「燃え尽きちゃえ!!」

「俺の燃え上がる心まで、消せると思うなよ!!」

「Burning!!」

　英雄と英雄と英雄。

　ダメ人間とダメ人間とダメ人間。

　いずれ劣おとらぬ、英雄の戦闘に。

　僕はただ、言葉を失って、見続けることしか出来なかった。

　これまでに、英雄の戦いというものを見たことはあった。魔王の城に皆さんがやって来た時なんか、それはもう激しい戦いだった。だけどそれは、英雄としての力を存分に発揮した、一方的なものばかり。英雄を前にしては、たとえ魔王の軍勢が相手であっても、敵にはならなかったのだ。

「何か総一がワタシをディスっているような気配がしたんだけど」

「気のせいです」

「すっごい失礼なことを考えている気がしたんだけど」

「気のせいです」

　確かにあの時、一番奮ふん戦せんしていたのは魔王だけど、結果一ミリも抵抗は出来ていなかったような……なんてことは決して思っていませんとも。

　だけど、今は違う。

　英雄の相手は、同じく英雄。

　その力は、恐ろしい程の高水準で拮きつ抗こうしている。

　だからこそ、互いに本気でぶつかり合う。対するのが英雄であるからこそ、英雄が本気で相手をしなければならない。英雄の力を受け止めるということは、自分も英雄の力で対抗するということ。その結果、三者の戦いは、際限なくその規模を広げていく。

　それは、本当に、どうしようもない程に、圧倒的で。

　世界なんて、簡単に滅ぼされてしまうと、そう理解してしまう。

　自分が拠よって立っている、この世界。それが、本当にくだらないことで崩壊してしまうような脆もろさだって、絶望と共に知らされるようだ。

　これが、英雄。

　これこそが、英雄の本領なのだ。

　一緒に暮らしていて、ダメ人間としての一面はともかく、誰もが、決して根は悪い人間ではないということは知っている。ダメ人間ではあるけれど。

　それでも、彼らが英雄としての能力を存分に発揮すれば、こうして世界は容易たやすく終わるのだ。そのことを、思い出させるように、目の前の破壊は続いている。世界が滅びるという予言を、叶かなえるかのように。

「って、叶えたら駄目なんですよ!!」

　ただ見ているだけじゃ駄目だった!!

　といっても、この戦いに割って入ろうものなら、次の瞬間に僕なんかはミンチです。飛行機のエンジンに飛び込むようなものだ、仮にそれで戦いが止まったとしても、その頃には僕の原形がなくなっているんですよ。

　そんな戦いの果て、ついに、耐え切れなくなったかのように。

「うわっ!?」

「ちょっと！　揺れているわよ！」

　僕達のいる岩山が、大きな揺れと共に崩壊を始めた。

　いや、むしろ、ここまで良くもった方だというべきだろうか。何しろ、直上で英雄達が大激突を繰り広げているのだ。破壊の伝でん播ぱは、既に岩山全体へと及んでいる。岩肌が崩れ、地面が割れて、バラバラになっていく。

「ちょ、ちょっと総一、まずいんじゃないの!?」

「はい、まずいですね！　ミリアム、山が崩れたら助けて下さいね!?」

「え？　あーはいはい、任せてよね!!」

　一瞬、自分が何を言われたのか分からない、というような顔をしたミリアムだったけど、すぐに笑顔を浮かべた。というか、中々見せないレベルの良い笑顔をしているんですけど、どうしたんですか。

「何ですかその笑顔!?　何か楽しいことでもありました!?」

「総一が素直に頼ってくれるなんて、明日は雪だって思ったの!!」

「そうですか!!」

　何か失礼なことを言われている気もするけれど、お仕置き案件のような感じだけど、今はそれどころではない。ミリアムが僕を覆うように抱き留めると、その影が一瞬にして拡がり、僕達を守るように展開された。時折瓦が礫れきが飛んで来るものの、影が自動的に反応して撃ち落とす。

「ワタシの『孤群万魔デイクタトール』、この程度の岩で敗れはしないのよ!!」

「便利ですね、これ……」

「ようやくワタシの有用性が分かったみたいね！　でも今は首輪のせいで力を制限されているから、本来ならばこんなものじゃないのよ？　だから、これを機に、普段のワタシの扱いもちょっとはマシに」

「はい。あ、後一つだけ、お願いがあるんですけど」

「真面目に聞きなさいよ！　……何よお願いって」

「向こうにいる、ノエミさん……ちゃんも」

　英雄達のぶつかり合いの衝撃にあてられたのか、いつの間にかその身体は、幼女の姿に戻っていた。そんなノエミちゃんも一緒に助けて欲しいと、そう言おうとして。

　けれど、一瞬だけ、致命的に遅かった。

「ノエミちゃん!?」

「えっ!?」

　今、ノエミちゃんの頭上に、巨大な光の塊かたまりが、落下しようとしていた。

　それは、英雄達の戦いの中で放たれた、エネルギーの塊だった。

　禍まが々まがしいオーラを纏まとったそれは、僕でも分かる程にどうしようもない脅きよう威いで。それがノエミちゃんに向けて、真まっ直すぐに落ちて行く。落下までは恐らく数秒もない。そんな短時間では、とても範囲外まで逃げ切れない。

　ノエミちゃんも、決して只ただ者ものではないけれど、それでも今は違う。

「……ッ!?」

　目の前で起こっている戦い。

　彼女が標的としていた父親の、戦う姿。

　それは恐らく、彼女がどんなに背を伸ばしたとしても、届くものではなかった筈だ。だって、こんなにも、桁が外れているのだから。英雄としての真価を発揮して戦っている姿は、余人が介入出来るものではない。ここまで彼女が積み重ねてきたものだってあっただろうに、それでも、届かない。

　そのショックが、彼女から戦意を奪い。そしてまた、抵抗をも奪った。英雄の戦いに踏み込んでしまったこと、そのツケは今、最悪の形で訪れようとしている。

「早く！　こっちへ！」

　僕が伸ばした手も、届かなくて。光の塊は、そのままノエミちゃんの頭上に落とされる。

　その、刹せつ那な。限りなく終わりに近い瞬間の中で、ノエミちゃんの声が届く。それは、きっと何ら飾ることのない、素すのままの声で。

　泣きながら。

　子供のように。

　全てが手遅れになってしまってから、聞こえる。

「お父さん！　助けて！」

　生と死の間、刹那の時に叫んだ、心からの言葉。

　あまりにも遅過ぎた、その求め。

　決定済みの未来。既に終わってしまった事実。

　もう、どうあっても覆くつがえせないような、残ざん酷こくで過酷な運命に。

　逆らってこその、英雄である。




「任せろ!!」

「Yes!!」




　二つの声が、唱和して。

　全てが間に合わないという運命ごと否定するかのように。

　落下して来た光の塊が、砕け散った。

　まるで花火のように、エネルギーが激しく砕かれて、宙に消えていく。

「なっ!?」

　光の奔流の向こう側に垣かい間ま見みえる、赤いマフラー。そして輝く、確かな右腕。

　仮面戦士プリズナーの繰り出した必殺の拳が、天から落ちて来たエネルギーを粉々に砕いていた。

　しかし砕かれたエネルギーの欠片かけらは、なおも雨となって降り注ぐ。一つ一つが致命傷となり得るレベルの雨、その脅威はしかしノエミちゃんに届かなかった。

「……何で？」

「No problem!」

　クロさんの巨体が、ノエミちゃんの盾になっていたからだ。

　降り注ぐエネルギーは、クロさんの背中に次々と直撃して、その度たびにクロさんの顔が苦痛に歪ゆがむ。それは、全身を絶えず焼かれ続けるような痛みだろう。ただ、それでも、決してクロさんの身体が動くことはなかった。

　理由なんて、当たり前過ぎるくらいに、分かっている。

　娘を、守る為。

　その為にクロさんは、己の身を投げ出して、盾としているのだ。












　守られているノエミちゃんは、混乱した表情を浮かべていた。そう、彼女の側から見れば、きっと分からないのだろう。先程まで争い、殺そうとしていた筈の父親が、自分を守っているのだから。

　ノエミちゃんからすれば、今のクロさんは無防備。殺やろうと思えば、いつでも手に掛けられるような場所にいて。それでも、ノエミちゃんは動かず、代わりというように、言葉をぶつける。自らを守っている父親、クロさんに向けて。

「どうして、こんなことを」

「No」

「だって、自分は、お父さんのことを……ッ!!」

「No word」

「そんなの、ずるいであります!!」

　涙交じりの言葉。

　娘の、必死の声を、クロさんはそっと聞き届けている。

　相変わらず、言葉少ないクロさんだったけど。その思いは、きっと、ノエミちゃんに届いていた。行動が、どんな言葉よりも確かに、その意思を伝えていた。

　たとえ、二人の間にどんな過去があろうとも。

　巨大なドラゴンが小さなトカゲに変わる程の何かが、そこに横たわっているとしても。

　それでも、親が子を想う気持ちに、変わりなどない。

　英雄としてではなく、父親として。

　当たり前のように、そうしたのだ。

　父親に守られた娘の目には、大粒の涙が浮かんでいる。

　それでもその手を父親へ、慈いつくしむように伸ばした。

　そこに、父親を殺そうなんていう意思は、もう存在していない。

　ただ、普通に、父親を想う娘のように、そうしていた。

　姿形はこうして違っていても、二人の間に絆きずながあることは、ちゃんと分かる。

　一番自然な形で、親子はいつまでも、寄り添っていた。

　降り注ぐ雨が止んで、青空から光が差し込んでも。

　ずっと、ずっと、そのままで。




【災厄が訪れるまで　あと　５日　21時間　28分　45秒】




【最後に一つ申し上げます。シーちゃん、ご主人様のことを心から尊敬しております。ダメ人間という荒波に揉まれて、英雄達の数々の堕だ落らくを見せつけられて、それでも自分の使命を諦めないその姿は、私にとって、本当に美しく感じるものでした。しかし、だからこそ、これ以上その身を削けずることはないのです。どうか、全てを忘れて、ゆっくりとお休み下さい】




【出来ることなら……永遠に】










「そんな訳で、ノエミちゃんとクロさんの問題は解決した訳ですけど」

　そこに、何の問題もありません。問題なんか、ある筈はずもないです。

　親子がわだかまりを捨て、お互いの気持ちを分かり合うことが出来た。本当に素敵で、素晴らしいことです。僕も、この結末の美しさに、拍手したい気分ですよ。

　ただし、全すべてが終わりではない。その証しよう拠こに、手元に持ったデバイスを見てみれば、カウントダウンは、未いまだに刻まれ続けている。

　それは、まだ何も終わっていないということで。

「良かった、無事だったな、我が娘よ！　それでは改めて、父親決定戦だ!!」

　問題は左さ文もん字じさん、気持ちの悪い変身ヒーローです。

　クロさんが戦いを止やめたというのに、この人はまだまだ続行する気なのだ。親子の素晴らしい結末を見て、それで何も感じないんですか。いやこの人の場合、クロさんを亡き者にして自分がノミエちゃんの父親になろうとしているので、要するに最悪ですよ。

　もう見ちゃいられないので、二人の間に割って入る。

「左文字さん、ちょっと待って下さい。何だか上う手まくまとまりそうだっていうのに、どうして邪じや魔まをするんですか」

「何を言う少年！　まだ、何も終わっちゃいないんだぞ!?」

「あの、もう色々と終わりましたよね？　仲なか違たがいしていた親子が仲直りして、もうそれ以上にやることはないですよね？」

　そんな僕の言葉も、何だか空回りして、届いていないようだった。

「大切な娘を守る為ために、一いつ旦たんは敵と共闘したが、しかし勝負はまだついていないぞ！　俺の、娘を巡る冒険は、まだ終わっちゃいないんだからな!!」

「いや、そこの仲良し親子を見て下さいよ。左文字さんの入る余地なんて、もう一切ないことを分かって下さいよ」

「分かっているが、分かる訳にはいかんのだ!!」

「分かれよ」

　思わず真顔で突っ込んでしまいましたよ。

　というか、ここまで気持ちが悪いという理由で、左文字さんのことをぞんざいに扱ってきましたけど。そろそろ、正面から向き合うべきなのかもしれません。クロさんとノエミちゃんのように、言うべきことをちゃんと言う、そういう態度を取るべきなんだって、そう思います。まあ、クロさんが言っていたことは良く分からなかったですけど。

「あの、左文字さん、大事なお話があります」

「何だい、少年」

「気持ち悪いので止めて下さい」

「……………………」

　あ、凹へこんだ。

　地面を向いて固まってしまっている。

　普段から、割と周りを気にしないような態度をしていた左文字さんですけど、やっぱりストレートに言われるとこうして凹むんですね。

　ただ、そこは不屈の英雄。しばらくショックを受けていたらしいけれど、それでも左文字さんは顔を上げ、拳こぶしをぐっと握って叫ぶ。

「くっ……確かに、俺は、若じやつ干かん、いやそれなりに、あるいは多少なりとも、気持ち悪いのかもしれない!!」

「ようやく認めましたね？」

「だ、だが、それでも、俺は俺の夢を諦あきらめきれない！　ようやく、夢への第一歩となる娘を、『恐るべき娘達計画マジエステイツクドーターズ』の一人目を見つけたのだから、ここで立ち止まっていてはいけないと心が叫んでいる！　だから俺は、まだ立てる！　ヒーローは絶対に挫くじけてはならないんだ！　俺は諦めない!!」

「ですから、いい加か減げんに諦めて下さい。むしろ何で諦めないんですか。ほら、あっちでノエミちゃんとクロさん、本当に仲良くしているじゃないですか。あれこそが正しい親子の姿です。それと比べたら、左文字さんはこう、気持ち悪いんですよ」

「くっ……」

「気持ち悪いことを叫んで、無理矢理に娘にしようとするなんて、そんなの絶対に間違っていますから。子供達の為にもなりませんから」

「ぐぬぬぬぬ」

　左文字さんから見ても、あの親子の仲の良さは否定出来ないらしく、唇くちびるを嚙かんで悔しがるのだった。いや、そこまで悔しがるものじゃないですよね。だって、最初から入り込めない関係性ですもんね。厳しいとは思うけれど、更に言葉を重ねておく。

「あんなに幸せそうに笑っているノエミちゃんを、父親であるクロさんから引き離すことが、本当にノエミちゃんの幸せになると思っているんですか。本当に、少女の未来を守りたいと願うなら、もうそっとしておくべきですよ」

　僕の言葉に、左文字さんは再び俯うつむいて。

　ちょっと言い過ぎかな、と思ったけれど。左文字さんは、か細い声で呟つぶやいた。

「……そうだな、その通りだ」

「左文字さん……」

「確かに、俺が真に守るべきは、少女達の笑顔で、幸せだ。それが守られるのなら、俺個人の満足なんて、どうでもいいことだ。それを分かっていた筈なのに、どうして間違えてしまったんだろうな」

　やがて、顔を上げる左文字さん。その顔に、浮かんでいたのは。

「だから今は、ただ黙って、娘の幸せを祈る!!」

「け、血涙!?」

　言葉と同時に、赤い涙が大地に落ちる。左文字さんは何と、真っ赤な涙、すなわち血涙を流していたのだ。

「ちょっ、それ、大丈夫なんですか!?」

「ふ、ふふふふふ、大丈夫だとも！」

「そんな風には全く見えませんけども！」

　いや、頭部に怪け我がをして、そこからちょっと血が流れているだけですよね？　悔しさのあまり血涙を流しているんだとしたら、それはホスピタル案件ですからね？

「俺はここで、涙を呑のんで、俺の娘の未来を見守ることにする……！」

「呑んでないですよね、涙。赤いのがボロボロ出ていますから。あと、出来れば、見守るのも止めて下さい。気持ち悪いです」

「そ、そうか……だが、見守らなければ、安全を保障出来ないぞ」

「その辺りはクロさんに任せましょうよ。親と子、こうして分かり合えたんですから」

「だ、だが、可か愛わいい娘の成長記録をこっそり貰もらうことくらいは、構わないよな？　そっと遠くから、娘のことを思うだけだからな？」

「クロさんに頼んで下さいよ。ＯＫするとは思えませんけど」

「駄だ目めだろうか」

「駄目だと思います」

「そうか……いや、もう写真一枚だけでも構わない！　そうしたらもう俺は、あの子に近付いたりしないし、娘にしようとも思わないから、どうか頼む！　お願いだ、何でもするから!!」

「本当に気持ち悪い……でも、そのくらいなら、まあ、頼んでおきますよ」

「恩に着る……！　お礼に、少年に娘が生まれた時には、必ず……」

「黙って下さい。本当に。お願いですから」

　これで、左文字さんが少しでもまともになってくれれば良かったです。実際、あんまりまともになっていないような気もしますけど。




「さてと……」

　クロさんの問題、左文字さんの問題が解決して。残る問題は、ただ一つ。

　まあ、それが一番酷ひどくて、ヤバくて、どうかしているんですけど。しかも、どんな展開になったとしても、必ず最後に待っているタイプの問題だし。

「あれあれ？　シンタローもクロさんも、世界を滅ぼすのを諦めちゃったの？　勿もつ体たいないよね、もう少しだと思うのに」

　そう、満を持して登場のエリカさんです。

　エリカさんは、何事もなかったかのように微笑ほほえんでいる。いや、何があったとしても、きっとそうしているのだろう。

　世界を、滅ぼす為に。

「だったら、後は私にお任せってことだね！　二人の遺思を継いで、私がきっちりかっちり世界を滅ぼしてあげるよ！　二人とも草葉の陰からそっと見守っていてよ!!」

「どっちも死んでないですからね!?」

「あの二人が、生命を賭として私に託した分だけ、私は世界を滅ぼすんだから！　つまり、この世界は、三回ほど滅ぶことになるね!!」

「一回で十分ですよ!!　いや一回でも駄目だ!!」

「アンコールにお応こたえして、四回くらいは行っておこうかな！　うん、そう決めたら、やる気が出て来たよ!!」

　クロさんと左文字さんが戦いを止めたことで、もう英雄同士の戦いを行う必要性はなくなった筈なのに、一人でやる気です。

　しかし、何というか、エリカさんの暴走にも、すっかり慣れてしまいました。慣れたといっても、放ほうっておいたら世界が滅ぶので、決して放置は出来ないんですけども。心の底から厄やつ介かいですよね。

「あの、エリカさん」

「どうしたのかな、ソーイチ。そんなに真ま面じ目めな顔をして」

「どうにか世界を滅ぼすのを止めてくれませんか。無理ですか。そうですよね。分かりました」

「一人で自己完結されてもこっちは困るんだけど……」

「分かっています。分かっていますよ、ええ」

「ソーイチが何を分かっているのか分からないよ……」

　途中で諦めてしまった僕を見て、珍めずらしく戸と惑まどっている様子のエリカさんだった。いや、どうせ何を話しても無駄なので、もう言う必要はないかなって思った次第です。

「ああ、そうやってソーイチが勝手に諦めているのも、きっと世界が悪いんだよね。世界の行く末に期待が持てないから、すぐに諦めちゃうんだよね。そんな先の見えないような世界は、もういっそリセットすべきだよね。若者達が自由に、未来というキャンバスに夢を描けるように、全部白紙に戻そう!!」

「え、ここから巻き返すんですか!?」

「その為に、私は世界を滅ぼす！　何だか別の世界に来ているような気もするんだけど、世界に貴き賤せんなんかないから、私はこの世界を心から滅ぼしてあげるよ。世界は平等に、私によって滅ぼされる!!」

「だから、駄目ですってば!!」

「みんなが安心して暮らせる世界を取り戻す為に、私は世界を一度滅ぼさないといけないんだ！　まあ、私は壊すことしか出来ないから、後のことについては保証出来ないけど、何とかなるよね！　破壊は再生に繋つながるし!!」

「ああもう!!」

　やっぱり、ちっとも話を聞いてくれやしない！

　エリカさんは崩くずれ去さった岩山の上に登ると、手を広げて周囲を見渡した。岩山の上から見たこの世界は、延々と緑色の森林が広がっている。

　エリカさんは、そんな緑の世界に対して。

「とぅッ!!」

「ひぃっ!?」

　いつの間にか取り出していた聖剣を、思い切り振り下ろす。

　ただそれだけで、眼下に拡ひろがっていた森林に、亀き裂れつが走った。

「あはは、凄すごいよこれ!!」

「えええ……」

　更に剣を振るうエリカさん。

　その動きに連動して、森林がずたずたに切り開かれていく。斬ざん撃げきが走る度たびに木々が弾はじけ飛とび、地平線の向こうにまで土煙が上がる。

「こうしていると、昔、迷いの森で迷わされた時のことを思い出すね！　あの時はもう三日三晩に渡って迷い続けて、いよいよ全部森を焼き尽くして脱出したら無関係の森まで火が拡がっちゃったっけ！　あの時の恨うらみ、思い知るがいいよ!!」

　そう叫んで一暴れすると、エリカさんは次に巨大な槍やりを取り出した。

　その槍を構えて、思い切り投とう擲てきする。それだけで、放たれた槍は一直線に空を飛び、軌道上にあった木々を余波だけで消し飛ばした。

「ええええええ」

　エリカさんは、それで満足することなく。

　戻ってきた槍を、再び別の方向へと全力で投げる。

「本当に大変だったんだから！　迷っていたおかげで大事に取っておいたお菓か子しも全部食べる羽は目めになったし、お風ふ呂ろに入れなかったから身体からだが痒かゆくなったし、ついでに城下町のパン屋の特売セールの期間が過ぎたし!!　あれ以来、森という森を焼き尽くしてやりたいと思っていたところだよ！　私は、あらゆる森を否定する!!」

　その後も、次々とエリカさんが取り出す武器で、森林が破壊されていく。

　デバイスで調べた限り、この森林に動物は暮らしていないらしいけれど、この眼下の森が全部滅ぼされてしまった後は、他の場所に破壊の手が伸びるに決まっている。だからどうにかして、ここでエリカさんの暴走を止めないと。

　ともあれ、無力な僕だけでは、エリカさんの暴ぼう虐ぎやくに太た刀ち打うち出来ない。

　止めようにも、左文字さんは完全に生気を失っているし、クロさんも娘を守ったことで傷付いている。ノエミちゃんだって、戦う力は残っていないだろう。

　だから、こういう時に役立つのは。

　周囲を見回して、そこにいた彼女の名を呼ぶ。

「ミリアム！　ちょっとこっちに来て下さい!!」

「え？　ワタシ？」

　呼び出すと、彼女は不満そうな顔をして近付いて来る。

「何よ、総そう一いち。ワタシは、今、猛もう烈れつに感動しているのよ。邪じや魔ましないでよね」

「感動？　何に対してですか」

「それは勿もち論ろん、あのドラゴンの親子愛についてよ！　やっぱり生で見るのが一番感動するわね！　教育テレビで見た『竜と子の一〇の約束』も良かったけれど、実物を見るのが一番ね！」

「最後まで教育テレビですか!?」

　この魔王、もう完全に僕よりも現代に馴な染じんでますね。

「とにかく、一つお願いが」

「またお願い!?　全く、総一はワタシのことを、都つ合ごうの良い魔王だと思っているんじゃないの？」

「それ、逆に、都合の悪い魔王がいるんですか」

「ええっと……ほら、えっと、バイト魔王とかは超都合が悪いし。いつでも忙しくしていて、付き合い悪かったし。お母さんが病気で大変なのは分かるから、他の魔王も強くは言えなかったんだけど」

「色々とツッコミを入れたいんですけど、後にします。あの、少しだけで良いので、いつものようにエリカさんに挑いどんで下さい」

　ミリアムをエリカさんに対してけしかければ、ある程度は時間が稼かせげる。

　僕の見込みが正しければ、それで全ては収まる筈だ。

　それなのに。

「嫌よ」

「え？」

　返って来たのは、拒絶だった。

　まさか拒絶されるとは思っていなかったので、戸惑ってしまう。

「ど、どうしてですか？」

「何でと言われても、嫌なものは嫌だし」

　おかしい。いつもだったら、僕が何かを言わなくても、勝手にエリカさんに突っかかって行って、そしてやられるのがミリアムの生態なのに。どうせ負けるという結果は分かっていても、これまでずっとそうして来た筈だ。それなのに、どうして。

「何だか、物凄く失礼なことを考えている気がするんだけど」

「き、気のせいですよ」

「そう？　こっちは何だか総一の考えていることが分かるんだけど。『あの魔王、いつも勇者に殴なぐりかかるけど、どうせ負けるくせに良くやりますね』くらいのことを思っている気がするのよね」

「大体合って……いや違いますよ!?　そんなこと、微み塵じんも考えていませんから!?」

「じー」

「で、ですから、そんなことは」

「じー」

　こちらを半眼で睨にらんで来るミリアムに、ついたじろいでしまう。

　このままでは、僕の計画が破は綻たんしてしまうんですけど。もういざとなったら、再びテレビ視聴の権利をちらつかせてでもやらないといけませんよね。自分が本当に悪あく辣らつな手段を覚えていることを思い知ります。

「はぁ……まあ、分かったわよ」

　と、ミリアムが溜ため息いきを吐ついた。

「何だか知らないけど、勇者に突っかかって時間を稼いで来いと、そういう訳なのよね？　そうしないと、あの勇者の手で、世界が滅ぼされるから」

「それは……えっと、確かにその通りです」

「そういうことなら、最初からそう言えばいいじゃない。ワタシだって、大方そんなことだろうと思っていたし。前にも、似たようなことがあったような気もするし。何で素直に言わないのよ」

「そ、それは、断られるかと思って」

「断られるかもしれないことをどうして他人に要求するのよ」

「え、えっと……」

「そんな事も分からないの？　馬鹿なの？　死ぬの？」

「死にませんけど……」

「通販でのお買い物を全面解禁しなさいよ」

「しませんけど……」

　余計なひと言はさておき、確かにミリアムの言葉は正論かもしれない。

「別に、ワタシに拒否権はないって、分かっているのよ？　まあ何か、色々と盾に取られているような気がするし、ワタシも今更それを失いたくないから、ちゃんと言うことは聞くけど。でも、そうなるのが当たり前だなんて、思わないでよね」

「は、はい……」

　何故か、語調が強い訳でもないミリアムの言葉に、気け圧おされてしまう。

「そりゃワタシって、到底褒ほめられた存在じゃないのよ。魔王だし。自分に恥じてなんかいないけど、でも自分がどういうものかは知っているもの。魔王っていう立場の意味も、勿論分かっているの。魔王だし。その上で、こうして、魔王として生きているんだから、そこに後悔なんてないんだから。魔王だし」

　知っている。ミリアムは、確かに魔王だ。大分世俗に染まっているけれど。

「そう、ワタシは魔王よ。じゃあ、総一、あんたは、何？」

「……え？」

「神様から遣つかわされて、英雄を従え、ダメ人間だと鞭むちを打って、世界を救わせる。そうしているあんたは、一体何だって言うの？」

　ミリアムの言葉が、僕を穿うがつ。

　僕自身の意思は、僕の存在は、一体何ど処こにあるのかと。












「僕は、ただの、何の力もない……」

「力は、あるじゃない。ワタシが大人しく従っているんだから。ワタシだけじゃなく他のダメ英雄達だって、何だかんだで総一の言葉に従って、力を振るっているんだから。それは紛まぎれもなく、総一の力ってことじゃない」

「……違います。これは、神様の力で」

「どうして、否定するの？」

　こちらを見るミリアムの視線に、僕を批判しようとするような色はない。

　ただ、台本を読み上げるように。

　思っていることを、当たり前だと言わんばかりに、問うてくる。

「力があるなら、それを使うことには何の問題もないじゃない。持っている力を使わない方が、むしろ変だもの。英雄だろうと魔王だろうと、自分の目的の為に、自分の力を使うっていうのは当たり前のこと。なのに、そんな立派な力を持っているのに、自分のことを、まるで無力だって語るのは、ちょっと違うんじゃないの？」

「そ、それは……」

「力は、善悪とは関係なく、そこにあるのよ。その力を使って、世界を救う為に、色々とやっているんでしょう？　なのに、自分が何でもない無力な存在だっていうのは、ちょっと理解が足りないっていうか……むしろ、卑ひ怯きようよ、それ」

「ひ、卑怯!?」

「別にワタシは魔王だし、卑怯とか言われても褒め言葉みたいなものだけど。でも、総一、あんたはそうじゃないんでしょう？　自分が正しいことをしているって、そう思っているんでしょう？　それなら、周りにどう思われても、その正しさを貫きなさいよ。ワタシが、魔王としての道を行くように。自分が思う正しさの為に、どんなものでも正当化して、世界を救いなさいよ」

　ミリアムは、僕の方を指差して告げる。

　自分以外から受け取った使命を。

　自分以外の英雄の力を使って。

　自分以外の何かを救う。

　それじゃあ、鹿かの屋や総一は、何をしているのか、と。

「自分が持つべき責任から目を逸そらして、全てを自分以外のせいにする。そういうのって、総一が良く言う、ダメ人間って奴なんじゃないの？」

「ダ、ダメ人間ですって!?　僕が!?」

「ええ、少なくとも最初の第一歩を踏み出していると思うのよ、ワタシ」

　ミリアムからの通告。

　それは、鹿屋総一が、ダメ人間であるという、あまりにも、無む慈じ悲ひな言葉。

　何かを言おうとして言えないままの僕を置いて、ミリアムは歩き出す。

「それじゃあ、まあ行って来るから。勝てない戦いだからって、ワタシにとってはそういう問題でもないもの。あ、でも一応この首輪の封印だけは解いて欲しいのよ」

「あ、はい……」

　ミリアムが装そう着ちやくしている首輪にも『英雄復活アンブロシア』のアプリを用いて、封印を限定的に解除する。これで、ミリアムの力も解放される筈だ。

「総一が何をしたいのか知らないけど、でもそれって、きっと正しいことなんでしょう？　そういうの、ワタシはあんまり興味ないけど、どうせなら、胸を張ってやればいいじゃない」

「ぼ、僕は」

「その為に、ワタシとかその他のものを利用するのは構わないけど、だったらそうすることへの覚悟を持ちなさいよ。自分がやることに対する、責任を」

「…………」

「それじゃあ、精せい々ぜい頑がん張ばりなさいよね」

　それだけを言い残し、ミリアムはエリカさんの元へと駆け出していく。

　全身に影を纏まとい、勝てる筈のない戦いへ。

　しかし、自分自身がするべきことだと。

　そう、信じている戦いへ。
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　残された僕は、しばらく茫ぼう然ぜんとしていて。

　それでも何かしなければいけないと足を動かそうとして、その足ががくんと震えた。まるで、立つ為の気力さえ、失っているかのように。

「あ、あれ？」

　自分でも意外な程、ミリアムの言葉にショックを受けていたことに気が付いた。

　所しよ詮せんは魔王の言うことだって、そう笑い飛ばしてしまう気には、なれなかった。

「僕の、覚悟……？」

　僕自身がどうあるべきか、考えたこともなかった。

　英雄の皆さんを率ひきいて、世界の危機を回かい避ひする。

　そうしなければいけないという使命感は確かにあったけれど、そこに、僕自身の意思はあったのか。僕に英雄達を率いて世界を救うように命を下したのは、神様だ。僕の全ては、神様から与えられた使命から始まった。そこに、僕の意思の介在はない。

　勿論、世界を救いたいと思っている。

　間違いなく、僕はそう考えているけれど。

「それって、果たして、僕の意思なのかな……？」

　いや、悩むまでもないことだ。僕は今まで、神様から与えられた使命に従い、世界を救って来たのだ。一応、成果を出して来た筈。その結果があるのなら、僕の意思がどうこうなんて、些さ細さいな問題ではないのか。

　というか、むしろ。

「ダメ人間って呼ばれたのが、割と辛つらかったんですけど……」

　何気なく使っていましたけど、言われてみると、結構精神に来るワードですね。普段、他の英雄の皆さんをそう呼んでいるのが、申し訳なくなるくらいには。

　いや、あの英雄は一般的に見ても普通にダメ人間だと思うんですけど、でも自分がそうなっているというのは、かなり辛いです。ダメ人間ダメ人間、と言いまくってきただけ、余計に。

「…………ううん」

　このままここで考えていても、変に考え込んでしまうだけだろう。

　今回の一件が終わったら、一度、神様の元に帰ってみるのも良いかもしれない。どうして、神様は今回の使命に僕を選んだのかを、聞きに行きたい。

　僕はこれから、どうやって英雄達と共に世界を救っていけば良いのか。

　自分の力のなさと、自分に与えられた使命を、どう受け止めれば良いのか。

　僕自身は英雄ではなくても。英雄と、共に歩むものとしての覚悟を、持たなければいけないと。そんなことを、思って。

「でも……とにかく、とにかく今は、エリカさんを止めないと！」

　今まさに戦っているだろう、エリカさんと、ミリアムの元へと向かおう。

　封印を限定解除するアプリ『英雄復活アンブロシア』、エリカさんに設定した時間は、一〇分。

　既に数分は経過しているだろう。残りは、ミリアムに無理矢理にでも時間を稼いでもらおう。それでも足りないようならば。

「後は僕が直接話して時間を潰つぶせば……」

　そう考え、ポケットからデバイスを取り出し、『英雄復活アンブロシア』の正確な残り時間を確認しようとして。

「……え？」

　それを、見た。

　デバイスの画面が、真っ黒に染まっている。

　何度も見ていたカウントダウンの数字も、デバイス内にインストールされているガイド用のアプリの文章も表示されていない。ただただ、真っ黒な画面がそこにある。

「こんな時に、壊れたのか!?」

　いや、このデバイスは神様謹きん製せいの代しろ物ものなのだから、そう簡単に壊れる筈がない。しかも、よりによって最悪のタイミングでなんて。誰かが意図的にやったのでもない限り、あり得ない。あまりの事態に、一瞬我を忘れて。

「……うわっ!!」

　次の瞬間、頭上から何かが落ちてきた。ここまで吹き飛ばされて、地面に叩たたきつけられたのは、銀色の髪かみの少女。魔王ミリアムだ。

　目を回して気絶しているけれど、頼んだ仕事はきちんとこなしてくれたようだ。いや、むしろ、以前は秒単位でやられていたことを思えば、かなり進歩していると言えなくもないでしょう。後でちゃんと助けてあげるので、そこで大人しくしていて下さい。

「止めようとしても無駄だよ、ソーイチ！」

　そして頭上から響いて来る、エリカさんの声。魔王をぶちのめしたばかりのエリカさんは、大きく聖剣を掲かかげて、意気に溢あふれている。

「今の私は、さっきまでの私よりも成長しているんだから！　何しろ、魔王を倒したんだからね！　仮にも魔王、他のモンスターよりも沢山経験値を持っていた筈だよ！　まあ、魔王なんて千匹以上倒して来たから、もう慣れちゃったけど。経験にもならないけど！」

「何でよ！　ちょっとは経験しなさいよ！」

「あ、生きてた」

　ミリアムは、地面から跳ね起きると反論する。

「魔王って貴重なのよ!?　そんなスライムみたいな扱いをされるのは我が慢まんならないんだから、訂正しなさいっての!!」

「うりゃ」

「んぎゅ」

　エリカさんは大きく跳ちよう躍やくして、聖剣の柄つか先さきをミリアムの頭に振り下ろした。言葉もなく、ミリアムが昏こん倒とうする。

「……全くもう、すぐに復活するよね、この魔王。魔王がすぐ復活しちゃったら、続編が作れないじゃない」

「刃やいばすら使わないんですね……」

「刃は毀こぼれすると嫌だし」

「そうですか……」

　刃毀れ以下の扱いなんですか、魔王って。あんなに頑張っていたのに。

　ミリアムを再度倒したエリカさんは、僕の方を向いて、大きく胸を張る。

「ふっふっふ、まさかこれで終わりじゃないよね、ソーイチ」

「エリカさん……」

「くっくっく、次はどんな抵抗を見せてくれるのかな？　愚おろかなソーイチの力で、勇者エリカ・アシュローズと、聖剣の力を止めることが出来るのかな？」

「あの、何でそんなに魔王っぽい言動なんでしょうか」

　もう完全に魔王サイドなんですけれども。

「えー、だって、魔王を倒したっていうことは、もう私が魔王を名乗るべきだっていうことだよね？　まあ、魔王なんてダサいし、名乗り始めたらもう人生の終わりって感じだからやらないけど」

「その割に、以前魔王を名乗ろうとしていませんでしたっけ？」

「昔のことなんか刹せつ那なで忘れたよ」

「そんなに昔でもないような……」

「忘れたったら忘れたの！」

　というか、エリカさんってばいつも過去のことを掘り返して、思い出し逆恨みを発動させているじゃないですか。昔のこと、誰よりも覚えていますよね。

「それで、ソーイチは、また私を止めるつもりなんだよね」

「はい、勿論」

「で、今回はどんな口車を使うつもりなのかな」

「とんでもなく人聞きの悪いことを言いますね」

「だって、いつも口八丁手八丁で私を弄もてあそぶじゃない!!」

「僕が弄ばなかったら、世界を滅ぼすじゃないですか!!」

「それはそうだよ。何度だって滅ぼしてあげるよ」

「じゃあ僕の弄びが正解だったってことじゃないですか、じゃあこれからも弄ぶだけ弄んでやりますよ」

「何かソーイチの言動が、どんどん鬼き畜ちくになってきている気がするよね。昔はもうちょっと真面目だったと思うのに」

「誰のせいだと思っているんですか。チームダメ人間の皆さんのせいですよね、僕がそうなったのって」

「弄ぶだけ弄んで、それで捨てるなんて、ソーイチの鬼！　悪魔！　魔王!!」

「あの、魔王だけは止めて欲しいんですけど……良い印象が全くないので」

「もういっそのこと、ソーイチが魔王を名乗ればいいんじゃないかな」

「何てこと言うんですか！」

「何てことを言うのよ！」

「だから、起きてこなくていいってば。うりゃ」

「んぎゅっ!?」

　エリカさんの聖剣が脳天に入り、魔王は再び轟ごう沈ちんしました。

「よし、じゃあ、滅ぼそっか！」

「だから、そんな爽さわやかに言わないで下さい。せめてもう少し、破壊の意味について悩んだり、この世界に住む命の美しさに思いを馳はせたりは出来ないんですか」

「ふふーん、ソーイチ、その手には乗らないからね」

「え？」

「ソーイチの考えは分かっているんだよ！　そんな風に私を止めるフリをして、時間を稼いでいるんだよね？　この首輪の封印が復活する時間が来るのを！」

　エリカさんは、首輪を触りながら笑みを浮かべる。

「私はちゃんと覚えているんだから。最初に、首輪の封印の解除時間は一〇分って言ったこと。森を滅ぼしてた時点で、残り時間は半分くらい過ぎていて、さっき魔王にも少し時間を使っちゃったから、残りはあと二分ぐらいかな？」

「うっ!?」

「ソーイチは、その残り時間を私とお喋しやべりすることで潰そうとしているみたいだけど、その手には乗らないよ。だって……」

　ぞくりと、背筋が凍えるような迫力が、エリカさんから溢れ出す。

「これさえあれば、数秒であっても、お釣りが来るからね!!」

　歪ゆがんだ笑みと共に、エリカさんの手の中に出現した一本の杖つえ。それはいつか見たのと同じ、伝説の武器の一つ。伝説の杖だった。

　杖の先端に付けられた宝石は、今や煌こう々こうと輝いている。内側で、得体の知れない何かが流動しているのだ。とんでもない力が渦巻いているのだろう。

「ここには、さっきまでのクロさんとシンタローとのぶつかり合いで発生したエネルギーの余波が渦巻いているんだよ。このエネルギーを私が取り込んじゃえば、デコピン一つで星に穴を開けてしまうような、スーパーエリカ人の誕生なんだから！　だからソーイチも巻き込まれたくなかったら、離れた方が良いと思うよ!!」

「そ、そんなことをやっていたんですか!?」

　そんな、破壊の余波を溜め込むような杖がありながら、あそこまで周囲へ影響を及ぼすだなんて、やっぱり英雄達の力は底知れない。というか、そんな杖があるのなら、エリカさんを止めるだけでは事態は解決しない。

「いつまでも暴れ回っているばかりが能だと思わないで欲しいよ。勇者はね、失敗を乗り越えて経験値を得てそれで成長するんだから！　あっ、そろそろ一分を切るみたい。じゃあ始めるよ！」

「エリカさん！　ちょっと!?」

　僕が、口を出す間もなく。

　そうして、エリカさんが歪んだ笑みと共に杖を振り上げた瞬間。




　──その暴虐、ちょっとだけ待って頂けますか。




「え？」

「へ？」

　まるで天から降って来たかのような、突然の声が辺りに響いた。

　僕もエリカさんも、その声に気を取られて、一瞬動きが止まってしまう。

　しかし、次の瞬間には。

「うわ!?」

「エリカさん!?」

　突然、エリカさんがその場に倒れ込んだ。

　ダメージを受けて倒れたという様子ではない。いきなり重石おもしを背中に乗せられたかのような、そんな倒れ方。そして伝説の杖から発されていた強大なエネルギーも、いつの間にか霧む散さんしている。

「まさか……首輪の封印が、戻った？」

「え、何で!?　まだ時間は残っていた筈なのに！　ソーイチずるいよ！　一〇分って言ったのに噓うそを吐ついたの!?　また私を弄んだの!?」

「い、いや、そんなことは……」

　デバイスを見て、正確な残り時間を確認しようとするけれど、デバイスの画面は、未だに黒く塗ぬり潰つぶされたまま。画面に触れても一切反応がない。何度も何度も繰くり返かえして、戻らない反応に、もう叩くような勢いでデバイスを動かそうとして。

「おやおや、そんなに激しく扱われては、壊れちゃいますよ」

「……え？」

　反応は、別の所から来た。

「〝そちら〟には既に私はいませんけれど、それでもずっと住んでいた場所な訳ですし。もう少し丁てい寧ねいに扱って欲しいものですね、ご主人様」

「……何だって？」

　嫌な予感と共に、振り返る。

　そこに忽こつ然ぜんと現れていたのは、一人の女性だった。




　軍服に似た、白い服装を身に纏っている女性。

　眼鏡めがねの奥に見える瞳ひとみは、こちらを興味深そうに見つめている。

　しかし、その纏っている雰ふん囲い気きは、常人のものではない。もっと冷たく、もっと薄い……そう、言うなれば、人間からは大幅に外れているかのようなオーラ。幽霊か何かのような、そんな希き薄はくな雰囲気を身に纏っている。

「でも生あい憎にく、今の私は、こちらにいる訳で」

　女性は、不意に自分のポケットに手を突っ込むと、取り出した何かを僕に見せびらかすように振って見せる。

　それが目に入った瞬間、頭を殴られたかのような衝しよう撃げきを受けた。

「何で、それを……？」

「あ、そうですよね。そういう反応になりますよね」

　何な故ぜなら、その女性が手にしているそれは紛れもなく、僕が肌身離さずに持ち歩いているのと同じもの。

　神様から与えられた、大事なデバイスだったのだから。

　良く似た別の何か、なんてことはない。形こそ一般的なデバイスに似ているものの、それは神様が僕に与えてくれたもの。間違いなく、僕の持っているデバイスと同じものだった。















「……一体、何をしたんですか？」

　今はもう動かない自分のデバイスを握りしめて、目の前の女性に問う。

　まさか、無関係という訳はないだろう。デバイスが動かなくなってしまったのも、エリカさんの封印が復活したのも、こいつの仕し業わざに違いない。神様が作ったデバイスに介入出来る存在なんて、どう考えても只者ではない。

「答えて、下さい」

「……うふふ」

　僕の剣けん幕まくに、しかし女性は変わらずに飄ひよう々ひようとした態度で。

「そんな怖い顔をしては、可か愛わいいお顔が台無しですよ。いつだって笑顔を忘れないようにと、そうお伝えしたじゃないですか。英雄としての力はなくても、それでも笑顔だけは、きっとご主人様の得意技なのですからねー」

「何を……言って……って、ご主人様？」

　抱いていた違い和わ感かんが、一つの形を作るのを知覚する。

　そう、この女性が、僕を呼ぶ際に使う敬称。

　聞き違いでなければ、確かに僕のことを『ご主人様』と呼んだ。そんな呼び方をする存在に、心当たりがある。それは、誰か、というよりも、何かで。

　人を食ったかのような、ふわふわとした態度。

　それは、僕が毎日のように接して、毎日のように視認して来たもの。

　誰よりも近くにいてくれたもの。

　信じられない。それでも、そうとしか考えられない。

「まさか、お前は……？」

「ええ、まさかのまさかですよ、ご主人様。いくら仕事とプライベートは別だとはいえ、もし気が付いてもらえなかったとしたらショックですからねー。さようなら、とは言った筈ですけど、でも、ご主人様の性格からして、こうなるのは必然でした」

「……じゃあ、本当に」

「ええ、その通り。ご主人様のここまでの道のり、それは私が一番よく知っています。大変だったでしょう、辛かったでしょう。おはようからおやすみまで、ずっと見守って来たのですからね、ええ、分かっていますとも。そんな健けな気げで真面目で、そして真まっ直すぐなご主人様に、最後の指令をお伝えします」

　脳が疑問と混乱とで埋め尽くされた僕を、優しい瞳で見つめながら。

　彼女は、しかし淡々と言う。感情の底が見えない、そんな声音で。

　そうあれと命じられた、一個の機械のように、言葉を紡ぐ。




『鹿屋総一に命ずる。現時点をもって、与えられた使命を終了すること』




　目の前に突き付けられている、真実を。

　全てに対して幕を引く為の、言葉を。

「後は全てこの私、シーガル・イクサドーラが引き継ぎます」

　フダラク荘の英雄達と、神の使者である僕、鹿屋総一との物語。

　それは今、ここで、終わりを告げられて。

「後はこのシーちゃんに全てお任せして、ゆっくりと休んで下さいませ。この先に、ご主人様のお仕事はありませんから」

　そして、一つの結末に向けて、動き始める。




「お疲れ様でした、ご主人様」




【■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■】










「……僕の使命が、終了、ですって？」

　目の前に現れた、シーガルと名乗る女性。

　その名前は、紛まぎれもなく、僕の持っているデバイス、そこに搭とう載さいされている救世ナビゲーション用人工知能アプリの名前と同じものだった。そしてまた、僕のデバイスが今は機能を停止していることと併せて考えれば。

「……君は、本当にあのシーガルなのか……？」

「ええ、シーちゃんですとも。こうしてお会いするのは、初めてですねご主人様」

「でも君はデバイスの中のアプリの筈はずじゃ……どうして、そんな姿で」

「それはもう、こちらが私の真の姿ですからねー。デバイスに宿っていたのは、あくまでも仮の姿。こうして実際に私本体が来た以上は、不要なものですとも。ご主人様のデバイスが停止したのも、シーちゃんがこうして出張って来たからですよ。ご主人様に、大事なことをお伝えする為ために」

「大事なこと……？」

「ですから、ご主人様の使命は、ここで終わりということですよ」

　そう、シーガルは断言した。

　あっさりと、こちらの混乱なんて、何でもないというように。

　しかし、突然の乱入に混乱していたのは、僕だけではないようで。

「ちょっと、何だか取り込み中っぽいけど、どうしてこの首輪の封印が復活しちゃってるの!?　もう少し時間はあったよね!?」

　僕とシーガルの間に、エリカさんが割って入る。

　そう、時間は確かに残っていたにもかかわらず、首輪の封印は復活した。それは即すなわち、もう一つのデバイス……シーガルの持っているものから、命令が出されたということになる。一度発動した『英雄復活アンブロシア』は、制限時間の途中で止めることは出来ない筈なのに。

　それはとりもなおさず、シーガルの持っているデバイスの方が、僕のデバイスよりも上位の機能を持っているということを示している。

「ええ、どうにも危険だと思いまして、シーちゃんの方で止めさせて頂きました」

「何でそんなことをするの!?　っていうか、誰!?」

「シーちゃんです」

「だから誰!?　ソーイチと随ずい分ぶん仲が良さそうだけど!!」

「それはもう、ご主人様とは、朝から晩まで肌身離さず、しっぽりと暮らしていましたから。ご主人様のことならば何でもござれ、そんなシーちゃんですとも」

「……………………」

　エリカさんがとんでもない目でこちらを睨にらんで来る。

　いや、その怒りはシーガルの方にぶつけてくれません!?　何か今の混乱した状況を作っているのって明らかにそっちですし!!

　シーガルは、ごほん、と咳せき払ばらいを一つ。

「ともあれ、お初にお目に掛かります、勇者エリカ・アシュローズ様。私は、神様の元から新たな使者として派は遣けんされました、シーガル・イクサドーラと申します。お気軽にシーちゃんとお呼び下さいませ」

「え、あのヒゲから？　それに使者って、ソーイチじゃないの？」

「ご主人様はクビになりました」

「そんな扱いなんですか!?」

　何か僕を置いてきぼりにして、とんでもないことが進行していませんか!?

　混乱してばかりだけど、こうなってはいよいよ黙ってはいられない。シーガルを問い詰めようとして、しかし別のところから声が上がる。

「ちょっとちょっと!!」

「はい？」

「ちょっと！　総そう一いちがクビってどういうことなのよ！　聞いていないんだけど!?」

「おや、そちらは魔王ミリアム・ウァリエタース様ですね。御ご挨あい拶さつ代わりに、フダラク荘内に個人用シアタールームと、ポチ様用の超高級ペットフード一式を揃そろえさせて頂きましたのでご確認を」

「総一よりも良い奴じゃない!!」

「おい」

　今、とんでもない速さの手のひら返しを見ましたよ。

　ミリアムは、既に僕のことなどどうでも良くなったようで、あらぬ方向を向いて微笑ほほえんでいる。どうせ、シアタールームとやらのことを考えているのだろう。覚えてろよ。

　それにしても、この状況は、何なのか。

　僕がいきなり神様の使者をクビになって、その隙すき間まに忍びこむようにしてやって来たシーちゃん……シーガルが、全すべてを勝手に進めて行く。僕のことを置き去りにして。

　と、そこに左さ文もん字じさんと、その両肩の上に乗ったクロさん、そして諒りよう子こさんが現れる。

「え、どうして皆さんが……」

「それはもう、シーちゃんがお招きしたのです。神竜クド＝ロンバルディア様のご息女、ノエミ＝ロンバルディア様はお疲れのようでしたので、フダラク荘で休んで頂いております。入れ替わりに、最強の魔法少女アクセル☆ダウナー様にお越し頂きました」

「うむ、我が娘はスヤスヤと寝息を立てていたな。あの寝顔こそ、何をもってしても守るべきこの世の至宝と言えるだろう!!」

「No! My daughter!」

「何よ、結局全て終わったのね。エリカの封印も無事にされているみたいだし。こんなことならアイアン饅まん頭じゆうチャレンジを続けていれば良かったわ」

　更には。

「伝説の作家、円えん乗じよう綴つづり先生は元の世界から回収し、フダラク荘内のダンボールハウスにお戻ししました。後々合流して頂きましょう。その間、なんと一度しか亡くならなかったということで、これぞシーちゃんの有能さを表していますね!!」

「一度でも死んだ時点で有能じゃない……」

　僕のツッコミなど聞こえていないようで、シーガルは得意そうに続ける。

「ともあれ、これでフダラク荘にお住まいの英雄の皆さんは、全員揃いました。いない人は手を上げて下さいね？」

　勇者エリカ・アシュローズ。

　魔法少女アクセル☆ダウナー。

　仮面戦士プリズナー。

　神竜クド＝ロンバルディア。

　そして英雄ではないが、魔王ミリアム・ウァリエタース。

　確かにシーガルの言うように、この場にフダラク荘の住人達が揃っている。住人達を集めて、どうしようというのだろうか。

「えっと、それでは」

　シーガルは、そこに居並ぶ英雄達を一人一人見回すと。

　一切変わることのない表情で。

「皆さんで元気よく、神様を殺しに行きましょうか！」

　そんな、とんでもないことを、言い出したのだった。




「って、何を言い出すんですか!?」

　思わずツッコミを入れる。いやこんなのツッコむしかないですよね!?

　英雄達を集めて、就任の挨拶でもするかと思えば、いきなりの神様殺害宣言とか、いくらなんでもやり過ぎです!!

「そもそも、神様の使者なのに神様を殺すってどういうことなんですか！　冗談にしても酷すぎる！」

「冗談では、ないですよ？」

　返って来たのは、機械的な言葉。

　見れば、シーガルの瞳ひとみが、こちらを捉とらえていた。ガラス玉のような、無機質な瞳。

「それはもう真剣に、本気で、神様を殺そうとしていますとも。だって、今こそが、チャンスなんですからねー」

「チャンスって……」

「ご主人様はご存じないでしょうけど、神様といっても、そこまで万能という訳ではありません。眠りもするし、疲れもするし……死にもします。そうですね、ここに集っている英雄の皆様方と、そしてシーちゃんの力を束ねれば、何とか殺せるんじゃないかって、そんな風に思っていますよ？」

「いや」

　何を、言っているのか。

　万能の神様。天上の存在。それを、殺すと、そう言うのか。

　あまつさえ、英雄の皆さんの力を使って、なんて。

　冗談であって欲しい。冗談だとしか思えない。しかし、こちらを見つめるシーガルの瞳に、揺らぎなんてものは何一つ残されていない。レストランのメニューを読み上げるが如ごとくに、神様を殺すという大罪を、無感動に告げるのだ。

　何かを、言わなければいけない。止めなければいけない。

「そ、そんなこと、許される筈……」

　言葉も思い浮かばないまま、それでも彼女は危険だという思いだけはある。だからシーガルに食って掛かろうとして。

「おやおや」

「ッ!?」

　目の前にいた筈のシーガルの姿がかき消えた。

　次の瞬間、自分の身体からだが力を失ったように、倒れ込んでしまう。重く沈み込むような痛みに逆らって前を見れば、そこではシーガルが、人差し指をこちらに向けている。

「おっとご主人様、申し訳ありません。危害を加えられそうな気がしたので、シーちゃんの自己防衛機能が発動してしまいました。『孔こう子しから学ぶ人体の急所』で学んだ知識に従って秘ひ孔こうを突きましたけど、多分動けないですよね、ええ」

「な、何で、こんな」

「それは勿もち論ろん、ご主人様に傷付いて欲しくないからですよ」

「何だって？」

　僕をこんな風にしておいて、何を言うのか。

「だって、ここから先のシーちゃんの目的に、ご主人様は無関係な訳ですから。全くの外部の人間を、巻き込む訳にはいきません」

「無関係、だって？」

「ええ」

　シーガルは、相変わらずの無機質な声で。

「英雄の皆さんへの説明に、英雄ではないご主人様は無関係ですし。まあ、どちらにしろ、説明しないといけないことですから、ここで話してしまいましょうか……ええと、まず基本的な事実としまして。シーちゃんは、あのヒゲの妹です」

「……はい？」




　驚おどろいたのは、僕だけではなかった。

「妹!?　あのヒゲに妹なんていたの!?」

「はい、アクセル☆ダウナー様、良いところに気が付きました。まあ、厳密には妹というか、もう少し複雑なのですが、そんな感じです。大事なのは、私には超えるべき存在とでも言うべき兄がいる、ということですねー」

「超えるべき存在、ですって？」

「はい。私がこの世に生まれた時から、あのヒゲはヒゲで、神様であり、全知全能の存在でした。まあ神様ですから、当たり前ですけどね。対する私は神の妹。言ってしまえば、あのヒゲの下か位い互ご換かん的な存在として、生を受けたのですよ」

　シーガルは、英雄達を見回しながら告げる。

「だからといって、何か理り不ふ尽じんな扱いを受けた訳ではありません。あのヒゲは、神様としての役目を十全に全うし、私にもそれなりに重要なポストを任せてくれています。滅びそうな世界を救う為の、大事な仕事を。その一環として、デバイスのアプリの開発なども、バイトでやっていました」

「バイトかよ」

　当然、そんなツッコミは無視されるけども。

「しかしある日、ふと疑問に思ってしまったのです。私の力はどの程度なのか、と。神の妹として与えられた力で、私は神を超えることが出来るのか、と。究極的に言ってしまえば、私は、あのヒゲを殺すことが出来るのか、そんなことを」

　口調こそ、淡々としているけれど。

　その顔に浮かぶのは、澱よどんだ喜色。

「疑問に思ってしまったからには、試さずにはいられませんでした。どんな生き物であっても、好奇心には決して勝てないということを、その時初めて知りました。その欲求が客観的に見て、決して褒ほめられたものではないということは分かります。しかし、ここにいる英雄の皆様であれば、分かってくれるのではないでしょうか」

　歪ゆがんだ笑顔のまま、シーガルは英雄達を見回す。

「自分の内に眠る力の本ほん領りよう、限界を見たいという欲求。理性や環境によって押さえつけられている力を解放し、周りのことなど一切気にせず、全力で戦ってみたいという欲望を、皆様も感じたことがあるんじゃないでしょうか」

　同意を求めながらも……しかし、言葉を無理矢理に染み込ませていくかのように。

「その相手こそ、神様。全知全能の絶対存在。ええ、自分の力を試す相手としては、これ以上のものはないでしょう。だからこそ、私は神を殺します。己の力が何ど処こまで通用するのかを、確かめる為に」

　笑顔で。

　しかし、とんでもなく恐ろしいことを言う。

　その話があまりにも怖くて……あるいは荒こう唐とう無む稽けい過ぎて、口を挟むことが出来ない。

「そうと決めたら、後はタイミングだけです。あのヒゲの業務内容や行動パターンを精査し、色々と情報を調べて……そして、最後の仕上げとして、神の使者としてこのフダラク荘に派遣されたご主人様、鹿かの屋や総一の持つデバイス内に、潜もぐり込こみました」

「……え？」

　どうして、ここで僕の名前が出て来るのか。

「ご主人様に与えられた使命は、フダラク荘の英雄達を監かん督とくし、訪れる災厄を回避することですが。しかしその裏で、私は私の目的の為に動いていました。それはずばり、私が神様と戦う時に、その尖せん兵ぺいとして戦ってもらう為のメンバーを集めること。そのメンバーの情報を得ることですね」

「……何だって？」

「ああ、尖兵というのは言い過ぎました。同志、あくまでも同志です。共に神を討ち滅ぼす為の、そんなメンバーを集めていたんですよ」

「まさか、そんなことの為に……」

　彼女……シーガルがデバイス内で、僕に隠れて企たくらんでいたのは、神殺しの計画。僕のすぐ傍そばでそんな恐ろしいことが行われていたなんて、思いもしなかった。

　彼女は、決して突然現れたのではない。

　ずっと近くで、僕達のことを見続けていたのだ。

「それで、そのメンバーとやらに、俺達が入っているということか？」

「はい、仮面戦士プリズナー様。是非とも、あのヒゲを殺すことに協力してもらいたいと、シーちゃんは考えております」

「馬鹿げたことを……そんなことを言われて、俺達が協力すると思っているのか？」

「左文字さん……」

　突然現れて、好き勝手なことを言い続けるだけのシーガルに対して、怒りを感じているのだろう。腐くさっても英雄、神様を殺すなんていう極大の悪事は許せないに違いない。だからこそ、戦意を漲みなぎらせていく。

　しかし、シーガルに動揺はない。

「……『恐るべき娘達計画マジエステイツクドーターズ』、でしたか」

「む、何な故ぜその名前を知っている」

「仮面戦士プリズナー様が私に協力してくれるのであれば、その計画も全力で応おう援えんすることを約束しますが。具体的には全国から集めた選えりすぐりの年齢一桁けた台美少女のオーディションを可及的速すみやかに開催します。シーちゃんは有能ですから」

「よし、ヒゲを殺そう!!」

「左文字さん!?」

　今、数秒で裏切りましたよね!?

　もう、ここまで人は手のひら返しが出来るのか、っていうレベルの早さで!!

「許してくれ、少年。世界平和の為にも、俺はこのシーガルとやらを同志と認めて、協力することにした!!」

「平和の為じゃないですよね!?　テメエ自身の欲望の為にさくっと裏うら切ぎっただけですよね!?」

「悪いか!!」

「いよいよ開き直りやがったぞ……!?」

　さっきまでの、ノエミちゃんを前にしての格好良さは何処に行ったのか、完全にいつものダメ人間……いや、それ以下の存在に堕だしてしまっている。何かもう前からこんな感じだった気もしますけど!!

「さて、他の皆様は、いかがでしょうか……？」

　いともあっさりと左文字さんを陥かん落らくさせたシーガルは、再び英雄達を見回す。

　いや、まさか、ここで協力する英雄なんていないだろう。変態の左文字さんはともかく、英雄として、神様に弓を引くなんてあり得ません。そう、左文字さんだけが特別にイカレていただけで。

　だって、英雄なんですから!!

　しかし、そんな僕の期待を裏切るように、一人の手が上げられた。

「ワタシなら、協力してあげてもいいのよ。英雄じゃないけど」

「ミリアム!?」

　手を上げたのは、魔王であるミリアムだった。

　自分で言う通り、厳密には英雄ではないけれど、魔王としての力は本物だ。

「ええ、勿論ですとも、魔王ミリアム・ウァリエタース様。幾度倒れても必ず立ち上がるその不屈の精神は、私の同志として必要なものです。是非とも、神殺しに協力して下さいませ」

「何だか精神面しか褒められていない気もするけど、まあ良いわ……そういえばワタシ、首輪で力を封印されているんだけど」

「そんなものは、シーちゃんにお任せ下さい。シーちゃんがデバイスで施ほどこした封印ですから、当然シーちゃんの手で解除出来ますとも」

「それなら良かった。魔王として、神なんて簡単に平らげてみせるのよ」

　そう言ってシーガルの方へと歩いて行く途中で、不意に、ミリアムはこちらを振り向いた。その顔に浮かんでいるのは笑顔で。

「言っておくけど総一、裏切られたなんて思わないでよね。元よりワタシは魔王、こっちの方が本領なんだから」

「そんな……テレビが見れなくなっても」

「あ、テレビくらいだったら、二四時間見せてあげますからねー」

「そういうことみたいだから」

　僕の制止も、あっさりとシーガルによって躱かわされて、ミリアムは去って行く。

　そして、それだけでは終わらない。

「ねえ、私も色々と気になるんだけど」

「Me too」

「魔法少女アクセル☆ダウナー様に、神竜クド＝ロンバルディア様ですね。はい、どんな質問でもお受けしますとも」

　次に手を上げたのは、饅頭の諒子さんと、トカゲのクロさんだった。

「あのヒゲも、随分と長いこと神様をやっているから。まあ、楽にさせてあげるには、良い機会なのかもしれないし。あんたの言いたいことも、まあ分からないでもないわ」

「そんな!?　何を言っているんですか!?」

「君は黙っていなさい」

「Yes」

　二人に同時に諫いさめられてしまう。

「一つ教えなさい。あんた、あのヒゲを殺して、その後はどうしようって言うの？　まさか、神を殺して、そのまま放置するって訳じゃないわよね？」

「はい、勿論です。あのヒゲを殺した後は、私、シーちゃん自身が神の立場へ収まるつもりです。いわゆる、下克上という奴ですね」

　シーガルは、予想通りの問いだと言うように、あっさりと答える。

「その際でも、混乱は絶対に起きないことは保証しましょう。その為に、何年にも渡って行動を観察し、その業務内容も全て把は握あくしていますから。何よりも、そんな大事があった時の為にこそ、神の妹である、私が存在するんですからねー」

「準備は万端ってことね。あのヒゲも、とんでもない妹を持ったものだわ」

「Yeah」

「いやー、そんなに褒められると照れてしまいますね。ちなみに、私が神を継いだ後も、このフダラク荘は存続させることをお約束しましょう。英雄の皆様には、今までと変わらぬ生活をお送り頂くと保証致します」

「いいえ、今のままではダメよ」

「と、言いますと？」

「あんたが神を継いだ暁あかつきには、フダラク荘の目の前に、過去・現在・未来のあらゆる世界に存在するお饅頭を販売する和わ菓が子し屋やさんをオープンさせることを約束しなさい。その約束をするのであれば、ヒゲを殺すのに協力してあげるわ」

「Me too」

「お酒も同じようにね。一応、娘さんのこともあるから量は控ひかえるみたいだけど、そこだけは譲ゆずれないと、クロさんは言っているわ」

「はい、分かりました。全てそのように致します」

「諒子さん！　クロさんも！」

「そういうことになったのよ。申し訳ないけど、今の君は、この場においては部外者なの。大人しくしていなさい」

「Yes」

　クロさんに背負われて、諒子さんもシーガルの傍へと向かって行った。

　そうして残されたのは、ただ一人。

　フダラク荘最大の問題児にして、最強の勇者である、エリカ・アシュローズ、その人。

「最後になりましたが。勇者エリカ・アシュローズ様は、いかがですか？」

「え？　あのヒゲはぶち殺すよ？」

「即答!?」

　シーガルが何かを言うまでもなく、エリカさんは頷うなずいていた、しかも、とんでもなく殺る気に満ちた態度で。一切悩む様子なんてないまま、シーガルの元へとダッシュで移動していた。

「あ、あの、快かい諾だくして頂いて有あり難がたいんですけど……本当によろしいんですか」

「良いよ！　うん、さっさと殺やろうよ！」

「はぁ……」

　シーガルも若じやつ干かん、そのあんまりな態度に引いているような。

「あの、こちらとしましては、何か見返りをご用意するつもりなのですが、何か欲しいものとか、あったりします？」

「見返り……欲しいもの……そうだなぁ」

　エリカさんは、しばし悩んでいたけれど。

「何でもくれるの？」

「はい、もしも勇者様に、何か欲しいものがあるのであれば」

「うーん、欲しいものっていっても、特にないかな。だって、この首輪の封印は解いてくれるんだよね？」

「はい。ヒゲと戦う為には、皆様の力が必要ですから。向こうに移動するのと同時に首輪の封印は解かれ、全力を出せるようになる筈です」

「向こうって、何処？」

　エリカさんは、首輪を弄もてあそびながら問い掛ける。

「私達はこれから、私の力を使用し、神の部屋の手前まで空間転移を致します。直接、あのヒゲの所まで移動出来ないのはご容よう赦しや下さい。転移したのと同時に首輪の封印は解除。エリカ様、ミリアム様の力は元へと戻る筈です。いえむしろ、封印の反動と相まって、今までよりも強大な力を発はつ揮き出来るかもしれませんねー」

「なにそれ凄すごい！　じゃあ、存分に暴れられるってことだね！」

「はい。存分に暴れて下さい」

「うん、分かった！」

「分からないで下さいエリカさん！　自分が何をしようとしているか、分かっているんですか!?」

　なけなしの力を奮ふるい立たたせて、立ち上がる。

　このままでは、彼らは神様を抹まつ殺さつする為に、神様の居場所へと空間転移してしまう。僕が口を挟めるのはこのタイミングしかない。

　先程も食らったように、シーガルの力は圧倒的だ。英雄が皆、向こう側に回ってしまっていることも含めて、今の僕では勝てる筈がない。

　でも、それでも、ここで何かをしておかないと、全てが終わってしまう。

　たとえ、この身が尽き果てようとも。

　今が退ひけない場所だということは、分かっている。

　だから、叫ぶ。

「エリカさんだけじゃありませんよ！　左文字さんも！　ミリアムも！　諒子さんも！　クロさんも！　皆して何を言っているんですか!?　神様を殺そうとしている奴に協力するなんて本気ですか!?　それでも、英雄なんですか!!」

「ご主人様、何度も同じことを言わせないで下さいませ。事ここに至っては、ご主人様は部外者です。シーちゃんの目が黒いうちは……いや特に黒くはありませんけど……大人しくしていることをお勧めしますよ」

「ふざけるな！　僕が部外者だなんて、そんなことは言わせない！」

　声を張り上げ、シーガルの言葉を打ち消す。

「突然現れたかと思えば、いきなり何を言い出すんだよ！　新たな神の使者とか、神様の妹とか、神様を殺して神の座につくとか！　そんな滅め茶ちや苦く茶ちやなことを、神様が許す筈がないじゃないか！　いや、もしも神様が許したとしても、僕が、この鹿屋総一が、絶対に許さない！」

「いやいや、別にご主人様の許可なんて必要ありませんよ。ですが、そうですね。最初から、言って素直に聞いてくれる方ではないということは、シーちゃんも分かっていますよ、ええ。何だかんだで長い付き合いですから。まあ、そこがご主人様の良いところと言えば、その通りなんですけど、ねー」

　シーガルは、慈いつくしむような笑みを浮かべる。

　しかし、その声音は、何処か酷こく薄はくで。

「言って分からないのなら、やって分からせるしかありません。という訳でシーちゃん特製の、きつい奴を一発お見舞いするとしましょうか。シーちゃん一応は神の眷けん属ぞく、天てん罰ばつ程度ならお手のものですし」

「……ッ!?」

「大丈夫、ご主人様の肉体に一切傷を付けずに、心だけを折るくらいは容易たやすいことです。何処までご主人様が耐えられるか……楽しみですね♪」

　シーガルの指先が、真まっ直すぐこちらを捉える。

　それは、確実に、僕を襲おそうだろう。

　何が起こっても耐え切る、という決意と、神の眷属が行うことに耐え切れる筈がない、という思いが交こう錯さくし、息を呑のんで。

　しかし。

「別に、ソーイチを連れて行っても、良いんじゃないの？」

　場違いに、呑のん気きな声で、エリカさんが割って入って来たのだ。




「ねえ。別にソーイチを一緒に連れて行くくらい、大丈夫だよね？」

「ご主人様を、ですか？」

　シーガルは、エリカさんの言葉に驚いた様子だった。それほどに、エリカさんの言い出したことが意外だったらしい。

「……別に、世界転移には人数制限がある訳ではありませんし、それくらいは一いつ向こうに構いませんけど……しかし、ご主人様を連れて行くことに何か意味があるのでしょうか。普通の、人間ですけど」

「まあまあ、減るものじゃないし。そうだ、それが見返りじゃあ駄目かな？　あのヒゲを殺すのを手伝う見返り！」

「エリカさん……？」

「はぁ……」

　シーガルの反応も、もっともな話だった。

　仮に僕を連れて行ったとしても、英雄や魔王のような力を持っていない僕には、何も出来ない。いやむしろ邪魔にしかならないだろう。

「そこまで言うのなら、分かりました。それでは、ご主人様も共に行くとしましょう」

「わーい、やったー！」

「それでは勇者様も、ご主人様も、こちらに来て下さい。早速ですけど、転移の支し度たくをしますので」

「うん。行こう、ソーイチ」

「はい……」

　観念したようなシーガルの手招きに従い、僕達はそちらへと歩き出す。

「ありがとうございます、エリカさん。助けて下さって」

　歩きながら、僕はエリカさんにお礼を言う。

　いつものようにふざけた様子のエリカさんだったけれど、シーガルへの提案の意図は明らかだった。僕は今、確かにエリカさんに助けられたのだ。

　あのままシーガルが天罰を下していたら、まず間違いなく僕は倒されていただろう。僕をどうにかすることに、相手が躊躇ためらってくれるとは思えないのだから、僕が折れるまで何度でも、シーガルの手は下されていただろう。

　しかし、すんでのところでエリカさんが助け舟を出してくれた。

　僕を、神様の元へ一緒に連れて行ってくれるという。

　それはまさに、僕にとってのチャンスだ。

　この絶望的な現状を打破出来るのは、それこそ神様自身でもないと無理なこと。このまま神様の部屋の前に行けるのなら、何とか僕の言葉を神様に届けるチャンスが生まれることになる。それまでは大人しく、シーガルの言う通りにしているべきだろう。

　とにかく、か細い希望だけど、何とか繋つながった。

　だから、礼を言うしかない。

「本当に、ありがとうございました」

「え、何が？」

　しかしエリカさんは、何を言われているのか分からない、というように。

「え、何がって……？　助けて、下さったんですよね？」

「助けたって……助けたっけ？　ソーイチがそう言うのなら、そうなのかな。でも、私は、ソーイチに見てもらいたいだけだよ？」

「何を、ですか」

「私が、世界を滅ぼす瞬間を、だよ」

　何でもないことのように、あっさりと語る、エリカさんの笑顔は。

　今まで見た中で一番爽さわやかで。

　そして、一番楽しそうな、そんな笑顔だった。




「別にくっつかなくても構いませんけれど、出来るだけ近くに集まって下さいね。空間転移の事故で、訳分からない所に飛ばされる可能性もありますし」

「確かに、バラエティーに富んだメンバーが揃っているからな」

「ねえねえ、トカゲの味の饅頭ってあるのかな。リョーコ、食べたことある？」

「トカゲ味の饅頭は食べたことがないけど、饅頭味のトカゲなら食べたことがあるわよ。まあ、普通だったわね」

「Woops」

「相変わらず緊きん張ちよう感かんのない連中ね。ちょっと総一、そんな死んだ目でワタシを見るんじゃないわよ！　何か文句でもあるの!?」

「もしもないと思っているのなら、それはそれで凄いと思いますよ……」

「皆様、お喋しやべりはそれぐらいにして下さいませ。それでは、行きますよ!!」

　一か所に集まった英雄達の中心で、シーガルが大きく腕を掲かかげる。すると、僕達の周囲の空間が、粘ねん度どを持ったかのようにグニャリと歪ゆがむ。

　そして、腕を下ろした瞬間。

「……ッ!?」

　目の前の景色は、大きく変化していた。

　つい先程まで見えていた風景、緑と土色で覆おおわれた世界は、既にそこにはない。

　僕達がいるのは、まさに宇宙だった。遙はるか彼方かなたで虹にじ色の星々が瞬またたく、宇宙空間に似た空。その中で唯一浮かんでいる、石造りの島のような場所は広く。そこから天に向けて一直線に伸びている、白亜の階段。

　そして、その階段の果てと思おぼしき遙か上方に屹きつ立りつしている、巨大な扉。

　ここからかなりの距きよ離りがある筈なのに、それでも途と轍てつもない大きさだった。あの扉を、僕は以前にも見たことがある。

　間違いない。

　あの扉の向こう側に、神様が存在しているのだ。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






「あ、凄い、本当だ！　身体が軽い、封印が解けているよ!!」

　空間転移が完了するなり、駆け出すエリカさん。

「それに何だか、いつもよりも調子が良い気がするし!!」

「それこそ、封印を解いた反動ですね。あくまで短時間ではありますが、今までよりも、より大きな力を出せる筈です」

「うん、ありがとう、これなら大丈夫かも!!」

「いえいえ、そんなお礼など不要ですとも。シーちゃんの計画をお手伝いして頂く訳ですし、このくらいは当然です」

「本当に、ありがとう」

「いえいえ」

　何でもないようなやり取り。エリカさんの礼に、若干照れくさそうに顔を背けるシーガルは、気付いていなかった。

　僕は、それに気が付いていた。

　エリカさんの顔に浮かぶ、邪悪な笑み。

　それはいつか見たものと同じ、とんでもなく嫌な予感を思わせる、そんな笑みで。

「だから、お返ししないとだね」

「お返しなんて、そんなものは……」

「うん、一撃で」

「はい、一撃で……一撃？」

「滅　ぼ　し　て　あ　げ　る」

「……え？」

　エリカさんの不ふ穏おんな言葉に、シーガルが振り返ろうとするが。

　しかしそれは、あまりにも遅かった。

　繰くり出だされたエリカさんの挙動に、一切の澱みはない。最初からそうするつもりだったと、そう思わせる程に無駄のない動きで。

　シーガルがようやく振り返った時、その視界に映っていたものは、眼前で振りかぶられた聖剣だけだっただろう。

「ちぇすとぉぉぉぉぉ！！！！」

「ひぎゃぁぁぁぁぁぁ！！！！」

　エリカさんが振り下ろした聖剣の一撃に、ただ悲鳴だけを残して。

　シーガルは、一刀両断されていた。




「……え？」

　ようやく、認識が追いついた。

　まだ、この神の座所に転移して来てから、一分と経たっていない筈だ。それなのに。

「………………え？」

　今、この空間の状況は、大きく変化していた。

　その原因についてなど、言うまでもない。

「あはははは、これは楽しいな！　凄いよ、こんなに調子が良いのは久し振りだよ！　やっぱり全力を出せるのって、本当に楽しいね!!」

　高らかに笑い声を上げているのは、言うまでもなく、伝説の勇者エリカさんだった。心から楽しんでいる、というように、その表情は朗ほがらか。問題は、彼女が引き起こそうとしているだろう事態が、ちっとも朗らかではないということだ。

　僕は、ただ見守ることしか出来ない。

　何しろ、今の状態のエリカさんを唯一止められるだろう神の眷属、シーガル・イクサドーラはといえば。

「……………………」

　首だけを残して、床に埋まっている。

　尊厳とかプライドとかを完全に失った状態で、意識を失っていた。

　どうして、こんなことになったのか。

　当然、エリカさんのせいである。

　先程、自分の封印が解けていることを確認したエリカさんは、すぐさまシーガルに斬きりかかった。仮にも、自分の封印を解いてもらった相手に、である。その時点でもうイカレていらっしゃいますよね。

　そのままシーガルは哀れ一刀両断……と思いきや、彼女もさるもの、寸前の所でエリカさんの攻撃を回かい避ひしていた。ただ、それも、彼女の寿命を僅わずかに延ばすだけに終わった。驚きよう愕がくが冷めやらぬうちに、地面に振り下ろされていた聖剣は切り上げられて。その一撃を食らい、シーガルの身体は、面おも白しろいように宙を舞った。

　そこからはもう、エリカさんの独どく壇だん場じようだった。

　シーガルも、神の眷属としての能力を駆く使しして、必死に抵抗しようとする。そもそも今のシーガルは、デバイスの機能を制圧しているのだ。いざとなれば、再び首輪の封印を施してエリカさんを無効化することだって可能だった筈。ただ、封印に要するたった数秒を、シーガルは終ついぞ得られなかった。

　無惨に床に叩たたきつけられたシーガルの身体を、エリカさんは何度も聖剣の柄つかで殴おう打だして。その度たびにシーガルの『ぐぎゅ』とか『こふ』とかいう呻うめき声ごえが連続し、そうして最後には、床に完全に埋まってしまったのである。

　こうして、今回の騒動の元凶たる、シーガル・イクサドーラは、勇者エリカ・アシュローズの前に無惨な敗北を遂とげた。

　神を殺そうという不届きな邪悪は、敗れ去り。

　神様に迫る危機は、ここに打ち砕かれたのだ!!




「……………………いえ」

　と、そう単純に考えられるほど、僕の記憶と経験は甘くなくて。

　そんな僕の、嫌な予感に応こたえるように。

　もう本気で応えて欲しくない予感に、強引に応えるように。

「分かった!!」

　場違いに明るい声が、響き渡ったのだ。




　その声の主は、言うまでもなくエリカさんで。

「分かった！　分かっちゃったよソーイチ！　さっき、そこのメガネが、神様に成り代わるなんて言っているのを聞いて、私は全て分かったんだよ！」

　シーガルを倒したエリカさんは、実に嬉うれしそうに叫ぶ。

「私が、世界から理不尽な目に遭あっているのは、あのヒゲみたいな偉そうな奴がいるからいけないんだ！　私の凄い力を封印したり、アパートから自由に外に出ることが出来なかったり、知らないうちにソーイチが幼女を連れて帰って来るようなロリコンになっていたり、私だけポテトサラダのマヨネーズの量が少なかったり！　それもこれも、全部あのヒゲがいるからいけないんだ!!」

　宇宙に響き渡る、エリカさんの叫び。

「そうだよ！　全部あのヒゲがいけないんだよ！　ということはつまり、私があのヒゲを滅ぼして成り代われば、私は自由だよね。何もかも、好き勝手出来るってことだよね！　それなら、私のやることは決まってる!!」

　そこで、大きく手を広げて。

　全宇宙に響かんばかりの大声で、宣言する。

「決めたよ、ソーイチ！　私は、勇者を辞やめて神様になるよ！　私の手で、自由に世界を破壊する為に！　私の滅ぼしたい世界を、私のものにして、完全で完かん璧ぺきな滅亡を、私のこの手で下すんだ!!」

　そんな、ろくでもないことを。

「私、いよいよ、世界を滅ぼします！」

　予想通りに、予感の通りに、言い放った。

「じゃあ、ヒゲの所までダッシュだ!!　待っててよね、今からそのヒゲを一本残らず引き抜いてボロボロのバラバラにしてやるんだから!!」

　そして、神様の扉に繋がる階段を、駆け上がって行くエリカさん。

　僕はその様子を、下から見つめることしか出来なくて。




「……はは」

　思わず、笑いに似た溜ため息いきが零こぼれる。

　エリカさんの言葉を聞いて、僕の胸に湧わき上あがったのは、諦あきらめのような、虚むなしいような、そんな気持ちだった。以前の僕ならば『やっぱりですかァーッ!!』などと叫んでいたかもしれないのに、そんな気力もない。

　ただ、ひたすらに、虚しくて、悲しくて、辛つらい。

「何て、ダメ人間なんだろう……」

　エリカさんが、とんでもないダメ人間だということは、前々から分かっていたし、思い知らされていた。それでも、僕は何度も彼女を更生させようと、そのダメ人間具合をどうにか改善しようと、そう頑がん張ばって来た。

　だけど、今回は違う。

　心を根元から圧へし折おって来るかのような、本気でどうかしている、エリカさんの行動。

　僕を襲おうとしたシーガルから守ってくれたり、そんなシーガルにいきなり攻撃を加えた時には、少しだけ期待したものだ。あえてシーガルの言いなりになることで隙すきを作り、そこから逆転しようとしているのだと、歴戦の英雄の神しん算さん鬼き謀ぼうに希望を抱いたりもしたのが、さっきまでのこと。

　ただ実際は、逆転どころか、そこから更に一回転ですよ。

　もう逆転に次ぐ逆転で、訳が分かりませんよ。

　それでも必死に理解しようとするならば。エリカさんは単に、シーガルを利用しただけだったのだ。

　自分の、目的の為に。

　世界を滅ぼそうとする、己の個人的な目的の為に。

「本当に、何ていうダメ人間だ……」

　シーガルを利用して、神様のかけた首輪の封印を解かせ。

　シーガルを利用して、神様の居室へと連れて来させる。

　そこでシーガルを倒し、この階段を上って、神様の前に立ち、神を、滅ぼす。

　あらゆる世界の上位に存在する神様、それを滅ぼすということは、即ち全ての世界を滅ぼすということにも繋がっている。

　単純にして明快な、世界の破滅への道。

　しかし。そう簡単にはいかないのだということを、ここに示す。示さなければいけない。他でもない僕自身が、全身全霊をもって。

　もちろん、このままでエリカさんを止めることは出来ない。準備が必要だ。何の準備もせずにエリカさんの前に立っても、そのまま聖剣の錆さびになるのがオチだろう。

「エリカさんを止める為には……」

　僕に出来ること、何とかなる範囲内で、やるだけのことをやる。

　エリカさんが階段を上り切り、神様の座所に突入するまでに。

　僕は、その為に、動き始める。
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「着いた!!」

　そうして、エリカさんは階段を上り切った。

　そこにあるのは、見上げる程に巨大な扉。この向こう側に神様がいるという、神聖にして不可侵の、最後の防ぼう壁へきだ。

「あと一枚！　それじゃあ、このままの勢いで……!!」

「エリカさん、待って下さい！」

　階段から走って来たその勢いのまま、扉に向けて蹴けりを放とうとするエリカさんの前に、立たち塞ふさがる。どうにか、間に合ったようだ。

「あれ？」

　エリカさんは、意外そうな顔をして、目の前に立ちはだかった僕を見た。

　その手には、聖剣は握られていない。それは僕のことをまるで障害だと認識していないということだろうか。

「あれ、ソーイチ、どうしてここにいるの？」

「やるべきことがあるから、ここに来ました」

「ふーん。良く分かんないけど。ひょっとして、私を止めるつもり？」

「そうです。エリカさんを、止めます」

「いや、でも、無理じゃないの？　今の私は、にっくき首輪の封印も解かれていて、絶好調なんだよ？　全宇宙最強といってもいい存在なんだよ？　生なま半はん可かな力じゃどうにもならないんだよ？」

「それでも、止めます」

「そもそも、ソーイチはあのメガネに、神様の使者としての役割を奪うばわれたんじゃなかったの？　普通の人間に戻ったんだよね？　ヒゲを守る義務も権利も立場も能力もないんだよね？」

「分かっています。だけど、関係ありません。僕が、止めます」

「……どうやって？」

「どうやってでも、です」

　確かに今の僕は、何もかも、自分の立脚していた全てを失って、ただの鹿屋総一となって、身一つでここにいる。勇者に相対したところで、どうしようもない。

　だけど、関係ない。

　そんなのは、何も、関係がないのだ。

　確かに、全てをシーガルによって奪われた僕は、空っぽだ。神様の力を失なくしてしまえば、後に残るのはただ自分だけ。そのままでは、立ち上がることも、一歩を踏ふみ出だすことも出来なかっただろう。

　だけど、エリカさんが僕を助けてくれたことで、希望が湧いた。

　ここで終わるべきではないと、そう心から理解が出来た。

　自分の道が終わっていないと、信じることが出来た。

　そんなエリカさんの行動は全て、自分の為のものだった。世界を滅ぼす為の準備に過ぎなかった。僕を助けたことだって、何でもない、単なる気まぐれのようなものだったのだろう。

　それでも、それでも、希望はそこに生まれた。

　僕が立ち上がるだけの力が、確かに存在していた。

　それだけは決して、神様にだって消せやしない、僕だけの真実だから。

　ミリアムに言われたことを、思い出す。僕がやりたいことは何なのか、鹿屋総一という人間がやりたいことは、何処にあるのかと。

　それも今だったら、自信を持って答えられる筈だ。

　僕の想おもいは、ここにある。

　他の誰から与えられたものでもなく。

　エリカさんを止めて、世界を救うという、その想いこそが。




「それが僕の、やりたいことだから、です!!」




　英雄に匹ひつ敵てきするだけの力はなくても。

　それでも、ただ一人のダメ人間をここで食い止める為に、全力を尽くす。

　自分の意思でここに立って、そしてこの先には進ませない。

　それが、僕が、僕自身に対して誓ちかった、僕からの使命なのだから。




「……そう」

　しばらくの間、永遠にも思えるほどの沈黙の後。

　エリカさんは俯うつむいたままで、しかしその手に聖剣を出現させた。かつては光輝に満ちていただろう、黒く禍まが々まがしい剣を。

　そして無言のまま、その剣を大きく振りかぶり、そのまま振り下ろそうとする。

　僕ごと背後の扉を両断してしまうかのような、凄すさまじい力。シーガルを沈めた圧倒的な暴力が、僕を排除しようと襲い掛かって。

　しかし。

「……ッ!?」

　その剣は、急に重力を掛けられたかのように、床に叩きつけられた。

　エリカさんは、すぐにその原因……たった今自分に掛けられた魔法の、その使い手の方を見据える。僕の背後に立っている、その少女のことを。

「……どうして、邪じや魔まをするのかな」

「あら、邪魔だなんて。それは心外というものよ」

　エリカさんの剣を止め、僕の命を救った人。

　それこそは、最強の魔法少女、アクセル☆ダウナー。調しらべ諒子さんである。




　僕の背後、影の中から飛び出たかのように現れたのは、最強の魔法少女である、魔法少女・アクセル☆ダウナーだった。饅頭を愛し、饅頭の姿になってしまった彼女は今、元の魔法少女の姿で、エリカさんの前に立っている。

　すっかり饅頭形態に慣れていたから、久し振りに見るその姿。

　帽ぼう子しをちょこんとかぶり、ピンクの衣装に身を包んだ、僕よりも年下に見える彼女はしかし、数多あまたの魔法を使いこなし、いくつもの世界を救ってきた、英雄の一人だ。僕をエリカさんの前に転移させてくれたのも、彼女の力だ。

「全く、急にやる気になるなんて、危ないじゃない。魔法が間に合わなかったら、どうするつもりだったのかしら」

「ずっと見ていたくせに」

「……まあ、見ていたのは確かだけど」

「それで？　あのヒゲをぶち殺すのに協力するって、リョーコはそのつもりだったんじゃないのかな。それなのに、どうして邪魔をするの？」

「別に、邪魔をするつもりなんかないって言っているじゃない。むしろ、邪魔をしたのはそちらの方よね、エリカ」

　諒子さんの言葉に、エリカさんは聖剣を両手で構え直した。ただ向かい合っているだけなのに、そこに張り詰めた空気は重く、熱い。

「さっきも言ったわよね。私は、ただお饅頭さえ食べられれば良かったの。そりゃ、あのヒゲとはそこそこ長い付き合いだし、思うところが全くないと言えば噓うそになるけど。でも、それでも、饅頭に比べたら、些さ細さいな問題よ」

　諒子さんは、エリカさんに向かって滔とう々とうと語る。

　どう考えても褒められたことではない、そんな言葉を。

「だから、あのシーガルが言う通り、私達の生活が保証されて、新しい和菓子屋さんが出来るようなら、あいつの言葉に従って、本当にヒゲを殺っても良かったのに」

「殺ればいいじゃない。リョーコ、私と一緒に殺ろうよ」

「でもエリカ、あんたがあのシーガルを倒してしまったのよ。これじゃあ、私はお饅頭を食べられないわ。分かる？　私の邪魔をしたのは、エリカの方なのよ」

「そんなの、ヒゲを殺った後に、シーガルに約束を守らせれば良いよね」

「それが、そうもいかなくなったのよね」

　諒子さんは、そっと背後を向き、ウインクをする。

「何で!?」

「だって私、シーガルが出した以上の条件と引き替えに、あのヒゲを守るっていう約束をしてしまったんだもの」

　言葉と同時、諒子さんの右手から閃せん光こうが逬ほとばしった。

　流石さすがのエリカさんも、それをそのまま受けることは出来なかったのか、空中に飛び上がって回避する。

　しかし、そこには待ち構えていたかのような追撃があった。

「すまんな、エリカ君。これも全て、計画の為だ!!」

「シンタローもなの!?」

　仮面戦士プリズナー、左文字真しん太た郎ろうがそこにいた。空中に飛んで来たエリカさんに向けて、強烈な蹴りをお見舞いする。エリカさんは姿勢を崩くずしながらも、どうにか盾を出現させて、その攻撃を受け止めた。

「どうして!?　シンタローだって、ヒゲを殺るのに協力するって言ったじゃない！　噓を吐ついたの!?」

「噓を吐いたのではない。ただ俺は、間違いを犯してしまっただけなんだ。考えてみれば、何故、最高の娘達を一二人集めるなどという、浅はかな考えに陥ってしまっていたのだろうか。この世に存在する少女達は、全てが我が娘、一二人などという小さな枠で捉えるべきではなかったのに!?」

「どうしたの!?　いつもよりもよっぽど気持ち悪いよシンタロー!!」

　エリカさんは、左文字さんの空中での攻撃を何とかやり過ごすと、放たれた蹴りの反動で更に大きく跳ちよう躍やく、二人から大きく離れた場所に着地し。

「Attack!」

「クロさん!?」

　そこに、頭上から巨大な尻尾しつぽの一撃が襲い掛かった。

　それは神竜クド＝ロンバルディアによる、強大な尻尾の振り下ろしによる一撃。叩きつけられた衝しよう撃げきで、床が激しく揺れる。エリカさんも今度は逃げ場なく、そのまま下敷きになってしまったかと思ったけれど。

「いたたたた、咄とつ嗟さに床との間に剣を立てなかったら、ペチャンコになっていたところだったよ……！」

　尻尾の下敷きになったエリカさんは、どうやらギリギリで事なきを得たようだ。

　這はいながらクロさんの尻尾の下から出てきたエリカさんは、それでも立ち上がり、大きく叫ぶ。

「そうかそうか、そうなんだ、分かったよ！」

　自分を囲んでいる、三人の英雄に向けて。

「リョーコ、シンタローに、クロさん。良く分からないけど、本気で私の邪魔をしようって言うんだね！　相手にとって全く不足はないよ！　ヒゲと戦う前の準備運動として、けちょんけちょんにしてやるんだから!!」

　そして。

「ソーイチ！　あっ、いない!?　もう、何処にいるのか分からないけど、聞こえているよね！　これって多分、ソーイチが裏で糸を引いているんでしょう!?　こんな方法で私を止めようとするなんて考えてもみなかったよ!!」

　エリカさんは笑う。

　英雄達が自分の敵に回ったことを、むしろ楽しんでいるかのように、獰どう猛もうに笑う。

　僕は、その宣戦布告を、物陰でひっそりと聞いていた。クロさんの攻撃の余波でめくれ上がった床の後ろで、エリカさんと、そして英雄たちのやり取りを。

「ねえ、リョーコ達は、ソーイチになんて言われたの？　どんな条件で、私を止めるように言われたのかな？」

「さあ、それは今話さなくても良いんじゃないかしら。そもそも、そんなことを丁重に聞いている暇ひまがあると思っているの？」

「あはは、そうだね。私にはまだやることがあって、忙しいんだったっけ」

「エリカ君、どうせ無理だろうが、先に言っておく。大人しくしたまえ」

「Reset!」

「うんうん、すっかりやる気じゃない、みんな。それでこそ、私の覇は道どうの礎いしずえになる価値があるっていうものだよ！　まあ、全部壊すんだけどね！　じゃあ始めよう。最強の勇者としての力、見せてあげるから！」

　言葉を交わすことは終わり。ここから始まるのは、ただ、力と力のぶつかり合い。

　エリカさんが跳躍すると共に、向かい合う三者も飛び掛かって。

　神話をも超える、英雄達の戦いが始まった。
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「どうにか……上う手まくいったみたいですね……！」

　僕、鹿屋総一が、エリカさんに対抗する為に取った策。

　それは、エリカさんに対して、他の英雄の皆様をぶつけるという、何ともひねりのない方法だった。ゼロから未知なる力が湧いて来るなんていう奇跡が期待出来ない以上、既に何処かにある力を持って来るしかないのだ。

　しかし、相手はダメ人間。

　今まで、幾度となく頼んで、幾度となく断られてきた経験を持つ僕が、ただ頼むだけで彼らを動かせる筈がない。

　更に彼らは、自らの欲望が完全に叶かなうような条件で、シーガル側に与くみしていた。生半可な条件では、こちら側に鞍くら替がえさせることなど出来ない。

「だから、それ以上のものを……提示させて頂きました」

　そこで、僕が英雄達に示した条件。

　それは、可能性だった。

　今、ここにはないとしても。未来に目を向けて、見える可能性を示したのだ。




　饅頭を求める魔法少女には、これから生まれるであろう饅頭の新たな可能性。

　饅頭といっても、時代も変われば品も変わる。人間の進歩は、この先全く未知の饅頭を生み、饅頭という概がい念ねんさえ変えて行くだろうということを。




　最愛の娘を求める戦士には、これから出会うであろう全ての娘達の新たな可能性。

　娘もまた母になり、娘を生んで行くということが、繋がって行く人間の歴史だ。だから、今この瞬間に見える娘とは、まだまだその一端に過ぎないということを。




　酒を求めるドラゴンには、これから生まれるであろう酒と、そしてノエミちゃんの未来の可能性。

　彼女が成年になれば……ドラゴンに成年とかいう概念があるのかはさておき……共に酒を酌くみ交かわすことも出来るだろうという、そんな未来予想図を。




　とにかく、口八丁に手八丁。

　始末書書きで鍛きたえられた、問題点を徐々にずらして自分の責任を回避するテクニックを存分に活いかして、話を逸そらし。

　ここまで育はぐくんだ僕への信頼……一応そういうものがあったみたいです……を必死でアピールして、英雄達をその気にさせて。

　このまま神殺しの報ほう酬しゆうとして得られる、目先の幸福よりも。

　ずっと楽しく、ずっと素晴らしい未来が来るのだということを、信じさせた。

　ええ、分かっています。

「何もかも、問題の先送りですよね……！」

　何が起こるか分からないからこその、未来。

　あやふやで、曖あい昧まいで。望んだ未来がやって来る保証なんて、一つもなくて。

　でも、ここで全てが終わってしまうよりも、まだ見ぬ未来に起こる可能性の広がりこそがより良いことだって、信じてもらえた。可能性は、世界の滅亡によって潰ついえてしまうからこそ、護まもる為に戦って欲しいと、そんな願いを聞いてもらった。

　そもそも彼らに提示したこと、それは、それぞれのダメ人間っぷりを加速させるような真ま似ねだった。ダメ人間に、あえて餌えさをあげるような話。これまでの僕ならば、率そつ先せんして止めようとしたことばかりだ。

　それを、あえて提示する。

　饅頭を、娘を、酒を。

　ひょっとしたら、これまでそれらを否定していた僕が、一転して肯定を始めたこともまた、英雄達にとっては新鮮に、そして真しん摯しに映ったのかもしれない。いや心中では肯定しませんけど。ダメ人間ロードのその先に待っているのは絶対にろくでもないことでしょうし、いつか必ず更生させてやろうと思っていますけど。

　とにかく、僕の言葉は届いた。

　英雄達は僕の話を聞き、理解して、そしてエリカさんを止めるという僕の計画に協力してくれた。後がないギリギリの賭かけだったけれど、何とか話を聞いてくれて良かった。

　これで神様が無事だったら、その時は皆に提示した条件を叶えてもらいましょう。僕も自分で言った手前、協力は惜しまないつもりです。

　未来を守れたのなら。

　そこで必ず、無責任な言葉の対価を、責任持って払いましょう。

　まあ、あまりにもダメ人間っぷりが酷ひどくなるようなら、遠慮なく止めさせてもらいますけど。これも、未来の為に。




　僕の賭けの結果、背後では、英雄達の戦いが繰り広げられている。

　最早、僕の目では、その戦いを視認することは不可能だった。辺りを伝わる衝撃と、発生する熱量を頼りにして、勝負の行方ゆくえを窺うかがうことしか出来ない。

　だから、戦いについては、英雄達にお任せする。

　僕がやるべきことは、まだ他にある。

　英雄達が稼かせいでくれている貴重な時間を、決して無駄にする訳にはいかないのだ。

「……これを使って」

　ポケットから取り出したのは、シーガルが持っていたデバイス。

　それは、壊れてしまった僕のデバイスと同じもの。そして恐らく、僕のデバイスよりも高機能な一品だ。

　エリカさんがシーガルを強きよう襲しゆうした時に、シーガルと一緒に床に埋まっていたのを、ミリアムの助けを得て掘り返したのだ。随分と深い所にあったけれど、力を取り戻したミリアムならば容易いことだった。ミリアムに対しても対価としての可能性を提示する必要があったけれど、それは何とかしました。他の英雄よりも余程騙だまし……じゃなくて説得は簡単でした。




「ほら、これで良いんでしょ？　それじゃあワタシは、あの勇者を倒しに行くから」

「あ、ミリアム、ちょっと待って下さい」

「何よ！」

「騙して悪いですけど、首輪を再起動しましたから、後はそこで眠っていて下さい」

「扱いが酷すぎない!?」




　こうして僕は、シーガルのデバイスを手に入れることが出来た。

　首輪の封印を復活させ、再び力を封じたミリアムはその場に寝かせておきました。

　急いでデバイスを起動し、中身を確認する。

　ミリアムの首輪の封印はすぐに復活出来たけど、エリカさんの方の封印は、シーガルの方でも厳重に扱っていたらしく、中々発見出来ない。そりゃそうですよね。気軽に復活させたらいけないタイプの封印ですからね。

　デバイス内には、何だか妙な電子書籍が山ほど入っていたり、スイーツの写真がどっさりだったりで、何を遊あそび呆ほうけているんですかアイツは。しかもこれ、フダラク荘の近所のカフェの奴じゃないですか、いつの間に。何だか大物然とした態度だったけど、中身は普通にダメ人間の同類ですよね!!

　やがて。

「……見つけた!!」

　デバイスのアプリの奥の奥に、ようやく発見した、『デモンズシール強制発動アプリ・シーちゃんカスタム』と書かれているその機能を、起動させようとして。

「……無駄だよ」

　しかし指を動かすよりも早く、僕の目の前で、デバイスが爆散した。




　半ば予想していたことでもあったので、前を向く。

「……エリカさん」

　そこにはエリカさんが、伝説の杖つえを掲げて、こちらを睨んでいた。今の一撃で杖に込められていたエネルギーが切れたのか、エリカさんは杖を放ほうり投なげる。

「成なる程ほど、そんな奥の手があったんだね。メガネと一緒に埋めたつもりだったけど、まさか発掘して来るなんて、予想外だったよ。でも、これで終わり」

　エリカさんは、ボロボロになりながら、大きく息を吐いた。

　その背後には、重なって倒れ伏している、諒子さんと左文字さんとクロさんの姿。全身傷だらけで、意識を失っているらしい。

「さすがにまとめて相手をするのは大変だったけど、倒したからね」

　エリカさんは既に満まん身しん創そう痍いで、立つのもやっとといった様子だった。それでも、瞳に宿る戦意は、決して衰えていない。

「メガネは埋めたし、ツヅリはアパートで死んでるだろうし、ミリアムも勝手に倒れてるし、デバイスは今破壊した。これで、私の邪魔をする相手はもう、一人だけ」

　取り出した聖剣を、重そうに掲げながら。

　その目は、僕だけを見つめている。

　きっと、僕も同じだった。

　扉を背に、エリカさんだけを、じっと見つめていた。

「だから」

「それでも」

「神様を殺して、全てを終わらせる為に」

「勇者を止めて、全てを終わらせない為に」

「最後の、決着を」

「ここで、つけましょう」




　最後に残った二人。

　一人は勇者で……もう一人は、ただの人間。

「この扉の向こう側に、あのにっくきヒゲがいるんだよね。この扉さえ越えてしまえば、後はもう終わり。だから、そこをどいてよ、ソーイチ」

「どく訳にはいきません、エリカさん。神様に手出しはさせません。何があっても、僕はここを離れませんから」

「どいてよ、ソーイチ！」

「どきません！」

「どいてったら!!」

「どきません！」

「どいてくれないと世界を滅ぼしちゃうよ!?」

「どいたら世界を滅ぼすじゃないですか!!」

　既に、僕をどうにかする程の力は、エリカさんに残っていないのかもしれない。だからこそ、言葉をぶつけ合う。

　シーガルの計画と、英雄達の犠ぎ牲せいと、僕の決意の果て。

　ようやく、僕はエリカさんと、同じ高さで向かい合っているのだ。

「もう、どいてったら！　何で分かってくれないの！　ソーイチの分からず屋！」

「分からず屋はどっちですか！　神様を滅ぼして成り代わろうなんて、本気で考えているんですか!?」

「私が本気じゃなかったことがあると思っているの!?」

「いいえ、いつだって本気ですよね！　性た質ちの悪いことに!!」

「だから私は、本気で考えているもん！　ヒゲを滅ぼし、私が神様になって、それで世界を滅ぼしてやるんだから！　何かもう色々あって色々疲れるばっかりの、このどうしようもない世界を!!」

「どうしようもないのはエリカさんの行動言動その他諸もろ々もろですよ！　どうしようもなくないことはないんですか？」

「どうしようもなくないことなんてどうしようもないじゃない!!」

「そういうのがどうしようもないんですよ!!」

　何か良く分からない会話になっているような気がするけれど、諦めません。

　冷静に、エリカさんに問う。

「大体、世界を滅ぼした後は、どうするつもりなんですか」

「滅ぼした後は、そりゃ滅んでいるんだから、私の知ったことじゃないよ！」

「そうですよ。世界を滅ぼしてしまえば、それで終わりです。何一つ残らない、何も無くなってしまう。それが、滅びの向こう側にあるものです」

「そんなの、分かっているよ」

「じゃあ、そうなってしまえば、神様とか関係ないですよね。それでも、神様として在り続けるつもりなんですか。滅んだ後の、もう二度と滅びることのない、そんなどうしようもない世界の果ての向こう側で」

「……ソーイチ、何を言っているの？」

「そもそも、エリカさんは、本当に、世界を滅ぼしたいと思っているんですか？」

　それは、僕の中にずっと存在していた疑問だった。

　事あるごとに逆恨みを発揮し、世界を滅ぼす為の行動を開始するエリカさん。しかし、その行動は、未いまだに実を結んだことはない。

　当たり前だと言われれば、そうなのだろう。一つの世界を破壊するということが、どれだけの労力と手間を必要とするのか、まるで想像もつかない。スケールが大き過ぎて、想像が追いつかないのだ。

　だが、しかし、彼女は英雄だ。

　数多の世界を救い続けて来た勇者、真の英雄だ。

　彼女がここまで救って来た世界は、それこそ数知れず。僕もまた、その行動によって命を救われた人間である。世界を救うということもまた、とんでもなく難しいこと。

　それをエリカさんは、何度も何度も、続けて来た。

　そうやって、世界を救えるのなら……世界を壊すのもまた、可能だろう。

　破壊と再生は、表裏一体。

　壊す方が創るよりも簡単だ、なんて言葉はありきたりだけど、その法則は世界にもきっと当てはまる。一つの世界を破壊するよりも、一つの世界を救い上げることの方が、大変な難事に違いない。

　それならば。

　一つの世界を救える程の力があって、なお。

　一つの世界を破壊出来ないなどということが、あり得るのだろうか。

　本気を出せば世界が終わる。それなのに、未だに終わっていないという事実。

　ならば、エリカさんの本心とは、一体？

「……じゃあ、ソーイチは、こう思っているのかな？」

　冷えた声で、エリカさんは言い返す。

「私が、世界を滅ぼしたいって言っているのは全部、口だけのことで。本当はそんな力もない、どうでもいいような存在だっていうのかな？」

「そんなことは思っていません!!」

「何かもうどうしようもない、適度に大暴れするだけが取り柄の、まあ役立たずで、ぱっぱらぱーのダメ人間だって言っているんだよね!!」

「それも思ってませんから!!」

「ひどい」

「思ってない!!」

「そう、分かった。分かったよ。それなら、こっちにも考えがあるから。神様に成り代わるなんて、そんな悠ゆう長ちようなことは言わないよ！　今、ここで、神様のいるこの世界ごと、滅ぼしてやるんだから!!」

　言葉を、示すように。

　エリカさんは、聖剣を振りかぶる。

　しかし、その様子は、以前と比べても力が入っていないものだった。トレードマークと言うべきジャージもあちこちが焼け焦げ、金髪もすっかり薄汚れて輝きを失っている。

　そんな中で、なおも力を失っていない瞳に。

　浮かんでいるのは、涙だった。

「…………あ」

　それを見た瞬間に、何かが変わった。

　目の前に立っている彼女が、勇者でも英雄でも、世界の敵でもなく。

　ここまで世界を救って来たこと、世界を滅ぼそうとして来たこと、その全てとかけ離れたところにいるように見えて。

　我がままで、気分屋で、適当で、いつも不ふ機き嫌げんそうで、マヨネーズが好きで、笑顔が素敵な、他でもない、ただのエリカさんだって、そう思えて。

　だから僕は、一歩を踏み出して。

　今にも倒れそうなその身体を、そっと抱き留めた。

「ソ、ソーイチ？」

　急に動きを止めてしまったエリカさんを、ここから逃がすつもりはないというように。腕に力を込めながら、自分の気持ちを告げる。

「エリカさんのことを、口だけの人だなんて、思っていませんよ」

「そ、そう？」

「ダメ人間だとは思っていますけど」

「そこは否定しないんだ……ここは否定する流れじゃないのかな……」

「そもそも、エリカさんは世界を滅ぼすのが下手なんですよ」

「ここで駄目出しされるんだ!?　っていうか、そんなこと素人しろうとのソーイチに言われたくないよ！　私は世界を滅ぼすプロなんだって、前も言わなかったっけ!?　もうプロ中のプロといっても良いくらいだよ!!」

「でも、まだ滅ぼせていないじゃないですか」

「うっ……」

「これまでにも散々、『世界を滅ぼして来たよ！』なんて仰おつしやっていましたけど、実はそれも怪しいですよ」

「そんなことないもん！　滅ぼしたもん！　もう寿命を迎えて先が見えない世界とかあったから、もう住民を他の世界に移動させた後で、ぐちゃぐちゃにしてやったし!!」

「それ、実際には滅ぼせていないですよね……？」

「……あれ？」

　本気で疑問符を浮かべているエリカさんを見ていて、分かった。

　この人は、世界を滅ぼすことに、慣れていない。世界を滅ぼすことについての経験が、圧倒的に不足しているのだ。

　だからエリカさんは、世界を滅ぼすという意気に溢あふれていて、世界を滅ぼすだけの力を持っていながら、実行に移せていないのだ。

　とはいえ、どんな切っ掛けで何をするのか分からないし、逆恨みの種自体は山ほど抱えている人なので、相当に危なっかしい。

　本当に、爆弾のような人だ。

　ここで一度止めたとして、またどこかで爆発してしまうかもしれない。

　そんな彼女に、僕が出来ることは。

「僕は、エリカさんのことを、放っておけませんよ。だって、これからも、世界を滅ぼそうとするんでしょう？」

「勿論だよ。私が生きている限り、私は世界を滅ぼすよ！」

「それなら、僕が手伝いましょう」

「……え？　い、今、何て言ったの？」




「ですから、僕が、常にエリカさんの傍にいて、世界を滅ぼす手伝いをすると、そう言っているんですよ」




　果たして、エリカさんから返って来たのは。

「正気なの？」

　割と酷い感想だった。見れば、エリカさんは、聖剣を取り落としている。その顔に浮かんでいるのも、何というか、鳩はとが回転式機関銃を食らったような表情で。

「まさか、初めて会った時の聖剣ビンタが、今になって、脳を……」

「怖いことを言いますね!?　違いますよ!!」

　大体、初めてエリカさんと出会ったのは、そこまで昔ではないし。でも、実際あれが凄く昔のことのように思えてしまうのは、僕が苦労しまくってきたせいでしょうか。

「じゃ、じゃあ、私が寝ぼけてソーイチの頭を踏んじゃった時!?」

「それは初耳なんですけど……」

「じゃあじゃあ、私が振り回して遊んでいた魔王がソーイチに直撃しちゃって、一日分の記憶がすっぽ抜けた時!?」

「良く今まで無事だったな、僕……」

　知らないところで色々とやられている気がします。というか僕の記憶、一日分欠けているじゃないですか。記憶が一日分足りないって、結構なホラーだと思うんですけど。

　とにかく。

「本気で、正気で、そう思っていますから。今のエリカさんは、本当に危なっかしくて、目を離せないんです。離れていても、エリカさんのことが気になって仕方がないんですよ。ですから、僕が、いつも近くにいて、見守っていきます。世界を滅ぼすことも、手伝います」

「あ、あうぅ……それ、本当に本気で、言っているの、かな？」

「本当です」

「本当に、本当？」

「本当に本当に、本当ですよ」

「…………や」

「エリカさん？」

「やぁったぁ────！　ソーイチ、ついに分かってくれたんだね!!」

　両手を挙げてはしゃぎまくるエリカさんだった。ここまで喜んでくれると、こちらとしても悪い気はしない。

「これからは、一緒に世界を滅ぼしてくれるんだね!!」

「まあ僕にはそんな力がないので、手伝いしか出来ませんけど」

「いいよいいよ、私が全部やるから！　どーんと任せてくれればいいんだよ！　ソーイチの応援があれば、もういくらでも滅ぼせるんだから!!」

「やり過ぎないで欲しいんですけども」

「やってやれないことはないよ!!」

「ただ、その代わりといってはなんですけど、僕の方でもエリカさんに手伝って欲しいことがあるんですけど」

「うん！　何でも言ってよ！　私に出来ることだったら、何だって手伝うから!!」

「ありがとうございます！　僕のやりたいのは、やっぱり、世界を救うことですね」

「ああ、それなら私の得意分野だよ。勇者としてこれまで、いくらでもやって来たことだからね！　世界を救うくらい、楽勝だよ!!」

「では早速ですけど、手伝って下さい。今、とんでもない滅びに瀕ひんしている世界を、救いたいんですけど」

「そんな大変な世界があるの!?　早くしないと!!　ソーイチが協力してくれる記念として、手始めにぱーっと救うよ!!　それで？　滅びそうな世界っていうのは、どこにあるのかな!?　きっと、魔王よりも魔王みたいな、そんな邪悪な輩やからによってピンチになっているんだよね!?」

「この世界です」

「……え？」

　戸と惑まどうエリカさんに、告げる。




「ですから、僕達が今いる、この世界。神様がいる世界を、救って欲しいんです」




「……んん？」

　首を傾けたままで、エリカさんの動きが止まった。

「ちょ、ちょっと待ってくれるかな？」

「いくらでも待ちますとも」

「えっと……ソーイチは、私が世界を滅ぼすのを、手伝ってくれるんだよね？」

「それはもう、僕の一生を懸かけてお手伝いします」

「一生なんだ……そっか……いやいや違うよね!?　私が滅ぼしたいのも、この世界なんだけど!?　この扉の先にいるヒゲのやつをぶちのめして、世界を滅ぼそうって決めているんだけど!!」

「そうですか、それは偶然ですね。でも、この世界を滅ぼしてしまったら、僕はこの世界を救うことが出来ません。当たり前ですけど。ということは、世界を救う方を、先にやらないといけませんよね。じゃあお手伝いして下さい」

「そ、その後だったら、救った後なら、滅ぼしても良いの!?」

「滅ぼされる可能性が残っていたら、世界を救ったことにならないじゃないですか。ですから、駄目です」

「えーと、ちょ、ちょっと、待ってね？」

「はい。いくらでも、待ちますよ？」

　エリカさんは、うんうんと唸うなっていたけれど。

　やがて、こちらのことを批ひ難なんするような目を向けてくる。

「あのさ、ソーイチの言うことを聞いていると、私、いつまで経ってもこの世界を滅ぼせないような気がするんだけど」

「まあ、そうなりますね」

「あっさりと認めたね!?」

「だって、そうなるように、言いましたし」

「騙したんだね!?」

　今度はプンスカ怒り出した。

　といっても、もう大規模な破壊をする程の力はないので、僕の胸を軽く叩いて来る程度だったけれど。英雄の皆さんが頑張ってくれて助かりました。エリカさんが力を残していたら、今頃僕は胸が無くなっていた筈です。

「私を、純粋な私を、騙したんだね!?」

「純粋かどうかは議論が分かれるところですけど。でも、エリカさん、何でも手伝ってくれるって、言ったじゃないですか」

「うっ、確かに言ったけどさ……」

「では、世界を救う手伝いをしてくれますよね？　まずは手始めに、僕はこの世界を救いたいです。幸さいわいなことに、救う方法は簡単ですね。エリカさんが、このまま諦めてくれたらそれで終わりですし」

「やっぱり騙したよね」

「騙していませんよ。言いくるめただけです」

「言いくるめたことは認めるんだね」

「だって、そうでもしないと、大変なことになるじゃないですか」

「酷い、酷いよ。世界を滅ぼすの手伝ってくれるって言ったのに！　手伝ってくれるって言ったのに!!」

「はい、滅ぼすことの手伝いはしますよ。でも、僕はあくまで、お手伝いまでです。まあ、滅ぼそうとする場合、またエリカさんに世界を救ってもらうようにお願いするつもりですけど」

「お、大人しくソーイチに騙され続けるなんて、思わないでよね!!」

「ええ、ですから、いつまでもエリカさんを騙し続けますよ。エリカさんが世界を滅ぼそうとする限り、いつまでも」

　僕がそう言うと、エリカさんは急に神妙な顔をする。

　珍めずらしくも、こちらを心配しているような表情で。

「……でも、私って多分、世界を滅ぼすことを諦めないよ？」

「まあ、残念ながらそうでしょうね。だけどいつか、エリカさんが世界を滅ぼしたいと思わなくなる日が来ることを、信じていますから。その日が来るまで、僕が傍そばにいて、エリカさんを止めたいと思います」

「……そんな日、来るの？」

「来ると思いますよ？　来るんじゃないかな？　来ますよね？」

「私にそれを聞かれても困るんだけど。私の逆恨みは筋金入りだし、死ぬまでこのままかもしれないよ？」

「そうならないのが一番良いですけど、でも、約束しましたから。たとえ死ぬまでそのままだったとしても、死ぬまで手伝いますよ。もちろん、そうならないように、エリカさんに真っ当な勇者になってもらう為に、僕も頑張りますけど」

「そ、そうなんだ……」

　何を考えているのか、しばしの沈黙があって。

「そこまで言われたら、仕方がないかなー」

　エリカさんは、そこで僕から視線を外し、大きな扉の方を向いた。

　奥に神様が座す、その扉を。

「……ヒゲをここで殺せないのは、癪しやくだけど。でも、ソーイチがそこまで言ってくれるんだったら、それでも良いかな」

「本当ですか!?」

「うん。死ぬまで手伝ってくれる、なんて言われちゃあ、応えるしか、ないよね」

「エリカさん!!」

「でも、勘違いしないでよね！　ソーイチが私を止めたとしても、いずれ私の意志を継ぐ者が現れて、世界を滅ぼそうとするに決まっているんだから！　この平穏がいつまでも守られるなんて、思わないで!!」

「だからどうして、そんな魔王みたいなことを……でも、もしもそんなことが起こったら、一緒に止めて下さいね？　そもそも、そんなエリカさんみたいな逆恨みの権化が、簡単に出て来るとは思えませんけど」

「出て来るとしたら、多分それ、私の息子か娘かじゃないかな！」

「絶対に教育方法を間違えないで下さいね!!」

「じゃあ、そうならないように、ソーイチがちゃんと育てないと、だね！」

「え、それってどういう……？」

「ねえ、ソーイチ」

「何ですか、エリカさん」












　世界を滅ぼそうとする、英雄失格の勇者と。

　世界を救おうとする、英雄未満の使者と。

　決して交わる筈のなかった二人の道は、ここで交差し、未来に向かって繋がって行く。

　この先、世界が滅びそうになることがあって。

　それでも、世界を滅ぼすまいとする意志が、その傍に寄り添うのなら。

　世界は、きっと、繋がって行くだろう。

　数多の英雄を、生み出して。

　更に多くの、英雄ではない者を、生み出しながら。

　誰かと誰かによって構成される世界は、終わることなく、続いて行く。

　力があっても。

　力がなくても。

　それでも、いつか辿たどり着つく未来に、違いはない。




「はぁ、多分私って、この先も、ソーイチに騙され続けるんだよね……」

「いやそんなに騙しませんよ!?　人聞きの悪いことを言わないで下さい!!」

「そんなに、っていうことは、それなりには騙すんだよね」

「……世界の為ですから」

「そこで否定しない辺り、ソーイチも随分変わったと思うよ。すっかり皆に影響されて、ダメ人間になったんじゃないかな」

「何てことを言うんですか！　怒りますよ!?」

「ソーイチが怒るポイントはそこなんだね。でも、もう遅いよ。ソーイチも、胸を張って、フダラク荘の一員を名乗るべきだよ!!」

「だからフダラク荘は本来ダメ人間の溜たまり場ばじゃないんですよ!?　世界を救う前線基地なんですから。何かもう最近では僕ですら忘れそうになっていますけど!!」

「ようこそ、ダメ人間の巣そう窟くつへ！」

「違いますってば！　話を聞いて下さい！　ああもう、ダメだこの勇者！！！」




　先を行くエリカさんの手を取って、扉の前から移動する。

　英雄同士の戦いによって、扉も無傷とはいかなかったようだけれど。

　それでも、扉は傲ごう然ぜんと、そこに立っている。神様の威光を、示すが如く。

　僕は、そんな扉に、一礼して。

　そして、エリカさんと一緒に、歩き出す。

　その身を賭として世界を救ってみせた、愛すべき、英雄失格達の元へと。










　そんなこんなで、フダラク荘を色々な意味で揺るがす騒動が終わって。

「…………はぁ」

　すっかり住み慣れてしまったフダラク荘の管理人室で、僕は今日も報告書と、そして始末書を書いている。

　今回、立て続けに色々なことが起きたせいで、報告をまとめるだけでも一苦労。どうして厄やつ介かい事ごとというものは、一気に襲おそい掛かかって来るんでしょうか。もうちょっと小出しにしましょうよ。いやそもそも来なくても良いんですけど。

　特に今回は、本当に大変だった。

　何しろ、神様がどうにかなる程の大ピンチだったのだから、それに従って始末書の量も大盤振る舞いだ。世界一つで済まなかった可能性もある訳ですから、仕方がないことですけど、それにしても心が砕けるレベルの大仕事です。

　ただ、それでも、頑がん張ばって書く。

　始末書を書いているということは、どうにか事件が終わったということ。だから、せめてそのことを喜びましょう。いえ、自分でもポジティブ過ぎると思いますけど、そうでもしないとやっていけないんですよ、この使命。

　滅びに瀕ひんした世界を救う。

　とても大変だけど、やりがいのある、そんな使命を全うしながら。

　僕は今日も、このフダラク荘で、暮らしている。




　さて、始末書書きの一環として、フダラク荘の住人達の近況をお伝えしないといけないので、それぞれ書くことにしよう。




「えへへ、お父さん♪」

「Oh my dear」

　まずは、最強のドラゴンであるクド＝ロンバルディア様と、娘のノエミちゃん。

　二人の親子の間で起こった諍いさかいは、父親であるクロさんが、身を賭としてピンチから娘を救ったということで、どうやら無事に収まるべきところに収まったらしい。憎み合う親子なんて見たくなかったので、本当に良かったです。

　ノエミちゃんも、時々フダラク荘に遊びに来るようになった。トカゲの姿のクロさんを大事に抱っこしている姿を見ると、こっちも心が安らぎます。もう、父親を殺すなんてことは、言い出さないでしょう。

　ただ、僕は見逃さなかった。

　ノエミちゃんから隠すようにして、床下に置かれている、酒さか瓶びんのことを。

「Woops」

　普段、ノエミちゃんが見ていないところでは、これまでと同じように酒を飲みまくり、酔っぱらっているということを。

　クロさん、娘に飲酒は止やめたと伝えているようだけど。あれがばれたら、またもや親子喧げん嘩かが起きると思います。今度は殺すとか殺さないとか、そういう物ぶつ騒そうなことになるとは思いませんけど、また荒れるんだろうなぁ。

　まあ、今こうして親子団らんが繰くり広ひろげられているのは、良いことです。




「おのれ爬は虫ちゆう類るい、俺の娘を……いや違うな、少年が教えてくれた、娘とは永遠に語り継がれる概がい念ねん。個人に執着する必要はないが……しかし……苦しいものだな!!」

　そんな仲良し親子のことを、廊ろう下かの柱の向こうから、幽鬼のような顔で見つめているのは、変身ヒーローの左さ文もん字じ真しん太た郎ろうさんだった。もう積極的に無視したいんだけど、これも仕事なんですよね。

　警けい察さつ署しよに呼ばれること自体は減ったものの、その分言動が壊れ始めているので、トータルのダメっぷりは変わっていない気がします。

　今回の騒動では、若じやつ干かん格好良いところも見せてくれたんですけど。あんな感じで普段からいてくれれば周りの目も少しは変わるのに、まあ無理ですよね、分かります。

「む、もうこんな時間か！　小学校の下校の時間だ！　急げ俺よ、風より速く、幼女の元へ!!」

　はい、この通り。下手な期待なんかしないで、ポリスに迎えに行く準備をしておいた方が良いのかもしれません。




「ああ、フダラク荘が消きえ失うせていたような気がしたのですが、あれは夢でしょうか。それとも、普段通りの走そう馬ま燈とうだったのでしょうか」

　伝説の作家、円えん乗じよう綴つづりさんは、今日も自らの部屋に引ひき籠こもっている。

　フダラク荘が急に消失したショックで死亡した彼女は、結局そのまま死に続けていたけれど、元のダンボールハウスに戻すことで、無事に復活した。ここまで簡単に蘇そ生せいすると、奇跡とも呼べないですよね。

　そうして、これまでと同じように、部屋から出ないで暮らしているのだけど。

「～♪」

「ひィッ!?　書いています書いています！　締め切りが昨日だったことも忘れて書いていますから！　どうか許して下さい、そして来ないで下さい!!」

　最近は、時折鳴る携けい帯たい電でん話わの音に怯おびえながら、原稿用紙に万年筆を振るう日々を送っているらしい。僕のことを記した小説を世に出したことで、再び以前の編集者の人と縁が繋つながってしまったようだ。

　まあ、ただ引き籠もっているよりは、ずっと立派な生活でしょう。

　ただ、事あるごとに死んで、その始末を僕が担当するのは勘かん弁べんして欲しいです。いや、本当に。




「ああ、こうして饅まん頭じゆうの気持ちになって、饅頭を味わっている瞬間こそ、饅頭に許された最高の贅ぜい沢たくよね……饅頭冥みよう利りに尽きるわ」

　テーブルの上に乗って、今日買って来た大量の饅頭を頰ほお張ばっているのは、最強の魔法少女である調しらべ諒りよう子こさん。

　飽あきることなく和わ菓が子し屋やに毎日通い、饅頭という饅頭を食べ続けているのは、これまでと一緒ですけど。ただ最近では、饅頭を自分で作ることを覚えたらしく、色々な材料で作っては食べている。ただ、上う手まくいかなかったシリーズの饅頭を、僕に押し付けるのは止めて欲しいです。

　彼女は、色々な魔法で僕を助けてくれたけれど、まだまだ謎なぞの多い人物……じゃなくて饅頭だと思う。どういう過程で饅頭になったのか、いつか詳しく聞き出したいです。

「だけど、まだまだ饅頭道は奥が深いわね。こんなにハバネロが合うなんて……私も饅頭坂を歩き始めたばかり、これからも続々と新しい饅頭を生み出さないといけないわ。本当に、飽きさせないものよね」

　そう言って、満足そうに饅頭を口に放ほうり込こむのだ。

　いつか、調理中に、自分を間違えて料理してしまうんじゃないでしょうか。




【ふふふ、住人達のダメっぷりに戦おののいていますねご主人様……！　こんな時には、シーちゃんのお勧めする本を読んで心を落ち着けるべきです！　それではこの『裏うら切ぎりと下げ剋こく上じようのバラード』という本をお読み下さい！　目上の人間をどうにかしたい時なんかに、必ずや、お役に立ちますとも】

　神様の妹にして、今回の騒動の元凶、シーガル・イクサドーラ。彼女は、再び僕の持つデバイスの中に戻っていた。

　別に、こちらが元の存在ということではないらしいけれど、以前と同じようにデバイスとしての職務を全うしている。神様から、再びデバイスとして働くようにと、罰ばつを与えられたというのだ。

　あの騒動の後、どうやら兄である神様にこっぴどく叱しかられたらしく、デバイスに戻って来たばかりの頃は大変凹へこんでいた。こちらの言葉に片言で返して来る姿は、遠い昔の人工知能かと思いました。

　しかしすぐに元の調子を取り戻し、こうして活かつ躍やくしている。

【おやおやご主人様、最近はあまり本を読んでいないのではありませんか？　そんなことではいけません、シーちゃんのような立派な存在にはなれませんよ？　まあシーちゃんは基本的に性格骨子が歪ゆがんでいるタイプなのでお勧めはしませんけどね！】

　妙な本を勧めて来るのも、いつも通り。

　騒動の後で誠心誠意謝ってくれたので、僕達の関係も元通りだ。

　まあ、ちょっとくらいデバイスがどうかしていた方が、こちらも真ま面じ目めに頑張ろうっていう気になりますよね。




　と、どたどたと廊下を歩いて来る音がして。

「ちょっとどういうことなのよ！」

「って、急に何なんですか、一体」

「ワタシの扱いのことよ！　こうなる感じじゃなかったじゃない!!」

　僕にいきなり食って掛かって来たのは、魔王、ミリアム・ウァリエタース。魔王と名乗っていることからも分かる通り、悪い奴です。いえ、他の住人と比べると、これでも随ずい分ぶんマシな方なんですけど。

「言ったわよね、総そう一いち！　デバイスを掘り起こす時に！」

「何か言いましたっけ……証しよう拠こでもあるんですか」

「ごまかすつもり!?　お天道様が忘れても、私は忘れていないのよ!?」

「魔王がお天道様とか言わないでくれますか」

　とぼけて見せているけれど、勿もち論ろん忘れていない。

　魔王に協力をお願いする時に、約束したのだ。他の英雄の皆さんには、未来の可能性という形で、それぞれの対価を示したけれど、ミリアムの場合もまた、同じように対価を提示した。その内容は。

「フダラク荘の住人として、他の英雄達と同じように扱うって、そう約束したのよ!?　覚えているんだから!!」

「扱っているじゃないですか」

「じゃあ何でワタシは掃そう除じをしているのよ！　これ住人の仕事じゃないわよね!?」

「でも、掃除、嫌いじゃないですよね」

「……まあ、そうだけど」

「じゃあ何も問題はないじゃないですか、引き続きお願いしますね。終わったら戸棚の中のケーキを食べて良いですから」

「わーい!!」

　笑顔で駆け出して行くミリアム。

　しばらく走った後で『やっぱり騙だまされているじゃないのよ!?』みたいな叫び声が聞こえて来たけれど、気にせずお互いに頑張りましょう。

　ちなみに。

「ニャー」

　未いまだに生態の良く分からない混こん沌とん生物、ポチも元気でやっています。




　そして最後の一人。

　彼女は、玄げん関かん先さきに腰を下ろして、ぶらぶらと足を動かしていた。

「あ、ソーイチだー」

　僕の接近に気が付くと、振り返って太陽のような笑みを浮かべる。

「暇ひまだったら、世界滅ぼしに行こうよー」

「行きませんよ？　そもそも暇じゃありませんし。まだまだ報告書と始末書が残っているんですから、忙しいんですよ」

「ふーん、じゃあ良いよ、一人で滅ぼして来るから」

「それも駄だ目めです!!」

「じゃあ何を滅ぼせばいいの!?」

「滅ぼすこと自体が駄目だって言っているんですよ!!」

「ケチ！」

「分からず屋!!」

「せっかく首輪が取れたのに、自由に暴れられないなんて酷ひど過すぎるよ！　生殺しだよ！　このままだと、ストレスが溜たまって破は裂れつしちゃうんだから!!」

「首輪を外したのはエリカさんを信じているからです！　本気で暴れるっていうんなら、また首輪を付けないといけないんですから!!」

「私を縛るつもりなんだ……」

「えっ」

「私を首輪で縛り付けて、鎖くさりで連れ回して、自分の所有物だって言い張るんだ」

「きゅ、急に何を言い出すんですか!?」

「別に良いけどさー。もう私とソーイチは一心同体みたいなものなんだから。でも、いざとなったら私の方にも考えがあるんだよ。首輪を付けて街中を歩き回るなんていう屈くつ辱じよくを、ソーイチにも味わわせてあげるよ」

「そんなことしていませんよ!?」

「したじゃん」

「してな……しましたっけ……しましたね」

　しました。

「そもそも、あんなプロポーズみたいなことを言って来たのはソーイチなんだから、もっと私に構うべきだよね」

「プロポーズって……確かにあの時は、そんなようなことを言ったような、言っていないような……」

　確かにエリカさんを説得する時に、勢いで色々と過激なことを言ったような記憶はある。思い返すだけで、赤面してしまいそうなやつだ。勿論、噓うそではありません。心からの言葉でしたけれど、でも恥ずかしいですよね。本当に。

「煮え切らないよね」

「返す言葉もありません……」

「あ、煮え切らないで思い出したんだけど、前に冒険していた時に行った火山で、良い感じの温泉が近くにあったから入ったんだけど、妙に温ぬるかったの。だから温度を上げる為ために、火口に伝説の剣を思いっきり投げ込んだら軽く噴火が起きちゃって、周辺の人達にえらい剣幕で怒られたことがあったんだよ。酷いと思わない？　だって悪いのは、適切な温度を保たない温泉サイドなのに。むしろ、温めてあげたことに感謝の一言でもあっていいくらいだよね……あ、思い出したら、またムカついて来たよ。よし、それじゃあもう一回、噴火をさせに行こう！」

「止めて下さい！　あーもう、分かりました。分かりましたから！　温泉でも火山でもいつか必ずお供しますから、今日のところは大人しくしていて下さい！　ついでに静かにしていて下さい！」

「うん、分かった！」

　最強の勇者、エリカ・アシュローズ。

　神様の使者、鹿かの屋や総一。

　エリカさんは今までと変わることなく、ことある毎ごとに逆恨みを発動させて、世界を滅ぼそうとしている。

　僕も今までと変わることなく、神様から再び使者としての命を受け、世界の滅びを回避する為に行動し続けている。

　フダラク荘のダメ人間達に、頭を悩まされながら。

　しばしば発生する災厄へのカウントダウンに、振り回されながら。

　それでも、懸けん命めいに。

　自分のやりたいことを、やっていく。

　退屈だけはすることのない毎日を、適度に楽しみ、適度に苦労しながら、送っている。





　　　　　　　　◆　　　　　◆　　　　　◆






【災厄が訪れるまで　あと　６日　23時間　11分　54秒】




「皆さん！　また、新しい災厄が発生しました！　力を貸して下さい!!」

　いつものように始まった真っ赤なカウントダウンを前にして、僕は英雄の皆様を呼び出す。




「Sake & Daughter!」

「すまない少年、今日はプールの授業があって、どうしても目が離せないんだ！」

『探さないで下さい。死にました』

「新しいお饅頭の開発に忙しいから無理ね。そもそもお腹なかがいっぱいで動けないし」

【ご主人様、またオススメの本を見つけて来たんですがいかがでしょうか。『上司の弱みの握り方』っていうタイトルなんですけど】

「教育テレビの時間なんだから無理なのよ！　どうしても見たいやつなんだから！　無理矢理するって言うのなら、相手になるのよ!!」

「そんな、絶対に許せないよ！　世界が災厄に滅ぼされる前に、私が世界を滅ぼさないといけないよね!!」




　だけど、そんな風に、個人の欲望を最優先し、災厄に対してはすっかりやる気を見せてくれないのも、いつものことで。

　僕は結局、声を上げる羽は目めになるのである。

「ほら、いつもみたいに一列に並んで整列して下さい！　全く皆さんは、自分達の使命が分かっているんですか!?　フダラク荘の英雄達は、世界の危機に対応するのが役目なんですよ!?　こうして適当にだらだら過ごすのが主じゃないんですからね!?　忘れたんですか!?　忘れてないですよね無視しているだけですよね!!　もう本当に、いい加か減げんにして下さい!!」

　そうして、いつも通りの説教タイムの始まりだ。

　最近は僕も説教に慣れて来て、スライドなど使って効果的に英雄達のダメさを追及するようになりました。

「この……この、ダメ人間ッ!!」

　今日も口の滑りは絶好調で、説教は数時間に渡ったけれど。

　ダメ人間の皆さんに、僕の説教が届いている手て応ごたえは、まるでありません。

　そうですよね、僕の説教がちゃんと皆さんに届いていたら、僕はこんな説教のプロみたいにはなっていませんよね!!




「……はぁ」

　そうして、長い説教が終わって、いつものように、まるで平気な顔をして去ろうとしている英雄の皆さんを見ていると、溜め息がとめどなく出そうになる。愚ぐ痴ちばかり零こぼしているのはいけないと分かっているんですけど、でも出ちゃうんですよ。

「はぁ……本当、皆さんがいないと、世界は大変なことになっちゃうんですから、もうちょっと自覚して頑張って欲しいんですけど……」

　そう、何の気なしに零して。

　しかし、そんな僕の独り言に、反応が返って来た。




「別に、私達がいなくても大丈夫なんじゃない？」

「……え？」

「だって、ここには、君がいるんだから」




　不意に諒子さんから掛けられた、思わぬ言葉。

　当たり前のように、自然なことのように。疑問になど全く思っていないと、そんな風にして放たれた、僕を認めているかのような台詞せりふ。

「…………」

　その言葉に対して、何と返答すれば良いのか、戸と惑まどっていると。

　他の英雄達も、口々に続ける。

「ああ、確かにそうだな。少年がいれば、世界はきっと大丈夫だろう」

「そっちこそ自分を過小評価しているんじゃないの？　総一が今まで、一体どれだけ、世界を救って来たと思っているのよ」

【そうですとも。ご主人様の活躍で救われた世界は、シーちゃんが覚えているだけでも両手で数えられないくらいありますし】

『本にもなっていますね。私が書いたんですけど』

「Yes. You are hero」

「うん。何だかんだ言って、ソーイチだって英雄と呼ばれるくらいのことはしているんだからね。私達は、ずっとその姿を見て来たんだから、保証してあげるよ。紛まぎれもなく、世界を救った、英雄なんだって」

　そんなことを、次々と言われて。




「僕が……英雄？」




　英雄と、自分が呼ばれたこと。

　何よりもまず、戸惑いがある。

　自分は何でもない、ただの神様の使者で。

　英雄の皆さんの手助けをすることが、使命だと考えている。

　あくまでも手助けをすることが、僕の使命の範囲なのだと。

　英雄とは、届かない星のようなもの。自分に出来るのは、遠くから星の煌きらめきを眺めていることだけなのだと、そんな風に思い。

　だけど。

　目の前に並んでいる英雄達は、何の疑いもなく。

　僕を、英雄と呼ぶ。

　呼んで、くれた。

　星にも等しい存在が、自分のことを見て、対等であると言ってくれたこと。

　そのことが、もう、何よりも嬉うれしくて。

「そうそう、鹿屋総一は、立派な英雄なんだよ」

「……エリカさん」

　いつか見た英雄に憧あこがれて、ここまで辿たどり着ついた。

　その場所で、憧れた英雄達から、自分こそも英雄だと認められた。

　正直、自分が英雄と呼ばれることは、英雄の偉い大だいさを身をもって知っているからこそ、どうにも受け入れ難いことで。だけど、当の英雄からそう呼ばれることで、自分の中に、じんわりと、温かな何かが拡ひろがって行くのを感じた。

　本当に、本当に、嬉しくて。

　ついつい、涙を零しそうになるけれど。

　だけど、泣く時は今じゃない。

　まだまだ、僕が挑んでいく滅びと、解決していく使命は残っている。

　世界を覆おおう危機は、この先も必ずやって来るのだ。

　だから今は、ぐっと涙を堪こらえて。

　笑顔で、僕を認めてくれた英雄達に恥ずかしくないように、向かい合おう。

「きゅ、急に何を言っているんですか、もう！　とにかく今は、新しい災厄を皆さんと一緒に、何とかしないと……」

　一緒に未来に進む為に、前を向けば。




「……あれ？」




　誰もいなくなっていた。

　エリカさんを含めて、全員が姿を消している。一緒に歩くどころか、完全に僕一人だけが取り残されていて。

　ただ、一枚の紙切れだけが、そっと置かれている。




【そんな訳で、後はよろしくお願いします


フダラク荘住人一同】






　うん。

　僕の感動を返して欲しい。




「あ、あの、ダメ人間ども!!」

　紙切れを拾い上げて、ひとしきり脳内でダメ人間達のことを罵ば倒とうし尽くした後、足早に玄関を出る。どうせ各員が向かう場所は分かっているので、一人ずつとっ捕まえて説教の時間パート２ですよ。逃がさないぞ。




　ふと見上げれば、青空。

　どこまでも果てしない、僕の前ぜん途とを表しているかのような青空。

　これから先、大変なことがあるのだろう。

　自分の力だけでは何ともならないことも、あるかもしれない。

　それでもきっと、あの愛すべき英雄失格達と一緒なら、何とかなると、そう思う。

　どこまでも広がる空のように、可能性に満みち溢あふれた未来。

　英雄と、そして僕とが、胸を張って並び立てるような未来に、可能性の果てに辿り着けると。そんな、予感がする。

　未来を信じて、諦あきらめない。

　それが、英雄と呼ばれる者の、進むべき道だと思うから。

　だから、一歩を踏ふみ出だして。

　ここから、世界を救いに行くとしよう。





おわり











あとがき






　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけの『更』です。

　前巻から引き続き『英雄失格３』をお手に取って頂きありがとうございます。

　さて、本作のテーマは『ダメ人間』な訳ですが、そんな物語を書いていると、『ダメ人間とはどんな存在か？』ということについて、結構頻ひん繁ぱんに考えたりします。

　僕の考えるダメ人間の要素とは、『自分の欲望を何よりも優先する』と『それによる周囲への影響を一切気にしない』なのですが。最近、実はダメ人間は、それ単体ではダメ人間たり得ないのではないかということに思い至りました。

　ダメ人間は、叱しかられたり非難されたりする程度で、変わったりはしません。いやむしろ、変わらないからこそのダメ人間なのです。つまり、真のダメ人間は、叱ったり非難したりする存在が近くにいてこそダメ人間たり得る。また、その存在に抵抗し続けることにより、ダメ人間度合いを増し続けるのではないか、そう思うのです。

　まあ、最終的に何が言いたいかと言いますと。本作の主人公である鹿かの屋や総そう一いちは、フダラク荘の英雄達を叱ったり非難したりし続けることによって、より英雄達のダメ人間度合いを加速させているのではないかということです。なんて不ふ憫びんな主人公なのだろう。

　と、そんな不憫過ぎる主人公でお送りした『英雄失格』は、本巻が最終巻となります。

　総一とエリカとダメ人間達の物語。もう少し皆様のお手元に届けたかったのですが、ひとまず彼らのバカ騒ぎは、これにて一いつ旦たんの幕とさせて頂きます。

　これからも総一は、フダラク荘の英雄達に振り回されながらも、自らが目指すべき英雄へと至る道を探すことでしょう。色々と苦労し続けながらも、何だかんだで楽しく生きていくんじゃないでしょうか。そんな英雄未満の背中を、温かく見送って頂けたら嬉うれしいです。




　以下、世界を滅ぼし尽くす勢いで謝しや辞じを述べさせて頂きます。

　担当編集のＡ様、イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様、デザイナーのＯ様、Ｈ様。拙せつ作さくの製作・出版・流通等に関かかわって下さった全すべての皆様。サイン本や色紙を書かせて頂いた書店様。拙作を置いて頂いた全国の書店様。友人達。家族。そして何より、今この本をお手に取って頂いている読者の皆様。

　皆様のおかげで、ダメ人間達のバカ騒ぎも、思い描いていたラストシーンまで書ききることが出来ました。ここまでお付き合い頂き、本当に本当にありがとうございました。

　ファミ通文庫様での新作についてはまだ未定ですが、また新たなバカ騒ぎを引ひっ提さげて戻って参りますので、その際には、またお付き合い頂ければ幸さいわいです。









あとがき２






　こんにちは、更伊俊介の『伊』と申します。『英雄失格』の三巻をお届けします。

　さて、前のページまでで書きました通り、最終巻となってしまった今巻ですが、その完成に至るまでには、個人的に大変な困難が待ち構えていました。

　執筆中に目の病気を患わずらい、右目が見えなくなってしまったのです。

　目が見えなくなるということは、仕事道具であるパソコンの画面を見ることが出来ないということです。入院しての治ち療りようが必要となる上、まさか左目だけで執筆をする訳にもいかず、まさに作家人生の危機と言って間違いありません。

　幸いなことに、そこまでの大事には至らなかったのですが（一人が倒れたらもう一人が書く、これが二人組作家の本ほん領りようなので）、何しろ初めての経験、また作家としては腕の次に大事な器官である目をやられたということで、すっかり弱気になってしまいました。どうして自分がこんな目に遭あうのかと、自らの運命を恨うらんだりもしました。

　さて本作『英雄失格』は、過か酷こくな運命を恨みながらも、それに抗あらがう人間の姿を描いた作品でもあります。

　いや、強ごう引いん過ぎる話題の繋つなぎ方ですし、そもそもそのようなテーマがあったとか作者としても初耳のような気がしますが、とにかくそんな感じの物語でした。

　どうしようもない環境、どうしようもない力、そしてどうしようもない英雄達。そんな運命をただ恨むことは簡単です。しかしながら、恨みというマイナスの感情をモチベーションとするのは難しい……と、ここまで書いておいて、逆恨みだけで行動を起こしてしまうタイプの勇者がヒロインだった気がしましたが、気にしないでおきます。

　とにかく、マイナスの感情だけでは、前に進む力とはなりづらいような気がするのです。どんなに絶望的な状況であっても、その状況を覆くつがえしてやろうというプラスの感情こそが大切。自分の中でプラスの感情を奮い立たせることこそが、一番大事なのではないか。本作『英雄失格』という物語から作者自身が教わったのは、そんなことでした。あと、現在、目は無事に見えるようになっています。




　さて、そうして教わったことを活いかす為にも、次の物語を書かないといけません。

　現在のところ、『世界の果てからお急ぎ便』という、世界や次元を駆ける軽トラックに乗り、チートアイテムを配達する先せん輩ぱいと後こう輩はいの物語を、ＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』様にて連載させて頂いております（ググったら一番上に出て来ます）。

　他にも、色々と準備中ですので、ファミ通文庫様の公式サイトや、更伊のツイッター（ググったら一番上に出て来ます）などをチェックして頂ければ幸いです。




　たとえ物語が終わっても、それでも物語の世界はどこまでも続いていきます。

　これからも、読者の皆様の元に、新たな物語、新たなバカ騒ぎをお届けし続けたいと思っていますので、引き続き応おう援えん宜よろしくお願い致します。




　それではまた、どこかの書店でお会いしましょう。

　全すべてのダメ人間と、ダメ人間を愛する人達に祝福があらんことを。
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